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　二日ぶりに雨がやんだ。窓から差し込む朝あさ陽ひを受けて、水みず稀きは目をさました。

　季節は春のはじまり。大気は乾かわき、舞まい上がる砂の粒りゆう子しが容よう赦しやなく騎き丹たん大国をおおう乾かん期きの最中で、この雨は恵めぐみの雨だった。

　水稀は朝食代わりに少量の干し肉と果くだ物ものをかき込むと、花はな摘つみ籠かごを腰こしに付け、早々に家の扉とびらを開けた。目指すのは龍りゆう神じんの森だ。

　水稀の村は、皇こう帝ていの住む帝てい都とから遠く離はなれた場所にある。あまりにも遠すぎて、昨日まで水稀たちの村を潤うるおしてくれた雨雲さえも、帝都には届いていないのではないか、と思うほどだ。

　隣りん国ごくとの国境近くには、国と国を分かつ大山脈がどこまでも連なっている。山々に守られるようにして、水稀たちの村はその山さん麓ろくに作られていた。

　村の裏手には村人が長年大切にしている龍神の森があり、森からは川も流れてくる。広い砂さ漠ばくと乾期に悩なやまされる騎丹大国の中でも、水稀たちの村は水と緑──龍神の恩おん恵けいを受けていた。

　だからこそ水稀は、龍神の森へ、そして龍神が宿るとされる龍りゆうの樹きへ、毎日でも訪おとずれたいと思う。

「大婆ばばさま、もう起きてるかな」

　龍神の森へ向かうその途と中ちゆう、大きな朱しゆ色いろの門の前で立ち止まると、水稀は門をそっと押し開けた。門の向こうには小路があり、その先に三方を住居で囲われた中庭がある。

　そこで三人の長老が朝食をとっていた。匂においからして、柔やわらかな粥かゆだろう。

　村長とその妻、そして村人たちから〝大婆さま〟と呼ばれる、村で最も知ち恵えと知識を持つ老女に向かって、水稀は元気良く挨あい拶さつをする。

「おはよう、大婆さま。いい雨だったね。これで植えたばかりの苗なえも元気に育つよ」

「おはよう、水稀。そなた、もう森へ行くのか？　朝食は？　ここで食べてからゆけ」

　両親の居ない水稀の親代わりとなり、水稀を守り育ててくれた大婆さまは、いつでもこうして優やさしく声をかけてくれる。

「ありがと、大婆さま。でも大だい丈じよう夫ぶ。山菜を摘つんだら、帰りにまた寄るから」

「あまり遠くまで行くでないぞ。おまえはいつも山菜採りに夢中になって足元が不注意になるのでな」

「わかってるって！　大婆さまのために美味おいしい山菜をたくさん採ってくるよ、待ってて！」

　大婆さまたちに大きく手を振ふり、今度こそ龍神の森をまっすぐに目指す。

　水稀は、動きやすさを重視した、ひざより短い丈たけの着物に唐から草くさ模も様ようの帯、あとは革かわ製せいの長なが靴ぐつという軽装で、通い慣れた龍神の森へ迷うことなく足を踏ふみ入れた。

「──綺き麗れいだ……」

　背の高い木の枝から朝あさ露つゆがしたたり落ち、水稀の栗くり色いろの髪かみを濡ぬらした。

　春の朝陽はまっすぐに降りそそぎ、森の中は明るかった。

　水稀が歩く小路も、樹木も草花も、その身に附着した水すい滴てきに朝陽を乱反射させ、森の中全体がきらきらと輝かがやいているようだった。美しい森の風景を映す、水稀の大きな二つの瞳ひとみ。その左ひだり眼めだけが、朝陽を受けて黄金こがね色いろの輝きを放つ。

　水稀が青々とした若葉に触ふれると、葉の上を大きさの異なる丸い朝露が踊おどるようにくっついたり離れたりした。そのまま若葉をかたむけ、朝露を口に含ふくむ。甘くて美味しかった。

　花を摘み山菜を手た折おっては、腰に付けた花摘み籠に放り込み、森の奥へと分け入ってゆく。

　水稀は自分の目の高さほどに生長したしげみに手をかけた。ここを抜ぬければ龍の樹が見えてくる。

　龍の樹──樹じゆ齢れいは二千年を超こえると言い伝えられ、大人が四、五人、手をつないでやっと一周できるほどの太い幹を持ち、その枝葉はどこまでも伸のび、太古から森と村を守っている。

　この大樹に龍神さまが宿っていると聞かされても、不思議に思う者はいない。太い樹の幹にそっと耳を当てると、水の流れる音がする。それは龍神さまの鼓こ動どうであると、大婆さまが水稀に教えてくれた。

　しかし、今朝の龍の樹の風景は、いつもと違ちがっていた。

　誰だれか居る。龍の樹に背をあずけ、座っている。

「誰だ……？」

　水稀は濡れた草を踏ふみ、ゆっくりと龍の樹へ近づいていった。恐きよう怖ふ心は無かった。龍神の加護を受けるこの森には水稀に危害を加える存在など無かったし、龍の樹に座り込むその人は、遠くから見ても充じゆう分ぶんに解わかるほど見み目め麗うるわしい姿をしていた。

「あの、ここで何を？」

　声をかけたが返事が無い。水稀はその人の顔を覗のぞき込んだ。そして気がついた。眠ねむっているのではない、気を失っている。

「だ、大丈夫？　ねぇ」

　形の良い眉まゆをひそめ、かたくまぶたを閉じるその人が、この辺りの人間ではないということは、水稀でもすぐに解った。

　豊かな刺し繡しゆうのほどこされた淡あわい桃もも色いろの着物を着ているが、袖そで口ぐちが破れ、そこからのぞく手の甲こうが、血で赤く染まっていた。

「怪け我がを？　……女の、人？」

　たしかに女性に見えた。腰まで届く長い黒くろ髪かみを束ねており、その黒髪の美しさを一層際立たせる、いくつもの小さな髪かみ飾かざり、そして耳みみ飾かざりや首くび飾かざりが朝陽を受け煌きらめいていた。

　整った鼻び梁りようにまつげが長い影かげを落としている。化け粧しようはいっさいしていないが、化粧をする必要など無いほどだ。しかしその美しい顔にはうっすらと汗あせが滲にじんでいた。

　どこかの良家のお姫ひめさまか、それとも、雨と共に天から落ちてきた天てん女によさまか。

　幼い頃ころに大婆さまが話して聞かせてくれた御お伽とぎ話ばなしから抜け出してきたような、見入ってしまって目が離せなくなるような、そんな美しさがあった。だからこそ、ひたいに浮うかぶ汗や手の甲ににじむ血が余計痛々しい。

　水稀は、花摘み籠から摘んだばかりの薬草を取り出すと、慣れた手つきで葉を揉もみつぶし、傷口に当てて止血をほどこした。天女が薬草の刺し激げきに反応した。

「……う、っ……」

「大丈夫？　ちょっと待ってて」

　水稀は近くに生えている大きな葉を摘むと、それを器うつわ代わりにして朝露を集めた。

「水、飲める？」

　飲みやすいようにと、葉の先をそっと天女の口元にあてたが、傷が痛むのか、天女は悩ましげに眉をひそめるばかりだった。

　水稀は葉に集めた水を自分の口に含むと、そのまま天女の唇くちびるに触れた。甘い朝露が、わずかに開いた二人の唇を伝い、天女の方へ流れてゆく。

「お願い、目をさまして」

　水稀の声に、天女の濡れた唇が動いた。水を、と乞こわれたので、水稀は残りの水をもう一度口に含み、天女の唇に触れようとした、その時だった。

「んんっ……！」

　突とつ然ぜん、天女の手が水稀の腕うでを取り、水稀はそのまま天女の方へ引き寄せられた。想像もしなかった、あまりの力強さに、水稀は座り込む天女の体を跨またぐようにして、天女の上に乗り上がってしまった。

「ん、んぅ……」

　朝露などとうに無くなってしまったのに、まだ水を探し求めるかのように、天女の舌が水稀の唇を割り、口こう腔こうの奥へと滑すべり込んでくる。水稀は必死になって天女の唇から逃のがれた。

「はあっ……。あ、あの……」

　驚おどろく水稀の目の前で、天女の長いまつげが揺ゆれた。そのまぶたがゆっくりと開く。

　騎丹大国特有の、青みがかった黒い瞳をしていた。光に透すかせば、群青色の紗しやを幾いく重えにも重ねたような美しさをあらわす、騎丹瑠る璃り──水稀は、自分は持っていない美しい色の瞳に深く引き込まれた。

　煌びやかな衣装とたくさんの装そう飾しよく品、まっすぐの艶つややかな黒髪と、美しい顔立ち。そこに先ほどのくちづけの余よ韻いんも加わって、水稀はわずかの間、天女に乗り上げたまま、ぼうっとしてしまった。

　しかし初めて聞く天女の言葉は、水稀のそれを打ち消すのに充分だった。

「──なんだ、おまえ。何者だ？　ここで何をしている？」　>>>♥

「え……？」

　耳を疑いたくなるような、きつい言こと葉ば遣づかいだった。天女さまがこんな口調であるはずがない。水稀の夢はいとも簡単にやぶられてしまった。

「俺の上に跨またがって座るとは、ずうずうしいにも程ほどがある」

「ち、ちがうって、これはそっちが……」

　水稀の言葉をなかば無視して、意識を取り戻もどした偽にせ者ものの天女は、よいしょ、と水稀を乗せたまま座り直し、体勢を変えた。

　天女さまでないなら、どこかのお姫さまかもしれない。水稀は残りわずかな希望を抱いだいて名前を聞いた。

「僕の名前は水稀。あなたは？」

「秀しゆ瑛うえい」

　その人は不ふ遜そんな顔つきで手短に自分の名を名乗った。天女さまでもお姫さまでもなかった。水稀の夢はいよいよ打ち砕くだかれた。

「お、男の人？」

「いつまで乗っている？　さっさと降りろ」

　その時、風が吹ふき、近くのしげみが音を立てた。

「あっ……」

　降りろと言っておきながら、秀瑛が水稀の腰こしに腕をまわしてきた。同時に腰の後ろに佩はいた短い太刀たちに手をかける。秀瑛はがさがさと動くしげみから目を離はなさず、水稀に聞いてきた。

「おまえ、ここに来るまでに虎とらの気配を感じなかったか？　姿を見たか？」

「虎？　虎なんてこの森にはいないけど……」

「解ってる。あれは人に調教された猛もう獣じゆうだ。主の意のままに操あやつられている」

「虎に襲おそわれたの!?　気を失っていたのはそのせい？」

　水稀の問いに秀瑛は無言で首を縦に振ふった。

「まだ仕留めてない。近くに居るぞ」

　そう言いながら、秀瑛が水稀の腰に腕をまわしたまま立ち上がったので、自然と水稀も立ち上がることになった。

　秀瑛は長身だった。水稀自身が年ねん齢れいの割に小こ柄がらでもあるのだが、こうやって揃そろって立つと、水稀の顔が秀瑛の胸にぶつかってしまうくらいの身長差がある。先刻まで気を失っていたとは思えないほど、秀瑛の立ち振ふる舞まいはしっかりとしたものだった。

「おまえ、家は？　この近くか？」

「うん。森を出てすぐの村」

「家に戻れ。ここに居ると危ない」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、この森は龍の樹に守られているから」

「龍の樹？」

　秀瑛は睨にらみつけていたしげみから視線を離すと、背後の大木を仰あおぎ見、そしてその瞳ひとみを水稀へと向けてくる。しゃん、と秀瑛の耳飾りが澄すんだ音を奏かなでた。

「この薬草。おまえが手当てしてくれたのか」

「うん……」

「そうか。助かった、礼を言う」

　先ほどの不遜な振る舞いは消えていて、秀瑛はその整った顔に微び笑しようを浮かべた。

「水稀。家に帰れ。俺を助けてくれたおまえが虎に襲われるところなど……俺は見たくない」

　秀瑛は水稀を諭さとすように、態度をさらに柔にゆう和わにさせた。水稀の腰から離れた秀瑛の手が、水稀の栗くり色いろの髪かみに触ふれ、束ねた髪の先までを優やさしく撫なでてくる。

　秀瑛を困らせたくないと思った水稀は、秀瑛の言葉に従うことにした。

「うん。わかった。──あの、秀瑛は」

　どこに住んでいて、何をしている人？　──聞きたいことはたくさんあったが、その時間は水稀には与あたえられなかった。

　遠くから馬二頭のいななきと、秀瑛を探す男の声が聞こえてきた。秀瑛もそれを確かく認にんしたのだろう、太刀から手を離した。

「助けてくれた礼だ」

　そう言って秀瑛は自分の長い黒髪に着けていた髪飾りから、小さな銀の髪飾りをひとつ外すと、水稀の髪に着けてくれた。

「猛獣にも、見知らぬ顔の人間にも見つからないように帰れ。できるな？」

「うん……」

「よし。行け」

　秀瑛は、ぽん、と水稀の頭に軽く手を乗せ、そして水稀の背を押した。水稀はそのまま振り向かずにしげみを抜ぬけ、家を目指す。

　龍の樹が見えなくなるその直前、話し声が聞こえた。

「こっちだ、翔しよ達うたつ」

「申し訳ございません秀瑛さま。このような僻へき地ちに、しかも早朝にまで仕し掛かけてくるとは思わず……。迂う闊かつでした」

「俺もだ。考えが甘かった。──義弟おとうとの方か？」

「いえ、おそらく神官どのかと」

「紫し紀きめ、最近やることが露ろ骨こつすぎる。──今すぐ虎を始末して帝てい都とに戻る。ここに住む者たちに何かあってからじゃ遅おそい。虎を見つけ出せ、翔達」

「かしこまりました」










　秀瑛。──あの人は何者だったのだろう。

　龍神の森での巡めぐり逢あいを、水稀はしばらく経たっても何度も思い返していた。

　あの日、水稀は秀瑛の言いつけ通り、まっすぐ家に帰った。大婆ばばさまの屋や敷しきにも寄らず、畑の様子も見に行かずに。もちろん、虎にも、見知らぬ人間にも会わなかった。

　その翌日、水稀はふたたび龍神の森へ向かい、森の中を一周した。龍の樹の近くで、二頭分の馬の蹄ひづめに踏ふみ潰つぶされた草むらと、そこに附着した微び量りようの獣けものの血を見つけた。しかし見つかったのはそれだけで、他ほかには何も見当たらなかった。

　その次の日も、十日ほど経った今日も、龍神の森に変わったことは起きていない。

　秀瑛は何をしに森を訪おとずれたのだろう。彼がまた森に来ることは無いのだろうか──何も聞けなかったことが心残りで、ふとした瞬しゆん間かんに秀瑛のことばかり思い出してしまう。物思いにふけっていた水稀は、周りが暗くなっていることにようやく気がつき、蠟ろう燭そくに火を点つけた。一人で住む小さな家の中が、あたたかな橙だいだい色いろに染まる。

　水稀には両親がいない。母親は水稀を産んですぐに病死した。父親は水稀が産まれる前からいなかった。

　大婆さまを筆頭に、この村の大人たちは、水稀が一人で暮らすことをあまり良しとしていない。ただ心配なのだろう。しかし水稀は間もなく二十歳になる。なにごとも一人でできるようになって当たり前だと、水稀は日々畑を耕し、山菜や薬草を採り、花を摘つみ、機を織る。

　そして、自然の恩おん恵けいを受けながら永く共存してゆく、そのありとあらゆる術を大婆さまから学んでいる。

「水稀、よくお聞き。尊き龍神の末まつ裔えい、我ら龍の一族は──」

　大婆さまの教えは、いつもこの言葉から始まる。

　気の遠くなるほどの大昔、龍神さまは人間の娘むすめとの間に子をもうけた。自分の血を受け継ついだ者が神々と人間の橋はし渡わたしになることを願い、龍神さまは御おま守もりとして自分の鱗うろこを我が子に与え、天に昇のぼったのだそうだ。

　その鱗は今も大切に祀まつられ、この村を守ってくれている──大婆さまが語る龍神の伝説を聞いていると、水稀は自分の体にも流れている龍の血がさわさわと騒さわぐような気がしてくる。

　水稀は、いつかは自分も大婆さまのように星の動きをとらえて未来を読んだり、龍神さまの言葉が聞けるようになりたいと思っていた。大婆さまも、水稀にはその素質があると認めてくれている。水稀の持つ黄金こがね色いろの左眼が、龍の一族の証あかしなのだそうだ。

　水稀は織しよ機つきの前に座った。その時、左の耳元で、しゃん、と銀の髪かみ飾かざりが音を立てた。

　もう、秀瑛と会えることは無いのだろうか。水稀は銀の髪飾りに触れた。

　人の心を一いつ瞬しゆんで虜とりこにする美しさと、その美び貌ぼうをくつがえすほどの高こう慢まんな態度。でも口調ほど悪い人ではないみたいで、最後は水稀に礼を尽つくしてくれた。

　明日あした、大婆さまに秀瑛のことを話してみようか。見聞の広い大婆さまなら、何かご存知かもしれない。

　そう思いながら織機に手をかけた時、風も無いのに点けたばかりの蠟燭の火が消えた。

「えっ？　どうして……」

　一瞬どきりとしたが、水稀はその場を動かないでいた。闇やみ夜よに目が慣れるまでしばらくじっとしていればいい。そしてまたすぐに蠟燭を点ければ──そう思っていたのに、想像もつかない光景が水稀を襲った。

　家の扉とびらが開いたかと思うと、そこから闇夜よりも暗い塊かたまりが三つ四つ、音もなくあらわれ、水稀はその黒い塊たちに囲まれてしまった。

「なん、だっ？　これっ……！」

　逃にげなければ。頭ではそう解わかっているのに、恐きよう怖ふで声も出ず足も動かなかった。そんな水稀の目の前で、黒い塊がひとつ、大きく広がり、人間の形になった。

「あっ！　いやだっ。……やめ、ろ──」

　目の前が急に真っ暗になったのは、目め隠かくしをされたからなのか、みぞおちを打たれて意識を手て放ばなしたからなのか、どちらが先だったのか、水稀には解らなかった。




　　　　＊　　＊　　＊




　秀瑛は、多た忙ぼうを極きわめている。

　早朝に起き、三つある先祖の霊れい廟びようを詣もうで、病びよう床しようにつく父親を見み舞まい、老師に法律や算術を学ぶ。短い時間で食事を取ると、官かん僚りようの開く議会に顔を出し、大量の書簡に目を通す。日によっては女の格好で下町を視察し、地方の集落へ馬を飛ばす。

　たまには一人で居たいと思いもするけれど、母親ゆずりのこの美貌のせいで、多くの姫ひめ君ぎみがたが離はなしてくれない。夜はそんな姫君と寝しん所じよを共にすることもあれば、城下町の芸げい妓ぎにうつつを抜かしたりもする。

　調べたことはないが、おそらく騎丹大国に生きる二十四歳の青年の中で、最も忙いそがしいのは自分であろうと秀瑛は思う。

　次期皇こう帝てい。皇太子。秀瑛殿でん下か。──やれやれ窮きゆう屈くつな肩かた書がきが付いたものだと、遊びたい盛りの秀瑛は、漢字が隙すき間まなく並んだ書簡に目を通しながらそう考えた。

　王宮の一角にしつらえられた秀瑛の執しつ務む室兼けん、自室。ここにある黒こく檀たんの机と椅い子すに、今日は長い時間縛しばられている。切りの良いところで終わらせて、どこぞの姫君の柔やわらかなひざ枕まくらでも──秀瑛がそう考えていると、執務室の扉が開き、側近の翔達が姿をあらわした。

「秀瑛さま。将軍との謁えつ見けんの時間が迫っております」

「なに？　こんな時間からか？　面めん倒どうだな……先に延ばせないのか？」

「前回もそうおっしゃって延期なさいました」

　しれっと答える翔達を秀瑛は睨みつけた。そして二人は同時に部屋の時計を見た。

　午後五時過ぎ。謁見の時間としては慣例外である。

「翔達よ。おまえの眼めにはこの信書や書簡の山が映っていないのか？」

「いいえ。しっかりと映っております。それらをお持ちしたのは私ですから」

　チッ、と秀瑛はわざとらしく舌を鳴らした。

「おや、舌打ちとはお下品な」

　秀瑛はもう一度、心の中で舌打ちをした。

　翔達とは、秀瑛が王宮に上がった七歳の時からの付き合いである。当初、秀瑛の守もり役やくだった翔達は、長い年月を共に過ごす間に秀瑛を認め、賢けん明めいな側近となった。

　しかし、たった四つしか歳が違ちがわないのに、こいつはどうしてこうも爺じじくさいのか。

　秀瑛は無造作に束ねた長い黒くろ髪かみに、手にしていた筆の柄えを挿さすと、柄の先で頭をぼりぼりと搔かきながらぼやいた。

「あんな体力バカと話したところで、何の実りもないだろう。時間の無む駄だだ」

「将軍だけではありません。舜しゆ孝んこうさまと、神官どのもお越こしです」

　義弟舜孝と神官紫紀──最も苦手とする二人組の名前が挙がり、秀瑛は髪に挿した筆の柄もそのままに、大げさに天を仰あおぐ。

「ますます御ご免めんだな。三人で仲良く乳ちち繰くり合っていれば良いものを」

「将軍は今こ宵よいのうちに秀瑛さまに献けん上じようしたいものがあるそうです。どうしても御お三さん方かたにお披ひ露ろ目めしたいものだとか」

「またそれか。俺のご機き嫌げん伺うかがいをしたってどうにもならんことぐらい、少し頭のある奴やつなら解るだろうに」

「──殿下」

　秀瑛の悪態に翔達は呆あきれたようで、わざと呼び方を変えてきた。

「解ったよ！　会えばいいんだろ。はい、謁見、謁見！」

　パン、と手を叩たたきながら秀瑛は立ち上がった。翔達が黙だまって一礼し、執務室の扉を開くと、三人の侍じ女じよが盆ぼんをかかげて部屋に入ってきた。それぞれの盆には、宮きゆう廷てい服と扇おうぎ、首くび飾かざりなどの装そう飾しよく品、髪を整える櫛くしや香こう油ゆが載のっている。

　手の鳴る音が消えるよりも先に、秀瑛は〝秀瑛〟から〝騎丹大国の皇太子〟へとその顔を変えた。

　大陸に覇はを唱える騎丹大国──その祖先は北の果てに住む騎き馬ばの民たみである。夏でも草花の凍いてつく最北の大地から逃のがれた彼らは、安息の地を求めて南西へと馬を駆かった。そんな彼らを待っていたのは砂さ礫れきの大陸だったが、永久凍とう土どよりは生き延びることができると、現在の地に帝てい都とを建てた。

　その歴史は古く、建国から三百年余、秀瑛の父親は第八代皇帝にあたる。彼もまた歴代の皇帝にならい自分の後宮を作ったが、なぜか産まれてくるのは女児ばかりだった。

　第八代皇帝のあとを継ぐことができるのは、二人の皇子──現在二十四歳の秀瑛と、二十歳はたちになったばかりの舜孝だけだった。しかし秀瑛は嫡ちやく子しではない。母親は城下町の遊女で、彼女の死後、秀瑛は皇帝の意向で王宮に引き取られた。

　病床に臥ふせがちな父親は、嫡ちやく子しの舜孝と庶しよ子しの秀瑛、どちらが皇こう帝ていになっても大国が揺ゆるがぬよう、二人の皇子に同等の教育をほどこした。そのうえで秀瑛が皇太子として選ばれたのは、三年前のことだ。それには多くの反対があったことだろう。それでも、自分の血を引いた子に違いないと、人望も智勇もある秀瑛を皇太子へと推おし挙げてくれた。そして秀瑛は皇太子としてさらなる教育を受け、みずからも学び思考する姿勢を維い持じしてきた。

「略式でかまわぬ、十分で準備を。謁見の間へおもむく」

〝皇太子秀瑛〟は、皇帝の熱心な教育の賜たま物ものである。

　言こと葉ば遣づかいや立ち振ふる舞まい、所作の隅すみ々ずみまでを意識的に変化させ、徹てつ底ていする。これは長年に亘わたる訓練により会得した処世術のひとつだった。

　けれど、二つの人格を器用に使い分ける自分を、秀瑛はいつも自じ嘲ちようしてしまう。

　加工された秀瑛を必要としているのだ、誰だれもかれも。

　皇帝陛下も、大臣や官僚どもも、翔達でさえも。そう思うと、秀瑛は自分の中の温度がすっと下がるような錯さつ覚かくをおぼえる。

　すべては陛下の御み心こころにおこたえし、そしてこの大国を砂から守ってゆくため──秀瑛自身も納なつ得とくしたうえでの行動であるというのに。

　言葉にしがたい二つの想おもいが、秀瑛の中で常に拮きつ抗こうしている。

　秀瑛は、金糸銀糸をたっぷりと使い鳳ほう凰おうの舞う姿の刺し繡しゆうをほどこした、豪ごう奢しやな宮廷服に袖そでを通した。ずっしりと重い。これはただの衣服の重みなのか、それとも、周囲の反対を押し切り己おのれをあざむいてまで国政を担になおうとする重圧か──。

　侍女が秀瑛の髪留めをはずした。無造作に束ねられていた髪が秀瑛の背を流れ落ちる。

　秀瑛は逡しゆん巡じゆんを追い払はらうように、頭を左右に一度ずつ振ふった。

　芳かぐわしい香油の香かおりが鼻び腔こうをつく。長く艶つやのある黒髪を整えて首飾りを着け、侍女のかかげる盆から扇を取る。

　準備を完かん了りようさせた秀瑛は謁見の間に向かった。他の者は全員揃そろっている。

　広間の中央には、秀瑛に謁見を、そして舜孝と紫紀に立ち会いを願い出た将軍が片ひざを立てて座り、頭を下げていた。舜孝はすでに酒を吞のんでいるのか、顔を赤くし、丸々と太った体をだるそうに椅子に沈しずめている。

　そして、舜孝の後ろに立っているのが神官紫紀──秀瑛とは二歳しか変わらない弱じやつ冠かん二十六歳で、この国の神職の頂点に立つ神官長である。

　血の通わぬような蒼あお白じろい顔に、細い眼。着用している深ふかむ紫らさき色の礼服の、袖の中で腕うでを組み、ゆるりと立つその姿が、義ぎ弟ていに取り憑ついた亡ぼう霊れいのように見えてならない。

　用意された椅子にも座らず一歩下がって立つということは、この謁見の主しゆ宰さい者の意志に従わないということを暗あん黙もくに示している。あくまで皇太子より神官長の方が上位であるということを主張し誇こ示じしたいのだろう。

　俺を亡なき者にせんと刺し客かくを送り込んでおきながら、よくもそんな涼すずしい顔をしていられるな、と秀瑛は心の中で悪態をついたが、もちろんそんなことは少しも態度に出さず、高台に設置された椅子へ腰こしを下ろした。

「将軍、国境周辺の警護ご苦労である」

「ははっ。皇太子秀瑛殿下におかれましては、ご機き嫌げん麗うるわしく、また、日々の御ご執しつ政せい明達なること──」

　だらだらと続きそうな将軍の口上を、秀瑛は扇を持つ手で軽く制した。

「──して、かような夜分に何用だ」

「はっ！　殿下にお納め頂きたく、近きん隣りん諸国から集めし品を早々に持ち運び奉たてまつりましてございます！」

　やかましい奴だな、と秀瑛は持っていた扇を広げて鼻から下をおおい隠かくした。

「そうか。将軍の配はい慮りよ、誠まことに痛み入る」

　将軍が部下に命じ、いそいそと準備させた献上品は、金銀、珊さん瑚ご、瑪め瑙のう、珍めずらしい西洋の織物。そして──。

「将軍？　それは何者だ……？」

　将軍が、口と目元を布で隠した一人の男子を連れ出し、煌びやかな献上品の前に座らせた。

「はっ！　これらの物品はただの添そえ物に過ぎませぬ。今宵は皆みなさまに世にも稀まれな、美しい色の瞳ひとみを御ご覧らんに入れます」

「なんだと……？」

　ひどく嫌いやな予感がした。献上品とするぐらいであるから、少年そのものに加か虐ぎやくの痕あとは見受けられなかったが、よほど怖ろしい思いをしたのだろう、言葉を発する術すら奪うばわれた少年は、その細い体を広間の冷たい床ゆかに横たえた。

　瞳の色などどうでも良かった。秀瑛の鼓こ動どうを速くさせたのは、少年の明るい栗くり色いろの髪と、そこに光る銀の髪かみ飾かざりだった。

　あの髪飾りを俺は見たことがある。それもごく最近に。まさか──。

「へーぇ。どんな色？　早く見たいな」

　酒くさい義弟が合いの手を入れた。それを待っていましたと言わんばかりに将軍が胸を張る。

「騎丹大国の伝説──聖なる龍りゆう神じんの金色でございますよ、舜孝さま」

　ぞく、と何かが背中を走るような錯覚をおぼえた秀瑛は、扇でおおった顔はそのままに、瞳だけを動かし一度、左側を見た。

　義弟の後ろに立つ神官の、普ふ段だんは細い目が、今ばかりは不気味なほど大きく見開いている。その眼光は少年に向けられていた。

　最悪だ──秀瑛は視線を静かに少年の方へ戻もどした。扇を持つ手に自然と力が入る。

　龍神の加護を得たい神官が、龍神の血を引くという伝説の一族を求めて騎丹大国じゅうを探しているという噂うわさは、秀瑛も耳にしたことがある。──しかしあれはただの御お伽とぎ話ばなしに過ぎないはずだ。それがここで現実になるとでも言うのか？　あの髪飾りをつけた少年によって？

「浮うき世よの憂うれいをすべて忘れさせてくれる、究極の美色にございます。それでは──」

　将軍の手が、少年の目をおおう布へとかけられた。秀瑛は焦あせった。

　このままではまずい。あいつがここでさらし者になってしまえば、まちがいなく神官は手を出してくる。神の使いは神しん殿でんで保護するだの何だのと理由をつけて。

　なんとかしなくては。なんとか──。

「待て」

　秀瑛は、ぱちん、と大きな音を立てて扇を畳たたんだ。将軍の手を止めるのには充じゆう分ぶんだった。

「その布をほどくのは余の楽しみであろう。──のう、将軍？」

「は……。た、たしかに……殿でん下かのおっしゃる通りでは、ございます、が……」

　秀瑛は扇を帯に挟はさむと同時に椅い子すから立ち上がった。そして戸と惑まどう将軍の前まで進むと、力なく横たわる少年を軽々と抱だき上げた。

「今こ宵よい、余は、この者が持つ究極の美色というものを存分に愉たのしむとしよう」

　秀瑛は己の美び貌ぼうを最大限に利用した。城下町で流行はやっている芝しば居い小屋の、花形役者も顔負けの艶かしい流し目を将軍に向ける。

「──そう、夜通しな」

　形の良い眉まゆをわざと悩なやましげにひそめ、微び笑しようをおまけに付けてやった。

　美しい皇太子と少年が淫みだらにからみ合う情景を想像したのか、将軍は顔面を真っ赤にしてその場に固まった。










「なんてことだ……！」

　すみやかに謁えつ見けんの間を出た秀瑛は少年を抱き上げたまま、大おお股またで廊ろう下かを歩いた。

　目指すのは王宮の自室ではない。そこよりももっと勝手の知った、秀瑛の隠れ家的場所だ。迷いなくそこへ向かう秀瑛を追って、翔達が駆かけてきた。

「秀瑛さま？　いったい何が起こったのです？」

「あいつの──紫紀の表情を見たか？　まるで小鳥を丸まる吞のみする蛇へびのような眼めをしてこいつを見てた」

「この者をどうなさるのです？　神官どのと何か関係が？」

「俺も解わからん。ちゃんと調べなくては……今は憶おく測そくばっかりだ。こいつはしばらくの間、後宮へ放り込む。男がたやすく入れないあの場所が一番ましだろう。俺も今日はこのまま後宮で寝ねる。明日の午前中には宮きゆう廷ていへ戻る」

　秀瑛は早口で返事をした。その間にも少年の震ふるえが腕を伝わってきている。

「わかりました。将軍はどうされます？　呆ぼう然ぜんとされておりましたが。何か言こと伝づてを？」

「まずい、もう忘れてた。あのまま放置は良くないな。後日、俺から褒ほう美びをつかわすと伝えてくれ。──そなたの意向たしかに受け取った、悪いようにはしない、と」

　廊下を急ぐ足を止めずに秀瑛は後ろを振り返った。誰だれもいない。

「紫紀から目を離はなすなよ。宮廷内をうろうろさせるな、さっさと神殿に帰らせろ」

　かしこまりました、という声とともに翔達は廊下に広がる薄うす闇やみへと姿を消した。










　皆、自室で夕食を取り、それぞれの時間を過ごしているのだろう、夕ゆう闇やみに包まれた後宮の回かい廊ろうに妃きさきや女によう御ごたちの姿は見られなかった。

　幅はば広ひろい廊下には小さな灯ともし火びが心細げに揺ゆれているだけだったが、ここで育った秀瑛にとっては目を閉じて歩くこともできるほど慣れきった空間であり、問題は無かった。

　春の夜気はまだ冷たい。宵よい闇やみの中、庭園を埋うめつくす花々はそっと頭を垂れ、後宮に入ってはならない者の入場を、見て見ぬ振りをしてくれているようだった。反対に、後宮を守るように天てん井じように描えがかれた龍や鳳凰の瞳が、侵しん入にゆう者を抱だきかかえる秀瑛をぎろりと睨にらみつけてきたように感じた。

　ひとけがまったく無いのは助かった。今ここで女御たちに見つかっては、非常にややこしいことになる。秀瑛は足音を立てないようにして急ぎ廊下を進んだ。そして後宮の一番奥にある自室代わりの小部屋に滑すべり込み、少年を寝しん台だいに座らせようとした、その時だった。

「ンンーッ！　ウンッ」

　さっきまで人形のように脱だつ力りよくしていた少年が、急に手足をじたばたと動かしはじめた。

「痛っ！　なんだ、今までのは芝居か？」

　本人はありったけの力で抵てい抗こうしているのだろうが、その手足はただでさえ細いうえに、疲ひ労ろうと緊きん張ちようのせいでまったく力が入っていなかった。

「ウウッ！」

「おとなしくしろ、目め隠かくしも口布もすぐ外してやるから」

　ゆらゆらと揺れる手足を避よけながら少年の後頭部に手をあてる。口と目をおおう布をほどいたその瞬しゆん間かん、少年はまるで水が流れるかのようにするりと秀瑛の手から逃のがれた。

「おい！　待て、待てっ！　下手に動くなっ」

　細く折れそうな腕うでをなんとかつかみ、少年の体を寝台へと引き戻す。

「い、いや！　いやだっ、離せっ！」

「捕つかまったら、今より酷ひどい目に遭うだけだぞ」

「なんだよそれっ……！　僕が何したっていうんだっ。離せ！　離せよっ」

「気持ちは解るが少し落ち着け！　──水稀！　俺を忘れたか？」

「え、っ……？」

　唐とう突とつに自分の名を呼ばれた少年はひどく驚おどろいた表情をして、初めて秀瑛へ視線をよこした。

「な、なんで僕の名前を知ってんの？　あんた、だれ？」

　大きな瞳をぱちぱちとまばたきさせながら、恐おそる恐る秀瑛の顔を覗のぞき込んでくる。

「──あ！　し……秀瑛っ？　ほ、本当に？　なんで？　どうして？」

　やはり、水稀だった──この状じよう況きようをすぐに信じることができないのは自分も同じだ、と秀瑛は思ったが、まずは水稀を落ち着かせるのが先決だろう。

「静かに──」

　秀瑛は水稀を諭さとすように、シー、と自分の唇くちびるに人差指をあて、その人差指でゆっくりと水稀の眉み間けんに触ふれた。深く刻まれた水稀の眉間の皺しわを拭ぬぐうと、水稀は極度の緊張から解放されたの　か、ぺたりと寝台に座り込んだ。

「怖ろしい思いをさせたな。許せ。俺を助けてくれたおまえに危害は加えない。だから暴れるな──泣くな」

「なに、それ……？」

　気き丈じように振る舞うのも限界だったのだろう、悔くやし涙なみだとも安あん堵どの涙ともとれるものが、水稀の頰ほおを伝い、ぱたぱたと音を鳴らして寝台に落ちた。

　水稀の瞳ひとみからこぼれ落ちる涙が、やけに銀色に光って見える──秀瑛は、燭しよく台だいにひとつも火が点つけられていないこの部屋が、妙みように明るいことに気がついた。寝台の近くにある大きな縦長の窓を見ると、そこに丸く大きな月が昇のぼっているのが見えた。

　儚はかない月あかりを浴び、寝台に月つき影かげを落とす水稀の姿は、あの森で出で逢あった時と同じように、秀瑛を不思議な気持ちにさせた。栗くり色いろの髪かみも大きな瞳もきらきらと輝かがやいていて、朝あさ露つゆから生まれた森の精せい霊れいかと思った──その煌きらめきは今も変わらずここにあって、秀瑛にあの瑞みず々みずしい森の風景を強く思い起こさせる。おそらく年ねん齢れいはそんなに違ちがわないのだろうが、水稀は少年と青年のはざまにたゆたうような、言葉にしがたい空気をまとっていた。

　その根源を確かく認にんするため、秀瑛はふたたび水稀に触れた。

「水稀。じっとしてろ」

　水稀の乱れた前まえ髪がみを指で梳すき、そのまま左耳へ掛かけてやると、涙で濡ぬれたまつげがあらわれた。伏ふせられていたまぶたがゆっくりと開く。

「水稀。おまえの瞳……まさか──」

　水稀の左ひだり眼めが、月あかりの中で金色に輝くのを秀瑛はたしかに見た。

「龍の一族か……！」

　たいそう驚く自分の姿が、水稀の金色の瞳に映っている。水稀は黙だまってうなずいた。　>>>♥

　騎丹大国に残る、古くからの言い伝え──その昔、龍りゆう神じんと人間の娘むすめが恋こいに落ち、子を為なした。その子孫たちは、水の恩おん恵けいを約束された地に集落を作り、龍神の血によって得た不思議な力と知ち恵えを使って騎丹大国の飛砂害を制してきたという。金色の瞳は、龍の一族の証あかしだった。

　しかしこれは砂に悩み清流に憧あこがれを抱いだく騎丹大国の人々が創り出した伝説であって、龍の一族を実際に見た者などいない──秀瑛はそう認識している。

「信じられん……実在したとは……」

「そんなに驚くこと？　瞳の色が違うだけじゃないか」

「それだけじゃないだろう？　水稀。──あの日、俺を森で助けた日、本当に誰にも会わずに家へ戻もどったか？」

「帰ったよ。秀瑛の言う通りにした」

　それでも、誰かに見られたのかもしれない。水稀をさらってきたのは将軍だが、何者かが将軍に情報を吹ふき込んだ可能性も残っている。

「秀瑛。僕らは龍神さまが宿るとされる龍の樹の下で静かに暮らしてる。でも、それだけだ」

　それが重要なのだ。その場所が神官に知れてしまったら、そこに住む龍の一族もただでは済まない。

「なにがどうなってるの？　ここはどこ？　どうして秀瑛がいるんだ？　──秀瑛、その派手な格好は何？　この前は天てん女によさまみたいに綺き麗れいだったのに……今は王さまみたいだ」

「水稀」

　現状をひとつひとつ説明したところで、混乱の極きわみにいる今の水稀がすべてを理解できるだろうか。秀瑛が思案を巡めぐらせていると、部屋の外で何かの息づく気配がした。

　それはとても冷たくて気味の悪い気配だった。秀瑛は水稀を寝台に押し倒たおし、その小さな顔の下半分を片手でおおった。

「わっ、何……？　──う、ンンッ……」

「静かに。声を出すな、顔を上げるな」

　あわてて小部屋に駆かけ込んだために、扉とびらをきちんと閉めなかったのがいけなかった。細く開いた扉から、誰かがこちらの様子を覗いている。

　翔達のやつ、足止めに失敗したな、と秀瑛は翔達を責めたが、男子である翔達は後宮への進入を許されていない。そんな後宮へずけずけと立ち入る礼れい儀ぎ知しらずは、奴やつだけだ──。

「神官どの。身のほどをわきまえられよ。ここをどこだと思っている？」

　秀瑛の声を受けて、扉ぎわに立つ深ふかむ紫らさき色の礼服が揺れた。神官紫紀にまちがいない。

　ここは行こう為いの最中であることを示し、さっさと退出させるのが得策だろう。

　水稀の細い足首をつかみ、高く持ち上げる。そして紫紀を睨みながら水稀の脚あしの柔やわらかな部分に舌を這はわせて見せた。しかし紫紀は少しも動じることなくじっとこちらを見つめてくる。

「わたくしは聖職者です。この国で最も崇すう高こうな神のお近くに仕えており、正しくは殿でん下かよりも上位。──それに、世せ俗ぞく的なくだらない性交などに興味はございません」

　どこまでも気に食わない野や郎ろうだ、と秀瑛はいらだった。

「ほう。ならば、崇高な神官どのは、いったい何を見て興奮なさるのか？　高こう尚しような経きよう典てん片手に一人で耽ふけっていらっしゃるとでも？」

　紫紀は手の甲こうを唇にあてると、女のような笑い方をして秀瑛の罵ののしりをさらりと受け流した。立ち去る気がまったく無い。水稀の瞳の色を確認したいのだろうが、そうはさせるか──紫紀に見せつけるかのように、秀瑛は水稀の着物の裾すそをめくり下帯の中に手を滑り込ませた。

「んんっ！　ん──！」

「待て待て、そう急せかすな。無ぶ粋すい者が立ち去らんのでな」

　水稀の抵抗を軽くいなし、紫紀をきつく睨にらみつける。

「神官どの、朝までそこに突つっ立っているつもりか？　──そのような勝手な振ふる舞まいがいつまでも許されると思うな」

「その言葉、そのままお返しいたしましょう。殿下、あなたさまの立場は皇こう帝てい陛下の庇ひ護ごのもとに成り立っていること、お忘れなきよう──」

　紫紀の言葉が終わらないうちから、秀瑛は次の行動を取った。

　形の良い唇をきゅっと結び、寝台から飛び降りるようにして扉との距きよ離りを縮める。同時に腰こしの後ろに佩はいた短刀を引き抜ぬいた。

　ばっ、と豪ごう奢しやな宮きゆう廷てい服が翼つばさのように広がった。首くび飾かざりが派手な音を立てて揺ゆれる。

「今こ宵よいは退け」

　その音が鳴り止やむ前に、秀瑛は短刀の切っ先を紫紀の下した顎あごに滑り込ませた。

「貴き殿でんに見られていては気味が悪くて出るものも出んわ。それともここで首を刎はねられたいか？　──余にそれができぬと思うか」

　思いきり語気を強め、けれど冷静さを孕はらませた低い声で言い放つ。すると紫紀は白粉おしろいをつけたかのような白い顔に満面の笑えみを浮うかべ、足音も立てずその場を去った。

　紫紀が夜の闇やみに消えたことを確認した秀瑛は、短刀を鞘さやに納めた。そして今度こそ扉を閉め、鍵かぎをかける。

　紫紀によるいらだちは、いつもなかなか収まってくれない。秀瑛が大きな溜ため息をつきながら寝しん台だいへ戻ると、横たわっていたはずの水稀が体を起こし、ひざを抱かかえて座っていた。

「水稀？　どうした？」

「べ、別に……なにも……」

　どうも先ほどと様子が違っている。秀瑛が寝台に片ひざを立てると、ぎし、と寝台のきしむ音がした。その音にすらびくりと驚いて水稀が後ずさりをする。

「水稀？　なぜ逃にげる？　──おい」

「やっ……」

　寝台の隅すみまでさがってもなお逃げようとする水稀の手首をつかんだ。水稀は手を取られても両ひざだけは離はなすまいと躍やつ起きになっていて、それが身み悶もだえているようにも見えた。

　その水稀の肌はだがうっすらと紅あかくなっている──淡あわい月あかりの中でもよく解わかった。

「ああ。そういうことか」

「なん、だよっ。そういうことって……。あっ！　な、なに？　──いやだっ」

　水稀のひざ裏うらへ手を差し込む。その手に力をこめて思いきり外側へやると、からまっていた脚が開いた。その先にある水稀の中心がゆるやかに立ち上がり、下帯と着物をそっと持ち上げている。

　秀瑛にあばかれたことがよほど悔くやしかったのか、水稀はまた涙なみ眼だめになって開かれた脚を閉じようとした。

「あ、あんたが変なことするから……っ」

「変なこと？　なんだ？」

「足……舐なめたりっ、変な触さわり方っ……」

「それだけで？」

「中に手を入れて……何度もこすったり、するから……」

　そう言ううちに水稀の顔も、耳までもが真っ赤になった。秀瑛の与あたえた銀の髪かみ飾かざりがその熱で温まってしまうのではないかと思うほどだ。

「ほう。それでこうなったのか」

「もう……、いいから放せよっ」

　えらく初心うぶな姿を見せる──秀瑛は、笑ってはいけないと思いながらも口元がほころぶのを止められなかった。知らぬ間に紫紀によるいらつきは消えていた。

「そうもいかんだろう。おまえがこうなってしまったのは俺の責任でもある」

「いいっ、いいから離れ、て……。ああっ！　やだっ。──さ、触るなって……！」

　水稀の声を無視して、秀瑛は水稀のひざ裏に差し込んでいた手を動かした。水稀の太ふと腿ももを撫なで、腿ももの付け根をなぞり、ふたたび下帯へ指を滑すべり込ませる。

「──っ！」

　びくん、と水稀の体が揺れた。水稀の茎くきは怯おびえと期待が入り混じったようにおどおどと立ち、けれどたしかに熱を孕んでいた。その部分だけを下帯から出そうとした秀瑛の手を、水稀が引っ搔かく。

「痛っ……。なんだよ」

「み、見るなっ！　──見ないでっ」

「なにを恥はずかしがっている？　男は皆みな、同じ姿形だろう」

「なんで僕だけっ……？　いやだ！　見るなっ」

「はいはい、わかったよ。ほら──」

　ならば体勢を変えてやろうと、秀瑛は水稀をうつ伏ぶせに寝ねかせた。できるだけ優やさしく頭を押さえ、腰を上げさせる。水稀が頭と両ひざで自分の体を支えていることを確かく認にんすると、最後にぐっと背を押し、その上からおおいかぶさるように自分も寝台に手をついた。

「な、なにこれ……？　なにこの格好っ」

「見られたくないのだろう？　ならばこうしかない」

「やだ、いやだっ、放せっ……！」

　なおも逃のがれようとする水稀の細い腰をつかみ、自分の方へ引き寄せる。思ったより水稀が抵てい抗こうしたために、つい乱暴に水稀の下帯をまさぐってしまった。

「──ああっ？　何、してんの……？」

「いいから少しおとなしくしてろ」

　下帯の結び目をほどくと、短い衣きぬ擦ずれの音がした。熱を持つその部分が外気にさらされ、水稀の体がこわばる。その隙すきを見み逃のがさず、秀瑛は小さく震ふるえる水稀のうなじに唇くちびるを落とした。

「あっ。──秀、瑛……？」

　うなじから首すじを何度も食はみ、水稀の気がそこに向いている間に水稀の茎を手で包み込む。しっとりと水気をおびた水稀の首すじを通って耳元に到とう達たつすると、秀瑛はそこで静かにささやいた。

「──出せ」

「い、いや、だ……っ」

「出せば混乱もおさまる。出してしまえ」

「は、はなしてっ……て、──うぁ、っ……！」

　ゆるやかな硬かたさを保っている水稀の茎を数回前後にしごいてやると、秀瑛の手の中でそこが完全に立ち上がった。

　男本来の姿となった水稀の、そのくぼんだ部分や張り出した部分に沿って指をからめ、時に強くまたゆるやかに刺し激げきを与える。すると秀瑛の指に誘さそわれるように先せん端たんから透とう明めいの蜜みつ液がこぼれはじめた。

「あっ、あっ……！」

「ほら。──気持ちいいな？」

　水稀は抵抗する力を失ったようだった。秀瑛によって開かされた両りよう脚あしもそのままに、短くなった呼吸をくりかえす。水稀から分ぶん泌ぴつされた蜜液をすくい取ると、秀瑛はその指を茎の根元の、さらに奥へともぐり込ませた。

「あぁ、っ！　──んんんっ！」

　茎の根元で揺れる二つの小さなふくらみを揉もみ、その間のすじに指を沿わせ、そのまま茎の裏側を一気に撫であげる。最後に濡ぬれそぼった先端を、ぴん、とはじいてやると、そこで水稀は初めてみずから腰こしを揺らした。

「あ！　あぁっ。──な、に……その、手……つき……。やらしい、っ」

「そうか？　男なら誰だれだってこれくらいはするだろう」

　水稀は躍起になって首を横に振ったが、激しく腰を揺らしたばかりでは何の説得力もない。

「気に入ったのか？　ならばもう一度──」

「やめっ──、あ！　あんんっ」

　したたかに濡れた茎をなぞり、もう一度先端をはじくと、水稀はまた腰こしを弾はずませ、今度は透明の液体がぱたぱたと音を立てて寝台へこぼれ落ちた。

「──っ！　強い、の……嫌いやだっ」

　水稀の左手が、刺し繡しゆうのほどこされた宮きゆう廷てい服をぎゅっとつかんでくる。後ろから水稀の顔を覗のぞき込むと、潤うるんだ金色の瞳ひとみが秀瑛を見上げていた。

「ほう──」

　これはまた類たぐいまれな美しさを見せる──水稀の金色の瞳は、宝石と呼ぶにふさわしい煌きらめきを放っていた。秀瑛が持っている金剛石ダイヤモンドや翡ひ翠すいなど色いろ褪あせて見えるほどの──月あかりを受けて濡れ光る水稀の瞳に、秀瑛は思いがけず心を奪うばわれた。

　長く豊かに生え揃そろったまつげに支えられ、水稀の涙なみだはあふれる寸前でなんとか食い止められている。その涙は細かな金色の星くずが鏤ちりばめられたかのようにきらきらとしていた。

　水稀の願いを聞き入れることにした秀瑛は、今度は硬くなった茎を揉むようにして、沿わせた五本の指をわざとゆっくり動かした。じらすように、ゆっくりと。

「あ、あっ！　またっ？　や、らしい、って……！」

「おまえが強くするなと言うから優しくしてやってるだけだぞ？」

　きつくいじられた後の柔やわらかな愛あい撫ぶに呼応するように、先端からは蜜液が次々とあふれ、涙の中に浮うかぶ星くずは数を増してゆく。

　浮うき世よの憂うれいをすべて忘れさせてくれる、究極の美色──将軍もうまいこと言うものだ、と秀瑛は変に感心してしまった。まさに龍りゆう神じんの血が織り成す極ごく上じようの色しき彩さいだろう。

「秀、瑛っ……、僕……もう……」

「泣くほど気持ちいいのか。水稀？　──もう達いくか？」

　金色の星くずたちが水稀の頰ほおを流れるその瞬しゆん間かんが見たい。早くこぼれ落ちてしまえ──秀瑛は潤む水稀の金色の瞳を見つめながら、水稀の先端の最も濡れた部分を指で丸くなぞった。

　水稀の、金色の星くずを含ふくんだ涙がまつげを離はなれて頰を伝うまで、何度も何度もそれをくりかえした。

「あっ！　もぅ、そこ……ばっかり、無理……」

「……達くか？　水稀？」

　くぅ、と声を殺して迫せまりくる絶頂を追いやろうとした水稀はまた泣いた。濡れたまつげ越ごしに見える金色の瞳がたまらなく美しかった。それに見入ってしまった秀瑛は、いつの間にか自分もわずかに呼吸を乱していることに気がついた。このままでは自分までどうにかなりかねない。秀瑛は水稀を高みへやるために、滑ぬめる指を激しく上下に動かした。

「ああっ、ああっ！　だめ、それだめっ……」

「我が慢まんするな。我慢しても何も良いことなど無いぞ」

「い、やぁっ！　へん、だ……」

「嫌じゃない、変じゃない。大だい丈じよう夫ぶだ、そのまま達け」

　水稀の先端は次々と蜜液を漏もらし、弾はじけるその瞬間を待ちわびている。その蜜液が漏れ出している部分を、秀瑛は指の腹を使ってこすりあげた。

「あっあっあっ！」

「──達け、水稀……」

　水稀の中で、快感が羞しゆう恥ちを越こえるその瞬間は、ほどなくやってきた。水稀が腰を大きく跳はねさせると、秀瑛の手の中に白く温かな液体が広がった。

「はぁっ……はぁ、っ──」

　完全に脱だつ力りよくし寝しん台だいに体を沈しずめる水稀のひたいには汗あせがにじんでいた。

　秀瑛はその汗を手の甲こうで拭ぬぐい、乱れた水稀の髪かみを整える。

「このまま寝ろ。話はすべて、おまえが起きてからでいい」

「寝ない……、眠ねむりたくない……」

「なぜだ？」

　おそらく、将軍にさらわれてからずっと眠っていないはずだ。緊きん張ちようと疲ひ労ろうはとうに限界を超こえているだろうに。

「眠って起きたら……、また違ちがう場所とか……もういやだ。──早く家に、帰りたい」

「おまえの身の安全は約束する。だから安心して眠れ」

　秀瑛が水稀の頰を伝った涙を拭うその間に、水稀は意識を手て離ばなしていた。

「水稀……。──龍の一族、か」

　花冷えの夜だった。気づけば月は中天にかかりかけている。

　秀瑛は鳳ほう凰おうの舞まう宮廷服を脱ぬぎ、眠る水稀に掛かけてやった。

　そして寝台に座りなおし、ひとり天を仰あおぐ。

「面めん倒どうなことになった──」

　もう一度逢あいたいと思っていた少年と、こんな形で再会を果たすとは──。




　　　　＊　　＊　　＊




　慣れない柔らかな寝台と、そこに滲しみ込む強い残のこり香がの中で水稀は目をさました。

「あ、れ……？」

　深い眠りに陥おちいっていたのか、ここが自分の家でも村でもないことを認にん識しきするのに少し時間がかかった。けれど寝台に残された甘い香かおりに、水稀は昨夜のことを思い出した。

「……っ」

　焦あせって自分の体を確かめると、ほどかれた下帯は整えられていた。濡らしてしまったはずの寝台も真新しい敷しき布ふに換かえられている。

「いったい、何がどうなってんの……」

　夕ゆう闇やみの中から突とつ如じよあらわれた黒い塊かたまりにさらわれてからずっと、水稀は混乱の中にいる。

　長く気を失っていたのだろう、気がつけば石造りの冷たい床ゆかに放ほうり出されていた。そこで初めて男同士の会話を耳にしたが、水稀には到とう底てい理解できないものだった。

　その声の主に抱だき上げられ、連れてこられたのがこの部屋だった。水稀の混乱はそこで終わらなかった。水稀の目め隠かくしを外したのは、龍神の森で出会った、あの見み目め麗うるわしいが尊大な態度の男──秀瑛だった。

　水稀の心臓は早はや鐘がねのように高鳴りっぱなしだった。

　秀瑛だと解わかって気が緩ゆるんだのも束つかの間、秀瑛は水稀を寝台に押し倒たおしたかと思うと、水稀の両脚を開き、その間に体を捻じ込んできた。秀瑛の慣れきったような手つき、けれどそれは水稀の知らない刺激だった。

　当の秀瑛は器用にも水稀の下帯に手を滑すべり込ませながら誰かと言葉を交かわしていた。水稀から相手の姿は見えなかったが、その人と話す秀瑛の言葉じりは、非常にきつく冷たいものだった。

　蠟ろう燭そくの火が灯ともされていない薄うす暗ぐらい部屋の中でも、秀瑛の瞳の鋭するどさをありありと知らされることになった。結局逃にげ出すことはかなわず、そこからはもう、下半身に与あたえられた刺し激げきしか記き憶おくに残っていない。

　疲労と緊張と、混乱と安あん堵ど、すべてが入り混じったものを吐はき出すかのような感覚だった。下半身のしびれが治まるよりも先に、水稀は急激な眠ねむ気けに襲おそわれて意識を手離した。

「な、なんだったんだよ、あれっ……」

　そこまで思い出して、水稀は両手で自分の頰ほっぺたを触さわってみた。また熱くなっている。

　水稀は熱を追い払はらうように首を振ふった。

　朝あさ陽ひの差し込む部屋を見み渡わたし、水稀は気づいた。秀瑛は水稀との約束を守ったようだ。

　水稀が眠った後、またどこか別の場所へ運ばれた形けい跡せきは無い。ここはまちがいなく昨夜と同じ部屋で、寝台の上にはものすごく派手な秀瑛の服が残っているから。

　しかしその秀瑛の姿は、どこにも無かった。

「──帰りたい」

　逃げ出さなくては。手足と視界の自由を得た今、ここから逃げ出さないでどうする。そんな考えが水稀の心をよぎった。

　音を立てないよう部屋の扉とびらをゆっくりと開き、外の様子をうかがう。こわもての男が部屋を見張っているということはなさそうだ。水稀は思いきって部屋を出た。

「うわ……。すごい……」

　水稀が足を踏ふみ入れたその場所は、大婆ばばさまに聞かせてもらった御お伽とぎ話ばなしに出てくる、王さまのお城そのものだった。

　朱しゆ色いろの太い柱が何本も立ち、見上げた天てん井じようには青や碧みどりや金色を使って描えがかれた龍と鳳凰が舞まっている。そこは巨きよ大だいな回かい廊ろうになっていて、中央には広い中庭があり、春を彩いろどる花々で埋うめ尽つくされていた。そして極ごく彩さい色しきの回廊をおおう、連なる橙だいだい色いろの大きな瓦かわら屋根。そのすべてが太陽の光を浴びてきらきらと輝かがやく。

　この煌びやかな空間で過ごすのは、なぜか美しい女性ばかりだった。ある人は琵び琶わを奏かなで、またある人たちは双六すごろくなどに興じている。皆みな、思い思いの時間を過ごしているようだ。ここを埋め尽くすいい匂においは、彼女たちからあふれているものだろう。

　むせ返るような原色の空間と濃のう厚こうな香りに、水稀はしばらくの間、ぽかんと口を開けてその場に立ち尽くしてしまった。

　そんな水稀の存在に気づいた一人の女性が、驚おどろくこともなく笑え顔がおを向けてきた。その女性は長く艶つやのある黒くろ髪かみを結ゆい上げ、珊さん瑚ごのかんざし一本で留とめていた。年ねん齢れいは秀瑛よりも一回りほど上だろうか、とても落ち着いた雰ふん囲い気きをもつその人の肌はだは雪のように白く、水稀に向けられた笑顔はとても柔やわらかだった。水稀は戸と惑まどいながらも挨あい拶さつをする。

「こ、こんにちは……」

「こんにちは。ぐっすり眠れたみたいね。具合はいかが？　おなかは空すいてないかしら？」

「えっ。だ、大丈夫です。あの、ここは……どこ、ですか？」

「ここは後宮よ。この国の皇こう帝ていだけに許された、女の園」

「えぇっ、後宮!?」

　そう聞けばこの建物の煌びやかさや女性たちの美しさには納なつ得とくがいく。しかしなぜそのような場所に自分が運び込まれたのだろう。

「僕、自分の家へ帰りたいんです。ここから出る方法を教えてもらえませんか？」

「残念だけれど、一度後宮へ入ってしまえば、出ることは難しいわ」

「えっ？　どうして？」

「後宮は塀へいで囲われているの。登ることなど到底できないほど高い塀よ。後宮と外界をつなぐ大門には警護の兵がいるわ。今出て行けば必ず捕つかまってしまう」

「でも僕は好きでここに来たんじゃないんです。家に帰らなきゃ」

「ここから出るには皇帝陛下のお許しが必要なの。後宮の中のことは皇帝陛下だけのもの。それが外に出てしまうようなことがあれば……場合によっては命を取られかねないわ」

「そ、そんな……。ここを出るだけで命を落とすなんて」

「あなたの気持ちはよく解るわ」

　美しい女によう御ごは水稀を諭さとすようにゆっくりと話す。知らぬ間に他の女御や姫ひめも集まり、水稀と女御の会話を見守っていた。誰だれも騒さわぎ立てることはなく、その態度は柔にゆう和わだった。

「あなた、お名前は？」

「水稀、です」

「わたくしは翠すい蓮れんよ。──水稀、急いで逃げ出すようなことだけは、絶対におよしなさいな」

「………」

　ここにいる女性たちは皆、秀瑛から何かことづけられているのかもしれない。そうでなければ、突とつ然ぜん姿をあらわした正体不明の、しかも男子に、こんなに優やさしく接してくれるはずがない。

　水稀は質問を変えた。

「秀瑛はどこにいますか？」

「殿でん下かは、いつも吟ぎん花かき宮ゆうで過ごされるのよ」

「殿下？　って？　……ぎんかきゅう？」

　水稀が小首をかしげると、翠蓮は持っていた扇おうぎを使って秀瑛の居場所を指し示してくれた。

「あの、若葉でおおわれた小さな屋根が見える？　あれが吟花宮よ」

「あそこに秀瑛が。わかりました。ありがとう」

「でも、わたくしたちは吟花宮に立ち入ることを固く禁じられているの。あなたも入れるかどうか……わたくしには解らないわ」

　水稀の身を案じてくれたのか、翠蓮は美しい眉まゆをわずかにひそめてそう言った。

　ここにいる女御さまたちは優しいな──そうでなければ、水稀は今ごろ無む理りやりにでもここを逃げ出し、さらに酷ひどい目に遭あっていたかもしれない。

　水稀は本来の元気な笑顔を翠蓮に向けた。

「ありがとう翠蓮さま。でも、話をしないと、どうにもならないみたいだから。行ってみます」

「それならこの中庭を通るといいわ。近道よ」

　優ゆう雅がに扇を広げる翠蓮に水稀はお辞じ儀ぎをして、教えてもらった通り中庭へ裸足はだしで降り立った。中庭と言ってもその広さは想像以上だった。人工と思われる小さな池もあり、周りには菖蒲あやめが群生していた。水稀は朝あさ露つゆに濡ぬれる苔こけ桃ももを踏み、たわわに咲さき誇ほこる牡ぼ丹たんの群をかき分けて進む。

「広いなぁ」

　最後の葉をよけて中庭を抜ぬけ、極彩色の回廊を飛び越こえても、そこにはまた新緑の光る庭が広がっていた。その庭の片かた隅すみに、翠蓮の指し示してくれた若葉の屋根がようやく見えた。

「ここが、吟花宮……」

　そこは豪ごう華か絢けん爛らんな後宮の中で、独特の雰囲気を持っていた。建物自体は非常に小さく、たくさんの葉や蔓つるでおおわれている。植物の隙すき間まから見える壁かべは朱色ではなく白はく亜あだった。

　後宮とは一線を画するかのように、小さな門も構えられている。そこから中の様子をうかがうと──。

「居た。──あれっ、秀瑛？」

　その人は女性が着るような綺き麗れいな羽織を身につけていた。長く美しい黒髪を薄うす紫むらさき色の絨じゆう毯たんに垂らし、横たわっている。

　ただ、こちらに背を向けているため、秀瑛かどうかはっきりしない。

「やっと起きたか」

　吟花宮に寝ねそべるその人が声をかけてきた。背を向けたままだが、やってきたのが水稀だと解っているらしい。やはり秀瑛だった。

　何を聞いて何を話すべきか。その前に、最初に確かく認にんしておきたいことを水稀は聞いた。

「殿下って──秀瑛は皇太子さまだったんだ」

「そうだ」

　その短い答えには、一線を引くような冷たさがあった。水稀が次の言葉を見つけられずにいると、秀瑛が肩かた越ごしにこちらを見てきた。

「俺が怖こわいか？」

　秀瑛の質問に水稀は少しだけ考えた後、黙だまって首を横に振った。怖くはない、ただ、気をつけなきゃいけないとは思う。水稀の思案を見み透すかすように秀瑛が笑った。

「そんな所に突つっ立っていないでこちらへ来い」

「えっ？　立入禁止なんじゃないの？」

「門の外から声を張り上げて話すのか？　おまえがそれでいいなら、俺はかまわないが」

　水稀は低い門を押した。吟花宮に入って気がついた。薄紫色の絨毯に見えたのは、小さな花びらの集まりだった。

　小指の爪つめほどの小さな花びらが、水稀の裸足の上をふわりと流れてゆく。

　秀瑛の近くに行きかけて、ふと昨夜のことを思い出した。少しでも距きよ離りをかせいでおこうと思った水稀は、いつでもすぐ立ち上がれるようにあぐらをかかず、脚あしをそろえて座った。

　水稀が腰こしを下ろしたと同時に、秀瑛も寝ね返がえりを打つようにしてこちらを向いた。

　不自然な位置に不自然な格好で座る水稀を見て、くっくっく、とまた笑う。水稀の気持ちも知らないで、なんだかとても愉ゆ快かいそうだ。

「なにがおかしいんだよ」

「いいや。──さて、何から話そうか」

　秀瑛は起き上がる様子を見せない。立てた片ひじで自分の頭を支え、もう片方の手で長い黒髪を背へ払はらう。なんでそんな余よ裕ゆうの態度──水稀は金色の瞳ひとみで秀瑛を睨にらんだ。

「秀瑛は皇太子殿下で、僕をさらうよう誰かに命令したのか？」

「俺は皇太子だが、おまえをさらってこいなどと誰にも命じていない。──俺は忙いそがしいのでな、そんなつまらんことに割さく時間など無いよ」

「じゃあ、なんで！　なんでさらわれた所に秀瑛がいるんだよ！」

「俺だって謁えつ見けんの間でその髪かみ飾かざりを見た時は、夢ではないかと目を疑った。おまけに、おまえは龍りゆうの一族だった……信じられん」

　先ほどまでにやにやと笑っていた秀瑛の顔が、急に真しん剣けんになった。

「おまえをさらった者の目的は、ひどくうすっぺらいものだ。今となってはどうでもいい。重要なのはそこではない。重要なのは、龍の一族であるおまえが神官から狙ねらわれているということだ」

「神官、って……？」

「ゆうべ、俺たちがいる部屋に来た奴やつだ。神官は龍の一族を求めて騎丹大国じゅうを調べている」

「なにそれ。なんでそんな急に……」

「おまえにとっては急な話だろう。龍の一族など、俺もただの言い伝えだと思っていた。だが神官は龍神の加護を得たくてしかたないようだ。龍の一族だけが持つと言われる、千里眼や自然を操あやつる力をどうしても我がものにしたいのだろう。その調査年月は十年を超こえているという噂うわさもある。今まで見つからなかったことが幸運と言っていい」

　そこで秀瑛は上半身を起こした。艶つやのある長い黒くろ髪かみが、薄うす紅べに色いろの羽織の上をさらさらと流れる。

「おまえが神官の目に留まりさえしなければ、村の存在は隠かくし通せるはずだ。あの日、俺がおまえたちの村近くに行ったのは、あのあたりの地質を調べるためだったんだが……。あそこはほとんど隣りん国ごくとの国境、しかも大山脈の麓ふもとで、言わば秘境だ」

「僕は……、僕はいつ帰れるの？」

「帰る？　それは無理だ。このままおまえを帰すのは、神官に村を見つけてくれと言っているようなものだ。神官は村の人間を拘こう束そくし、あの森を自分のものとするぞ。それでもかまわんか？　ならば今すぐここから出してやろう」

「そんな……」

「むやみに後宮を出ようと思うな。おそらく、ここ以上に安全な場所は無い」

　水稀は急に哀かなしくなり黙ってしまった。また頭の中がぐるぐると混乱してきた。

　水稀をさらってきた者の目的がどうであれ、水稀は充じゆう分ぶん怖こわい思いをしたし傷つきもした。

　それだけでもつらいのに、さらに水稀の大切な人たちを狙う人物がいるという。

　天てん女によさまだと思っていた秀瑛は実は皇太子殿下で、そんな秀瑛は水稀を匿かくまおうとしてくれている。

「水稀？」

　間近にいる秀瑛の声すら、遠くから聞こえるようだった。──でも、めちゃくちゃだ。家に帰れないなんて。龍の樹に触ふれることができないなんて。

　ぼうっとする水稀を見て、秀瑛はなかばあきれたように溜ため息いきをついた。

「そんな暗い顔をするな。その代わり、ここを使え」

「えっ……？」

「ここは吟花宮。皆みな、〝花降る宮〟とも呼ぶ」

「花降る宮……」

「そうだ。俺が人の手を借りて自分で作った、最も大切にしている場所だ。ここには俺以外の人間を入れないようにしているから、身を隠すのにもちょうどいい」

　そう言って秀瑛は吟花宮を見上げた。水稀も秀瑛にならう。

　吟花宮は小さなあずまやの形をしていて、屋根が網あみの目のように造られている。そこに蔓が密集して巻きつき、生おい茂しげった草や若葉が垂れ下がり、緑色のとばりを形作っていた。そして天てん井じようから花が降り落ちてくる。水稀が最初に薄紫の絨毯と見まちがえた、あの花だ。

「この花の名前は？」

「〝降コウ〟。──そのままだ」

　二人で話をしていた間も、こうやって二人で見上げている今も、太陽の光を受けて半はん透とう明めいになった淡あわい紫むらさきの小さな花びらが、ゆっくりと絶えることなく降り落ちてくる。

「美しいだろう。しかもこの花はとても甘い。そこらの砂糖菓が子しよりな」

　そう言って秀瑛は口を開けた。秀瑛の口に降の花びらがひとつまたひとつと吸い込まれるように降り落ちてゆく。

「うまい。おまえもやってみろ」

　水稀は秀瑛を真似まねて口を開けた。けれど小さな花びらは意志を持った花の精のようにふわふわと舞まい、水稀の口には入らず鼻の頭にくっついた。むずむずとくすぐったい。水稀は小さなくしゃみをひとつした。その姿を見た秀瑛がまたあきれ声を出した。

「なぁにをやってるんだ」

「はじめからそんな上手うまくできないよ」

　鼻にくっついたままの花びらを手に取り、食べようとしたその時、秀瑛に手首を取られた。

「えっ──」

　次の瞬しゆん間かん、水稀の指先に付いた花びらを、秀瑛が水稀の指ごと口に含ふくむ。

「わぁっ、な、なにしてんの？」

「おまえは──」

「な、なに？　──わっ」

　そのまま力任せに手を引かれた水稀は、ふたたび仰あお向むけに寝ね転ころんだ秀瑛の胸の上に倒たおれ込んでしまった。二人の衝しよう動どうを受けて淡い紫むらさき色いろの花びらが波打つ。

「おまえ、歳いくつ」

「じゅ、十九……」

「なにっ？」

　秀瑛は心から驚おどろいたという表情をした。水稀自身もよく解わかっている。自分の姿が歳相応ではないことを。

「背が低いからだろ？　気にしてるから言わないでよ」

「それは関係ないな。おまえは色気がなさすぎる」

「い、色気っ？　男に色気なんか必要ないだろ!?」

「そういうわけにもいかない。ここにおまえを匿うには、理由がいる」

「理由？」

「そうだ。誰だれも寄せつけなかったこの吟花宮に、おまえだけを連れ込む理由だ」

　秀瑛にそう言われ、水稀はまだ混乱のおさまっていない頭で考えた。

　後宮、色気、立入禁止の花降る宮──まさか、と水稀は大きな瞳で秀瑛を見た。

「ここの女によう御ごや姫ひめたちには、おまえを俺の愛あい妾しようだと伝え、面めん倒どうをみさせる。だが問題は、おまえだ」

「あ、愛妾？　僕が？」

　聞き慣れない言葉に驚いていると、秀瑛の切れ長の瞳に睨みつけられた。

「な……なに？」

「ちょっと触れたくらいで真っ赤になるようなお子さまじゃ、噓うそもつき通せないだろうな」

　不ふ穏おんな気配を感じて秀瑛の胸から離はなれようとしたが、すでに手て遅おくれだった。

　秀瑛の片方の手は水稀の手首を取り、もう片方の手は水稀の背を押さえ込んでいる。抵てい抗こうしたくても、到とう底ていかなわないほど秀瑛の力は強かった。

「ちょ、っと、離せって……！　僕、ちゃんとごまかせるから！」

「ここの女たちの勘かんを甘く見るな。おまえのような馬ば鹿か正直者、あっという間に丸まる裸はだかにされて何もかも吐はかされるのが落ちだ」

　そう言いながら秀瑛は下へさがり、水稀の胸むな元もとへもぐろうとした。

「な、なにする気だよ!?　──いやだっ。誰かに、見られたら……！」

「ここは後宮だぞ？　何をするための場所なのか、それぐらいおまえも知っているだろう？　誰が何を見ても騒さわぎ立てたりなどしない。少しぐらい見られたほうが都合がいいかもな」

　ここを誰かが通りかかったとして、秀瑛に乗り上げる水稀を見ても、組み敷しいているとは思わないだろう。主導権は完全に秀瑛にある。秀瑛は足をたくみに動かし、水稀の両りよう脚あしを開かせた。

「や、っ」

「ついでに教えといてやる。この後宮は、正確には皇こう帝てい陛下のものだ。俺の持ちものではない。後宮の住人は全員、俺の義は母は上うえ、義姉あね上うえ、義妹いもうと姫ひめだ。ここに入れる男子は皇帝陛下ただお一人」

「だ、だったら、秀瑛はなんでここに？」

「俺はこの後宮で育ったからな。俺は女物の羽織を身につけることを条件に出入りの自由を陛下に許されている。特例中の特例だ」

　だから女の格好ばかりしているのか──妙みように納なつ得とくしてしまった自分を、水稀はすぐに後こう悔かいした。

　思わず手をついてしまった秀瑛の、その胸むな板いたの厚さ──身にまとう女物の羽織からは到底想像できないほどの──そのたくましさは、水稀の知らない感かん触しよくだった。

　怯おびえるように手を引っ込めた水稀を見て、秀瑛が目を細める。

「おまえに俺と同じ格好を強しいることは無い。女の羽織など着なくても──おまえの内にひそむ色いろ香かを前面に出せばいい。俺がすべて導き出してやる」

「なっ──、……いや、いやだっ」

　今度こそ水稀の下へもぐり込んだ秀瑛が、無防備に開く水稀の単衣ひとえに顔をうずめた。水稀の喉のどを舐なめ、鎖さ骨こつへと舌を滑すべらせる。

「うっ、わ、ぁ……っ」

「もう少し色のある声を出せないか？」

　秀瑛が笑いながらつぶやくその息が、水稀の尖とがりに吹ふきかかる。戦せん慄りつをおぼえる時間すら与あたえられず、次の瞬間、そこがなまぬるいものに包まれた。

「あぅ……！」

　秀瑛は薄うすい唇くちびるで水稀の突とつ起きを食はみ、ちゅう、とわざとらしく音を立てて吸ったかと思うと、舌の腹を使って強く舐めあげてくる。初めて受ける刺し激げきに、水稀は喉の奥が鳴るような錯さつ覚かくをおぼえた。

「あぁ、んっ──」

「そう、その声だ。──片方ばかり可愛かわいがるのは良くないな」

　水稀の尖りが硬かたくなると、秀瑛は満足そうに唇を離した。そしてもう片方へ顔を向けると、今度は舌先を使って突起には触ふれずその柔やわらかな輪りん郭かくだけをくるくるとなぞる。

　先ほどの攻こう撃げき的な刺激とは違ちがう、けれど秀瑛の舌先の動きが克こく明めいに伝わってきて、それがひどくいやらしくて、水稀はぞくぞくと鳥とり肌はだを立てた。

「や……、それ、いや、ぁ……」

「なぜだ？　気持ち良さそうに震ふるえてるぞ……ほら、じき硬くなる──」

　意地の悪い秀瑛の舌先は同じ場所を何度も丸くなぞりつづけ、とうとう触れられていない輪郭の中心が立ち上がってしまった。

「──っは、あ……、んんんっ……！」

　自分の声じゃないみたいだ──水稀は口を押さえたかったが、右手首は秀瑛につかまれたままで、左手は花の絨じゆう毯たんにつき、自分の体を支えている。どうにもできない水稀は唇を嚙かんだ。

　水稀の背は秀瑛の手で最初から押さえ込まれていて、少しでも秀瑛の唇から逃のがれようとすれば、その反動で下半身同士がさらに密着してしまう。のけぞれば胸を突つき出すことになる。

　水稀は秀瑛の上を彷徨さまようしかなく、力の入らなくなった左ひだり腕うでがぶるぶると震えはじめた。

「腕うでが限界のようだぞ……。意地を張るな」

「いや、だ──」

　秀瑛の言葉に水稀は首を振ふった。でも、もうだめだ、こんなに腰こしと腰がくっついていては、秀瑛に気づかれてしまう。さっき上半身を走った何かが下半身へと下り、そこに集まっているのが。

「しかたのない子だな」

　ふふ、と秀瑛が笑う。水稀はさらわれた時よりも切せつ羽ぱ詰つまっているのに、秀瑛はこの状じよう況きようを楽しんでいるように見えて、それが妙に腹立たしかった。

「こども、扱あつかいっ……するな！」

「子供扱いなどしていない」

　水稀の腕の震えを回かい避ひさせるためなのか、秀瑛は上半身を起こした。同時に水稀を自分の腰の上に座り直させる。

「これからすることは子供にはできないことだからな」　>>>♥

　ふと、水稀の背を強く押さえていた秀瑛の手が離れた。安あん堵どしたのも束つかの間、その手が水稀の空いた手を取ったかと思うと、密接した二人の下半身の間へと滑り込んでいく。

　その光景を見終わらないうちから、強きよう烈れつな刺激が水稀を襲おそった。

「ああっ！」

　何のためらいも無い秀瑛の手は、ゆるんだ水稀の下帯をすり抜ぬけてあっという間に水稀の茎くきまで到とう達たつした。秀瑛に手を取られていた水稀は、すでに形を変えていた自分の茎を握にぎらされた。その上から秀瑛が強ごう引いんに手を動かしはじめる。

「あっあっ、いやだぁっ……！」

「いやいやばかり言わずに自分でやるんだ」

「また、っ……？　ゆうべ、と……同じ……」

「同じじゃない。あれはただの発散行こう為い。その違いは今からすぐに解る──」

　水稀は反論できなかった。秀瑛の薄い唇が水稀の唇に触れた。ほどなく侵しん入にゆうしてきた秀瑛の舌が、水稀の小さな口の中を動きまわる。

「んっ、ん……、んぅ……」

　秀瑛は少しずつ角度を変えて水稀の唇を食はんではまた口の中へ舌を滑り込ませてきた。水稀の舌をからめとり、強く吸う。秀瑛の長い指におおわれた、自分の手と茎の間にぬるぬるとしたものを感じはじめた時、ようやく秀瑛の唇から解放された。

「は、あ……っ！　も、もう……手、はなして……」

「そのまま手を止めるなよ。──そうだ……」

　秀瑛は水稀の手を下帯の中へ置き去りにした。水稀の中心から離れたその手が、水稀の着物の裾すそをつまむ。水稀に抵抗するすべは無かった。指がゆっくりと動き、着物の裾が完全にめくられた。

「ゆうべも思ったが……おまえ、わりと濡ぬれやすい体だな」

「そ、んな、……ことっ、ない……！」

　懸けん命めいに否定したその先から、長いまつげにおおわれた秀瑛の視線の中で、先せん端たんの小さなくぼみから新たな蜜みつ液が丸く透とう明めいな姿をあらわす。水稀は恥はずかしくて、でも魔ま力りよくにかかったかのように茎をこする手を止めることも、昨夜のように見るなと拒きよ否ひすることもできなかった。

　あふれてくる蜜液を満足そうに凝ぎよう視ししていた秀瑛が、水稀の耳元へ唇を寄せてくる。

「悪いことだとは言ってないだろう？　俺は──」

　すぐ濡れる方が好きなんだ──わざとらしくひそめられた秀瑛の声が耳じ孔こうの奥に届く。

「──っ！」

　その声は直接下腹にも響ひびいてくるようで、茎の先端が、じん、とうずいた。

　秀瑛の甘ったるい声は止まらなかった。水稀の耳みみ朶たぶを食みながらささやいてくる。

　──俺を誘さそえるか？

「なん、だよっ、それ……！」

「できないのか？　子供じゃないんだろ」

「──くっ、うぅ……」

　うつむく水稀を秀瑛が覗のぞき込んでくる。青みがかった黒い瞳ひとみが、水稀を挑ちよう発はつしているかのように光った。なんだかずっと秀瑛だけが余よ裕ゆうを持っていて、水稀はからかわれてばかりのような気がする。それに反はん抗こうしたい一心で、水稀は真っ赤な顔で言葉をしぼり出した。

「しゅ、秀瑛も──出して、よ……」

「なにを」

「僕、と……同じ、の……。こ、これ──」

　率そつ直ちよくだなぁおまえは、と秀瑛はくすくす笑ってそう言った。結局、誘いに乗ったのは秀瑛ではなく水稀の方だった。秀瑛の笑う姿を見て水稀はそう確信した。

「まぁ、最初にしては上出来としようか」

　まだからかい半分の秀瑛を、水稀は怒おこることができなかった。水稀に怒る気力を失うせさせたもの──秀瑛は、自分の着物に手をかけた。秀瑛の手の動きを追いかけていた水稀は、そこに下帯を窮きゆう屈くつそうに押し上げているものを見た。布越ごしでも秀瑛の昂ぶりの、その嵩かさ高だかさと硬さが解わかるほどだった。

「あ……。秀瑛……」

　いつの間にそんな──息を吞のむ水稀の前で、秀瑛は恥はじらうこともなく下帯までほどいて見せた。秀瑛の雄おす芯しんはその鍛きたえ上げられた体たい軀くにふさわしい猛たけ々だけしさを持ち、水稀と同じ姿形をしていても、同じ男のものだとは思えなかった。

「ほら……出したぞ。──気持ちよくしてくれ」

「きっ、気持ち、よく……？　って？　ど、どう……したら……。──あっ！」

　水稀の言葉が終わらないうちから、秀瑛は一度腰を大きくうねらせた。その衝しよう動どうを受けて水稀の茎と秀瑛の雄芯が二人の腰の間でぴったりと密着する。

「あぁっ！　やだ、やだっ！　くっつけないでよ……！」

「両方手に取って腰を動かすんだ」

「そん、な……。やらしい、よ……」

「当たり前だ、やらしいことをしてるんだ。──早くやれ」

　秀瑛の表情から揶や揄ゆの色が消えた。なかば秀瑛に叱しかられるようにして、水稀は自分の蜜液にまみれた手で二人の屹きつ立りつをつかんだ。

「あぁ……秀瑛──」

　なんて熱くて硬い──秀瑛は、見み目め麗うるわしい貌かおの内に、女物の羽織のその下に、たぎるほどの男を隠かくし持もっていた。初めて触れる濃のう密みつな男の匂においで、びりびりと頭の芯しんがしびれるようだった。

「腰を動かせ。手ではなくおまえのそれを使うんだ」

「う、ん……」

　吟花宮にたどり着いた時の警けい戒かい心しんはとうに失っていた。かろうじて残っていた抗あらがう気持ちも、秀瑛からあふれ出る男の匂いにさらわれ、かき消されてしまった。

「あっ、あっ、あっ……」

　水稀は素す直なおに腰を動かし、濡れた自分の茎で秀瑛の雄芯を何度も撫なでた。同じ形の性器をこすり合わせることが、こんなにも快感を喚よぶとは思いもしなかった。

　秀瑛の言葉の意味が解った気がした。昨夜のようにただ放出して終わりではない。

　これは、この行為は、ひどく淫みだらで、そして甘い──。

「気持ちいいか？」

「い、い……」

「ゆうべよりも？」

「ゆ、うべ……よりも、っ……」

　秀瑛は下にいるのに、まるで上から見下ろされているかのようだった。薄うすく形の良い唇くちびるで柔やわらかな笑えみを作り、艶なまめかしい流し目を水稀へよこしてくる。わずかに上気している頰ほおですら、計算ではないかと思わせる。

「あ、っう……。んっ……ウンッ……」

　秀瑛が中指と人差指を水稀の口の中へ差し込んできた。水稀は秀瑛の長く綺き麗れいな指先に舌をからませた。

「そう……、よく舐なめておけ……」

　秀瑛は自身の持つ美び貌ぼうや体から放たれる匂いを熟知し、それを上手に使っている。

　くやしいけど、よく解る。自分に無くて秀瑛にあるもの──今、水稀は秀瑛の色いろ香かに完全に吞み込まれている。それは秀瑛が綺麗だとかそういうことではなく、完全な男の──。

　そこで水稀の思考は止められた。

「秀瑛？」

　水稀の口から引き抜ぬかれた秀瑛の指が、ゆっくりと水稀の背の方へまわった。秀瑛の手が触ふれなかった背に、ぞくりと悪お寒かんが走った。秀瑛は妖よう艶えんな笑みを崩くずさない。その手は水稀の背を過ぎ、下帯をくぐり抜け、そして──。

「──いや、だ」

　誰だれにも触れられたことのない後こう孔こうに、濡れた指先の感かん触しよくがぴたりと貼はりついた。

「秀、瑛っ……！」

「うん──？」

　類たぐいまれな金色の瞳と、美しい騎丹瑠る璃りの瞳が至近距きよ離りでからみ合う。

「それ、は……。いやだ……」

　嫌いやがる水稀をあやすかのように、秀瑛は形の良い眉まゆを悩なやましげにひそめてうなずき、同意を示した。水稀に媚こびているようにも見えた。しかしそれは水稀のとらえ違ちがいだった。その媚び態たいとはうらはらに、後孔にあてられた二本の指が、ぐう、と挿そう入にゆうを開始する。

「い、やぁっ！　──あ、あ、あぁ……！」

　どうだ──？　秀瑛はそう声には出さずに唇だけを動かして水稀に問いかけてくる。唐とう突とつな異物の侵しん入にゆうをゆるしてしまった水稀の後孔が反応し、秀瑛の指をきゅっと締しめつけた。

「あ、あ……やめ、て……抜いて……」

「なぜだ？　こんなにからみついてきているのに」

　秀瑛は二本の指を左右に揺ゆらし少しずつそこを拡張させた。わずかに水分を分ぶん泌ぴつしはじめた水稀の内ない壁へきを指の腹で優やさしく引っ搔かく。そのたびに水稀の腰こしが本人の意志とは関係なくびくびくと跳はねた。

「あぁ、んっ！　……あっ……あっ」

「ほら、もう濡れてきた」

「──あっ！　だ、だめっ……！」

　ぐしゅ、と下半身から水音がした。秀瑛から途と切ぎれることなく与あたえられる刺し激げきに、水稀は頭も体も麻ま痺ひしてしまって、自分のどこから何が漏もれ出したのかすぐには解らなかった。

　受け止めきれない衝動に水稀は金色の瞳を濡らした。それを見つめる秀瑛が満足気に微笑ほほえんでくる。

「やはりいいな。その金の瞳が潤うるむのは。もっと泣かせて濡らしたくなる」

「あ、う……くっ、う、ぅ……」　>>>♥

「気持ちいいのか？　もう、いくか……？」

　涙なみだを流す水稀をなだめるように、秀瑛はわざとらしく口調を変え、甘ったるい声や表情を見せてきた。しかしその指の動きは容よう赦しやなく、水稀を一気に快感の高みへ引っ張っていこうとしている。秀瑛の指が水稀の体の奥で動くたびに、そこがかっと熱く灼やけるようだった。

「あっ。あっ。秀、瑛っ。そん、な……押さ、ない……でっ」

　秀瑛の指の根元まで吞み込まされ、ぐっ、ぐっ、と突つき上げられると、水稀の細い腰ごと軽々と持ち上がってしまう。蜜みつ液にまみれた屹立と屹立が激しくぶつかり、水稀の前と後ろで水音が次々と生まれた。

「だめ、そこ、はっ……、あぁんっ……！」

「ああ、ああ。──水稀、俺もいきそうだ」

　秀瑛はわざと声を出して水稀の絶頂を誘ゆう発はつしてくる。指の律動に合わせてみずからも腰を揺らしはじめた。知らぬ間に水稀の手首をつかんでいた秀瑛の長い指が、震ふるえる水稀の指を優しくからめとっていた。秀瑛はそのまま片ひじをつき、自分の体の上で濡ぬれ乱れて腰を振ふる水稀を満足そうに見上げてくる。

「いい。水稀……もっと強く……」

「あっ！　あぁ……んっ、──あぁっ、……出、る──」

　こりこりと硬かたい茎くき同士のこすれ合う感触が、後孔から漏れ出す蜜液の音が、言いようの無い快楽となって水稀の体を駆かけ抜けた。

「あ、あ！　もぅ、だめ……だめ、ぇ……っ。──あっあっ」

「……く、──っ！」

　水稀は一度だけ腰を跳ねさせた。二人の下腹部に生温かい体液がじわりと広がる。ほどなくして秀瑛の衝動が水稀を揺らした。秀瑛は水稀を乗せたまま悠ゆう々ゆうと腰を上下させ白はく濁だくを放つ。それは水稀のものより熱く感じられた。

「……は、……はっ、──あ、うぅ……っ」

　秀瑛の指がずるりと音を立てて体外へ出て行く、その感触がひどく長く感じられて、水稀は一度身を震わせた。汗あせと蜜液に濡れた体のどこにも力が入らない。秀瑛の腕うでを借り、水稀はゆっくりとその場に体を横たえた。

「最初にしては少々刺激が強すぎたか」

　時を同じくして果てたはずなのに、脱だつ力りよくしきって花の絨じゆう毯たんに身を沈しずめる水稀とは対照的に、秀瑛はすぐに立ち上がり手て際ぎわよく身なりを整えた。

「風ふ呂ろに入って食事をとれ。義は母は上うえや懇こん意いにしている義あ姉ね女によ御うごたちには、もう伝えてある。おまえも、ここでの作法や生活様式を学んでいけ」

　自分の身に降り落ちてきた花びらを払はらいながら、秀瑛は淡たん々たんと話す。

　甘ったるい声を出し、水稀にわざとらしく媚態をさらす皇太子の姿はもうどこにも無かった。

「うまく溶とけ込めよ。ただでさえ男子禁制だ、いるだけでおまえは目立つ」

　秀瑛の長く美しい黒くろ髪かみと、薄うす紅べに色いろの羽織が一様の方向にふわりと舞まった。

　こんな状じよう況きように陥おちいっても思ってしまう。本当に綺麗な人だと。

「ここにいろ。この吟花宮に。夕方には戻もどる」

「……秀瑛は、どこへ……？」

「昼から宮きゆう廷ていで謁えつ見けんだ。大臣たちの小言を聞くのも仕事のうちでね」

　女物の羽織をひるがえして秀瑛は吟花宮を出て行った。

　吟花宮は急に静せい寂じやくを迎むかえた。

　外界から切り離はなされた後宮の、ここはさらに特異な空間のようで、喧けん騒そうなどはまったく届いてこなかった。しんと静まり返った緑と白はく亜あのあずまやで、水稀に聞こえてきたのは途切れた自分の吐と息いきだけだった。

　淡あわい紫むらさきの花びらが音もなく水稀の足に髪かみに降り落ち、頰を滑すべり落ちてゆく。

　呼吸が整うのを待って水稀は身を起こした。汗ばんだ腕や足にくっついた花びらをひとつ手に取り、口に含ふくんでみる。

「あ……。ほんとに甘い……」

　──でも、どうなんだろう？

　秀瑛に与えられた甘いうずきがまだ体の至る所に残っているような気がして、これが本当の花の甘さなのかは、今の水稀には解わからなかった。










　薄うす紫むらさきの花びらを体じゅうにくっつけて戻って来た水稀を見ても、翠蓮たちはいぶかしむこともなく、侍じ女じよにことづけて水稀に風呂を用意してくれた。

　湯船に足を入れたその先から、花びらが水稀の体を離れ、水面に広がってゆく。温かくいい匂においのする湯船に浸つかると、体に留まっていた衝しよう動どうの痕あとが薄うすまり、頭がすっきりとしてきた。

「はぁ──。なんでこんなことになったんだろう……」

　龍神の森で出で逢あった秀瑛の、その天てん女によのような美しさに胸を高鳴らせていたときは、まさかこんなことになるなんて思いもしなかった。

　とても綺き麗れいなのに、口は悪いし態度も尊大だ。皇太子だと聞いてそれには納なつ得とくしたけれど、水稀を馬ば鹿かにして笑うのには異議あり、だ。

「だけど……」

　本当に水稀のことを面めん倒どうだと思ったら、負担になると解っていてここに匿かくまうことなどしないだろう。神官という人に水稀を渡わたして終わりにすることもできたはずだ。

　でも秀瑛はそうしなかった。落ち込む水稀に美しい花降る宮を与え、なぐさめてくれた。

　混乱する水稀の涙を拭ぬぐってくれた秀瑛。かなり強ごう引いんだったけど、水稀が果てるときは秀瑛も甘い声を出したりして──。

「あれっ？　なんだ、僕、結局──」

　結局、種類が違ちがったとはいえ、秀瑛にどきどきとしてしまっているのは変わらない。

「うぅ……」

　水稀はぶくぶくと泡あわを吐はきながら鼻先までを湯船に沈めた。惑まどう水稀が生みだしたあぶくを受けて、淡い紫むらさき色いろの花びらが楽しげに揺れた。

　用意してくれた新しい着物に袖そでを通し、髪を整えて浴場を出ると、後宮の様子が一変していた。

「──あれ？　暗い？」

　春の陽ひは長く、中天を越こえたばかりだというのに、あたりが薄うす暗ぐらくなっていた。空を見上げると、さっきまできらきらと輝かがやいていた太陽が朧おぼろ月づきのようにぼんやりとしている。これは──。

「黄こう砂さですよ。この季節は必ずやってくるんです。さ、水稀も早く部屋の中へ」

　水稀に風呂を用意してくれた侍女が駆けつけてくれた。この侍女は自分の名を陽よう香かと名乗った。陽香も翠蓮と同様に秀瑛から事情を聞いているようで、水稀にとても優やさしくしてくれる。その名の通りふっくらとした体つきからは春の陽のあたたかな香かおりがしてきそうで、ゆっくりとした口調が、少し大婆ばばさまに似てるな、と水稀は思った。

　すでに黄砂の侵しん攻こうは始まっていて、女御たちが着物で鼻と口をおおいながら室内へ避ひ難なんする。水稀もそれにならった。

「夕方みたいに真っ暗だ。──陽香、ここはいつもこうなの？」

「ええ。ほんとに砂ほど厄やつ介かいなものはありません。場所なんか関係なくどこまでも入り込んでくるし、息苦しくなるし。騎丹大国の民たみで砂に悩なやまされてない者はいないでしょうね」

「うん。でも、僕の村も砂は舞うけど、ここまでひどくないよ」

「春先は特に砂の降る量も多いですからね。でも数時間もすれば収まるはずです。──水稀、おなかがすいているでしょう。こちらで食事を」

「ありがとう」

　陽香の言う通り、夕方になると砂がやんだ。

　しかし極ごく彩さい色しきの回かい廊ろうは砂すな粒つぶでかすみ、美しい瓦かわら屋根も立派な彫ちよう刻こくを誇ほこる欄らん干かんも中庭の花々までも、濁にごった砂の一色に染まってしまっていた。

「せっかくの綺麗な回廊が砂で台無しだね」

「毎年のことだから、もう慣れっこよ。毎日拭ふいて綺麗にしても、次の日にはまた砂がおおい尽つくしてしまう。毎日いたちごっこだわ」

「僕、掃そう除じ手伝うよ」

　もともと働き者の水稀は、進んで陽香たちに混ざり後宮の砂を払う作業にいそしんだ。

「じゃあ水稀。悪いけど、天てん井じようお願いね」

「うん、任せて」

　身軽さを買われ、侍女たちの手の届かない高い場所を掃除するよう頼たのまれた水稀は、白布で鼻と口をおおい、はたきを帯に差してひょいひょいと柱を登ってゆく。

「ほんとに砂が積もってる」

　朱しゆ色いろの大柱の天てつ辺ぺんから見るその風景は、水稀が初めて目にするものだった。果てなく続く立派な王宮の瓦屋根。それが今はすべて砂におおわれていて、まるで砂の海がうごめいているようだった。その先にかすかに見えた砂色の城下町は、夕ゆう闇やみ色に染まる空との境界線をあいまいにしていた。

「龍神の森と全然ちがう……」

　山の頂から見下ろす龍神の森は、深い青緑色をしていて、涼りよ風うふうが吹ふけば瑞みず々みずしい光を放ちながら同じ方向へ揺ゆれる。そのときの森が生み出すさわさわという優しい音が、水稀は好きだった。

「大婆さまも、みんなも、心配してるだろうな」

　本当に、遠くまで来てしまった。たとえ後宮を抜ぬけ出せることがあったとしても、果たして自力で村へ帰りつくことができるのだろうか。水稀は大きな溜ため息をひとつついた。

　そのとき、侍女の声が後宮に響ひびいた。

　秀瑛殿でん下か、お戻りでございます──。

「えっ」

　どきりとした。初めて見る風景や砂の多さに気を取られていた水稀は、秀瑛が戻ってくることを忘れていた。こんな格好でこんな高い場所に居ることが知れたら、何をしているんだとまたあきれられてしまうかもしれない。

　朱色の柱にしがみつき様子をうかがっていると、秀瑛が廊ろう下かを通った。ここに水稀がいることに気がつかなかったようだ。

「秀瑛？」

　吟花宮で別れた時と、格好も雰ふん囲い気きも違っていた。

　宮廷からまっすぐここに来たのだろうか。女物の羽織は、その下の宮廷服を隠かくすように肩かたから掛かけられているだけで、長い黒髪も結ゆったままだった。

　水稀がつい見み蕩とれてしまうその美び貌ぼうに今は翳かげりがあって、長いまつげを伏ふせがちにして歩く姿は、とても疲つかれているように見える。

　後宮じゅうを掃除する侍女たちが慌あわてて廊ろう下か脇わきに身を寄せ、秀瑛に道をあける。その侍女たちに秀瑛は不ふ機き嫌げんそうな声でたずねた。

「──水稀はどこだ」

「は、はい。呼んで参ります」

　どうしよう、秀瑛が自分を探している。なんだか空気が張りつめたように感じたが、それは気のせいなのだろうか。迷った末に水稀は柱を伝って回廊に降り立った。

　ざら、と足元で砂が鳴った。

「あっ、ごめん。ここ掃そう除じまだだったんだ？」

「いいのよ、すぐ終わらせるから。水稀、殿下がお探しよ、早く行って」

　秀瑛は黙だまったまま回廊に立って水稀が来るのを待っている。秀瑛の元へ行ったところで何を話せばいいのか解らず、水稀は自分の頰ほおが紅あかくなる気配を感じた。鼻と口を白布でおおっているのは少し助かったかも、と勇気を出して秀瑛に声をかけようとしたそのとき、清せい掃そう風景を見守る女によう御ごたちの声が聞こえてきた。

「今の時期からこんなに砂が降るなんて。今年もまたどこかが砂に埋うもれてしまうかもしれないわねぇ……」

「すでに西の方の村が被ひ害がいにあったそうよ。避難してきた村人たちが王宮に助けを求めてきたとか」

「まあ、怖おそろしい。この後もそんな村はまだ増えるでしょうし、どうなさるおつもりなのでしょう？　殿下はお優しいから、すべての民を受け入れるとおっしゃりそうだわ……」

「住む家が無くなってしまうのだから、しかたないのでしょうけど。──ねえ、砂に吞のまれた村がどんなものかご存知？　家も人々も畑も、すべて乾かわき涸かれ果てて──それは無残だそうよ」

「わたくしも聞いたことがありますわ。井い戸どさえも砂に埋もれて、もう人の住める場所ではないとか」

「まぁ、なんて怖ろしい──」

　ドン、という柱の叩たたかれる音がして、女御たちの会話はそこで途と切ぎれ、その場がしんと静まり返った。柱を叩いたのは秀瑛だった。

　あまりにも唐とう突とつすぎて水稀は一いつ瞬しゆん何が起きたのか解わからなかった。女御たちも、まさか自分たちの他愛たわいのない会話を皇太子が聞き、それに反応するとは思いもしなかっただろう。

　秀瑛はその美び麗れいな顔を曇くもらせていた。

「今年も砂の侵攻が始まり、すでに多くの村が砂に吞み込まれている。年々その被害は広まる一方だ。数十年後には、この帝てい都とだって例外ではない」

　秀瑛の怒いかりを抑おさえたような静かな声が後宮に響きわたる。

「砂を制する政策が必要なのだ。一刻を争うというのに、大臣どもめ。くだらない会議をいつまでも……」

　ふたたび柱を打つ音が響き、後宮の空気が張りつめた。皆みな、掃除の手を止め、押し黙っている。秀瑛に叱しつ咤たされた若い女御など、涙なみ眼だめになって顔を袖でおおい、その場にしゃがみ込んでしまった。

「秀瑛……？」

　白布を顎あご下までおろした水稀を見て初めて、秀瑛は水稀がすぐ近くに居ると気がついたようだった。

「……あ──」

　自分が声を出していたことにようやく気づいたのか、秀瑛は水稀でも解るほどあきらかに顔色を変えた。

「──すまない。みっともないところを見せたな。もう良い。皆、切りの良いところで終わらせて休め」

「秀瑛？　待ってよ……！」

「殿下、どちらへ──」

　水稀と陽香の制止もきかずに、秀瑛はもと来た道を戻もどり、後宮を出て行ってしまった。

　静まり返った後宮に、女御のすすり泣きだけがかすかに響く。思いもよらないこの状じよう況きようにまだ少し戸と惑まどいながら、水稀は陽香にたずねた。

「秀瑛、なんだか昨日と違ちがう人みたいだった。とても疲れた顔をしていたし。後宮ではいつもあんな感じなの？」

「いいえ、そんなことは……」

　そう言いかけて、陽香はためらうように首を振ふった。

「──でも、そうね。近ちか頃ごろの殿下はずっとあのようなご様子かもしれない。昔のように快活に笑っていらっしゃる姿は、私もしばらくお見かけしていないわ」

　さあ、もう泣くのはおよしなさいな清せい蘭らん──秀瑛に叱咤され泣いてしまった、清蘭と呼ばれた若い女御は、翠蓮たちになぐさめられ、少しずつ笑え顔がおを取り戻していった。その様子を見守りながら、水稀は陽香の話に耳を傾かたむけた。

「殿下は……いえ、秀瑛さまは、幼い頃ころからこの後宮に住まわれていて、私たち侍じ女じよにもわけへだてなく声をかけてくれたわ。昔は本当に少女のように可愛かわいらしくてね。でもその頃からとてもまっすぐな性格だったわ。ご成長のたびに毅き然ぜんとしたお心と聡そう明めいさをお持ちになって──姫ひめ君ぎみさまの面めん倒どうもよく見てくださってね。ここは皇こう帝てい陛下の後宮だけれど、秀瑛さまもここを守り大切にしてくださっているのよ」

「秀瑛も言ってた。自分はここで育ったんだ、って」

「ええ。そうなのよ。ここに居る皆を守るためだと言って、剣けん術じゆつや武術まで身につけられたのよ。秀瑛さまが居るだけで、みんな安心できていたわ」

　少年期の秀瑛を思い出したのだろう、柔やわらかな微笑ほほえみをしていた陽香が、急にその顔に淋さびしさを浮うかべ、小さな溜ため息をひとつついた。

「でも、それが変わってしまったのは、皇太子になられた頃からよ。あちらでどんなやり取りがされているのか、私たちには見当もつかないけど、考え込むように押し黙っておられることが多くなって……。先ほどのようにお気を荒あら立だてることも少なくないわ」

「そう……なんだ……」

　水稀は返す言葉をすぐに見つけることができなかった。

　陽香の話を聞いた今は、先ほどの秀瑛の態度も理解ができる。けれど、本当にそれがすべてなのだろうか。

　冷たい態度で周囲との距きよ離りをはかる秀瑛。ただでさえ美しいのだから、その効果は絶大だ。昨夜、少ししか聞き取れなかったが、彼の話す宮きゆう廷ていことばに温度は無かったと思う。

　でも、危険や負担になると解っていても水稀をここに匿かくまうと決めてくれた秀瑛は？

　水稀をからかって楽しそうに笑う秀瑛は？　水稀に触ふれてきた時の、あの甘く熱っぽい声は？　あれが偽にせ物ものだとは思えなかった。

　秀瑛は、いろんな顔を持っているのかもしれない。もっと秀瑛のことを知ることができたらな──秀瑛の気配などとうに消えてしまった後宮の大門を見つめながら、水稀はそう考えた。










　秀瑛によって最初に連れてこられたこの小部屋が、そのまま水稀の就しゆう寝しん場所になった。

　女御さまも侍女たちも部屋で眠ねむり、後宮じゅうがしんと静まり返っても、なぜか水稀の目は冴さえる一方だった。

　眠れる気がまったくしなくなった水稀は、小部屋の扉とびらをそっと押し開けた。

　廊下には小さな灯ともし火びがひっそりと揺ゆれているだけだったが、昨夜と同じ銀色の月が水稀を後押ししてくれた。小部屋を抜ぬけ出した水稀は、月あかりを頼たよりに回かい廊ろうに出て中庭を抜け、銀色に染まる草を踏ふみ、吟花宮へ向かう。

　若葉と白はく亜あのあずまやに、薄うす紫むらさきの花は途切れることなく降りつづいていた。その降り積もった花びらの絨じゆう毯たんの上に、水稀は横たわった。

「秀瑛、どうしてるだろう」

　疲つかれた様子で後宮に来たのに、すぐに出て行ってしまった。結局なにも話せてないな──そう思いながらまぶたを閉じると、吟花宮の低い門の向こうから草の踏まれる音が聞こえてきた。

「あ──」

　吟花宮を訪おとずれたその人は、艶つやのある長い黒くろ髪かみと女物の羽織を夜風になびかせていた。

　深夜の吟花宮に先客がいたことにたいそう驚おどろいていたが、水稀も同じくらいびっくりした。

「秀瑛！」

「なにしてるんだ、こんな夜よる遅おそくに」

　まだ少し機き嫌げんが悪そうな秀瑛から、ほのかな酒の香かおりがただよってきた。月あかりに照らされたその顔も、わずかに上気しているようだ。

「秀瑛？　お酒、吞んでる？」

「酒ぐらい普ふ通つうに吞む。──おまえ、そんな格好じゃ風邪かぜ引ひくぞ」

　夕方、後宮の人たちに八つ当たりしてしまったことがまだ尾おを引いているのか、秀瑛は少々ふて腐くされぎみだった。しかし機嫌が悪いなりにも、秀瑛は女物の羽織を脱ぬぎ、単衣ひとえだけで横になっている水稀に掛かけてくれた。

「あ。ありがとう」

　どういたしまして、と言いながら秀瑛は水稀の横たわる隣となりに寝ねそべり、立てた片ひじで自分の頭を支え、まぶたを閉じた。そして大きな溜ため息をひとつつく。

「義は母は上うえは──清蘭どのは、どうしてた？　おまえ、知ってるか？」

「清蘭どの、って？　あの砂の話をしていた女によう御ごさまのこと？」

「そうだ。俺が柱を叩いたりしたから。──泣いてなかったか」

　夕方、秀瑛に叱咤され涙なみだを流した若い女御──清蘭のことを、秀瑛は気にしているようだった。秀瑛と清蘭はおそらくそんなに歳は離はなれていないのだろうが、清蘭は皇帝の妃きさきなのだから秀瑛にとっては義母ということになる。清蘭は翠蓮たちになだめられ、すぐに泣き止んでいたのを水稀は見ていた。

「うん。大だい丈じよう夫ぶだったよ」

「そうか」

　水稀からそう聞けて秀瑛は少し気が楽になれたようだった。

　その表情から察するに、やはり陽香から聞いた通り、秀瑛は後宮やここに住む人たちを今も大切に思っているのではないだろうか。水稀にはよく解わからないが、今日の夕方みたいになってしまったのには、ちゃんとした理由があるのかもしれない。

　水稀は陽香から教えてもらったことを、もっと詳くわしく知りたいと思った。まぶたを閉じたままの秀瑛の顔を、覗のぞき込んでみる。

「秀瑛、酔よってる？　眠い？」

「いいや。──なんだ？　昼間みたいなやらしいこと、またしたいのか？」

　秀瑛がまぶたを開き、水稀を見つめてくる。水稀は伸のびかけてきた秀瑛の手をなんとか避よけて言った。

「ちっ、ちがうよっ。──秀瑛のこと、聞きたいんだ」

「俺のこと？」

「うん。秀瑛はここで育って、少し前までここに住んでたって、陽香から聞いた。どうして？」

　ああ、生おい立ち話ってやつか──秀瑛は甘い花びらを口に運びながら話をしてくれた。

「俺はわけあって七歳のときに王宮へ上がったんだ。周りは知らない大人ばかりだし、建物もやたらでかくて派手だし、さすがにそのときは心細くてな。王宮に上がって二日目で俺は王宮を逃にげ出し、別の建物に迷い込んだ。それがここだったんだ。隠かくれる俺を見つけても、陽香たちは優やさしくしてくれた。陽香は変わらんな。初めて会ったときから、ずっとあのままだ」

　秀瑛の言葉に水稀は笑ってうなずいた。陽香には、みんなのお母さん、という雰ふん囲い気きがある。

「宮廷の大人たちの思うままになるのが嫌いやで、俺は皇帝陛下に頼たのみ込み、後宮の奥に自分の居場所を作った。そしてここを生活拠きよ点てんとしたんだ。つまらない反発心がことの発ほつ端たんだったんだがな。俺は後宮との相あい性しようが良かったらしい。義母上、義姉あね上うえ、義いも妹うと姫ひめたちは俺に協力を惜おしまず、後宮は俺の命を守ってもくれる」

「命って？　誰だれかに狙ねらわれてるの？　どうして？」

「俺が陛下の落らく胤いんだからだ。俺を亡なき者にして、陛下の嫡ちやく子しである義弟おとうとを皇太子に擁よう立りつしたい者が多いのだろう」

「えっ……」

　普通なら隠しておきたいことを、秀瑛はなんのためらいもなく口にした。

「俺の母親は城下町にあった娼しよ楼うろうの遊女だったんだよ。陛下の一夜の戯たわむれで、俺は産まれた。陛下がおっしゃるには、俺は若い頃の母親にそっくりらしい」

　秀瑛の、その端たん整せいな顔の理由が解った気がした。水稀は秀瑛と同じ顔をした秀瑛の母親に会って話がしたくなった。

「秀瑛のお母さんは？　この後宮にいる？」

「いいや。俺が七歳のときに亡くなった。砂にやられてな」

「えっ──」

　その後の秀瑛から語られた母親の話は、水稀の心をきゅっとさせるものだった。

「俺の母親の生まれ育った村は、そこら一帯をすべて砂に吞のみ込まれた。母親は逃げるように城下町へやってきたが、そのときすでに彼女の肺は砂に侵おかされていた。俺を産んでからは寝込んでばかりだった」

　とても悲しいことなのに、秀瑛は抑よく揚ようのない声で話を続ける。

　それはよどみ無い水の流れのようだった。

「母親は、緑と水の風景に強い憧あこがれを抱いだいたまま亡くなった。俺は御お伽とぎ話ばなし代わりにしょっちゅう聞かされてたよ。──秀瑛、この世界のどこかに水と緑と光の楽園があるのよ、まだ誰もたどり着いたことのない、美しい世界が──ってな」

　寝しん台だいに横たわり小さな咳せきをくりかえしながら、秀瑛に物語を聞かせる母親の姿が、ぼんやりと浮うかんできた。母親に寄り添そう幼い秀瑛の、その大きな瑠る璃り色いろの瞳ひとみには何が映っていたのだろう。母親を連れ去ろうとする砂さ礫れきだったのか、それとも、緑豊かな土地に微笑ほほえんで立つ母親の姿だったのか──。

「砂のことで怒おこったのも、砂をどうにかしたいのも、お母さんのため……？」

「母親だけじゃない。皆みな、思いは同じだ。砂に苦しみ涙して、その涙すらひび割れた大地があっという間に奪うばっていく。それでは駄だ目めなんだ。誰かが砂を制しなければ」

　艶のある黒髪がさらさらと秀瑛の肩かたを流れ落ちた。

　お酒が入っていても秀瑛の瞳は少しもよどんでおらず、むしろ研とぎ澄すまされた黒い瞳に青い炎ほのおが宿っているようだった。

「陛下の落胤である俺が王宮に上がり、周囲の反対を押し切ってまで皇太子に伸のし上がった意味は……、死にものぐるいで学問を学び、力を付けた意味は、そこにある。──成し遂とげたいんだよ、どうしても。苦難の極きわみだと解っていても」

　そう語る秀瑛の声は、静かながらもたしかに熱を帯びていた。

　水稀の考えは甘かったのかもしれない。砂は騎丹大国の民たみたちの間近に迫せまっているように感じた。

「みんな、そんな苦しい思いをしてるなんて知らなかった。僕は産まれたときからずっと、龍神の森が当たり前のようにそこにあったから」

「おまえと出で逢あったあの森は美しかったな。おまえの故郷はどんな感じなんだ？　御ご神木も、とても立派だった──」

「御神木って、龍の樹のこと？　僕はほとんど毎日龍の樹に会いに行ってたよ。春は雪解けと花、夏は雨と緑、秋は紅あかい葉と収しゆう穫かく、冬は雪と透すき通った氷──森からの小さな川に雪ゆき椿つばきの花と白梅の花びらが流れてきたら、それが春のきざし」

　素す晴ばらしいな──そうつぶやく秀瑛の腕うでが水稀の背にまわったかと思うと、そのまま抱だき寄せられた。

「あっ……。秀瑛？」

　たくましい胸が頰ほおに迫り、一度だけとくんと心が鳴った気がした。水稀がそっと見上げると、秀瑛の形の良い唇くちびるがすぐそこにあった。秀瑛は水稀の栗くり色いろの髪かみに頰を寄せ、ふたたびまぶたを閉じていた。

　水稀の話を聞いて、秀瑛は巡めぐりゆく季節を想像したのだろうか、その表情に夕方のような疲つかれやいらだちはまったく見られなかった。切れ長の眼を気持ち良さそうに細めているようにも見えた。

「母親から聞いた御伽話そのものだ。この砂礫の大国にもそんな楽園がちゃんと存在している。それは皆の救いにもなるはずだ」

　秀瑛の声はとても落ち着いていて、言葉がつむがれるたびにその吐と息いきが水稀のひたいを柔やわらかく撫なでてゆく。

「でも僕は……、砂に吞み込まれてしまった村を想像することができない」

「そうか。ならばいつか連れて行ってやろう。俺たちが生きるこの騎丹大国の自然というものが、どれだけ慈じ悲ひ深く、また厳げん酷こくたるものか──おまえ自身の瞳で確かめるといい」

「うん」

「しかしおまえをいつここから出してやれるか解らんからな。当分おあずけだな」

「えぇっ、そんな……」

　残念でしかたないという水稀の声を聞いた秀瑛が、まぶたを閉じたまま少しだけ笑った気がした。

「おまえと話していると調子が狂くるうな──」

「秀瑛？」

　やがて秀瑛はわずかな寝ね息いきを立てはじめた。長いまつげが頰に影かげを落としている。

「寝ねちゃった……」

　水稀はさっき掛かけてもらった羽織を眠ねむる秀瑛に掛けなおした。

　まだ眼めの冴さえている水稀は、眠たくなるまで花の降る風景を見ていようと、うつ伏ぶせになって両ひじをつき、両手で顔をささえてあずまやの屋根を見上げた。










「つぎ、みずきのばんでしょう？　はやくカルタをめくって」

「うん。じゃあね、これ──」

「あはは、またはずれー」

　姫君たちのはしゃぐ声が後宮の回かい廊ろうに可愛かわいらしく響ひびく。

　──怒ど濤とうのように過ぎたあの日から、もう何日経たったのだろう。

　秀瑛の行動は相変わらず読めない。後宮にあらわれてもすぐ宮きゆう廷ていに戻もどることがほとんどだったし、側近とともに数日間外出することもあるようだった。

　しかしどれだけ滞たい在ざい時間が短くても、後宮を訪おとずれた秀瑛は必ず水稀の様子を確かく認にんしてから去っていく。

　水稀といえば、早朝に起きて女によう御ごさまたちの礼拝に付き合い、お茶の相手をし、幼い姫君たちの遊び相手もした。そして一日に一度は吟花宮へ行った。そのままひとり吟花宮で夜を過ごしてしまい、あくる日に「きちんと部屋で寝なさい」と陽香からお叱しかりを受けたりもした。

　秀瑛の「うまく溶とけ込め」という言葉がなくても、もともと明るく素直で働き者の水稀は、自然と後宮の住人たちに受け入れられ、その生活様式に馴な染じんでいった。

　この日は陽ひが暮れるまで姫君たちとカルタ遊びをしていた。すると、秀瑛の来訪を告げる侍じ女じよの声が遠くから聞こえた。

　ほどなくして秀瑛が回廊に姿をあらわした。律りち儀ぎにまた女性用の羽織である。水色に白しら菊ぎく模様の羽織をなびかせ、長い黒くろ髪かみを揺ゆらしていた。

　秀瑛は近くに居た水稀の方も見ず、自分について歩く侍女たち全員を片手で制し、まっすぐ吟花宮へ向かう。その姿を一いつ緒しよに見ていた姫君たちが、怯おびえるように水稀に寄り添ってきた。

「みんなどうしたの？」

「最近のお兄さまは、なんだかこわい。いつも怒ってるの」

「前はいっしょにあそんでくれたのよ。みずきみたいに」

「秀瑛が？　そうなのか……」

「でも今はぜんぜん。ずっとこわいお顔してる。お話もできてないの」

　幼い姫ひめ君たちは皆そろって丸い眉まゆ毛げを八の字にし、水稀にぎゅうぎゅうと集まってくる。

　それがとても可愛らしくて、水稀はつい笑ってしまったが、気がかりに思えたのは、女御だけではなくこんな小さな姫までもが秀瑛の変化を案じているということだった。

「秀瑛は忙いそがしいからね。ちょっと疲れてるのかもしれないね。……でもきっと、みんなのことを大切に思ってるよ」

「本当？　またお兄さまとあそべる？」

「うん。きっとね」

　連なる橙だいだい色いろの瓦かわら屋根が、炎と見まがうほどに眩まばゆい光を放ちながら夕陽を飲み込んでゆく。

　宵よいの空に一番星が光ると、部屋から姫君たちの名を呼ぶ侍女の声が聞こえてきた。

「ほら、夕食の時間だって。みんな、お母さまの所へ行って」

「みずき、また明日あしたもあそぼ。やくそく」

「うん。遊ぼう。──おやすみ」

　それぞれの母親の部屋へぱたぱたと駆かけてゆく姫ひめ君ぎみたちを見送った水稀は、中庭の方へ視線を移した。その先には吟花宮の屋根が見える。水稀は小さな溜ため息をひとつついた。

「たしかに、また怖こわい横顔してたかも」

　でも、この間秀瑛自身からその憂うれいの内容を聞いた水稀は、秀瑛がいらだちを抱かかえるのもしかたないと思った。それはこの後宮にいる人たちには立ち入ることのできない問題だから、秀瑛がつらそうにしていても、ただ様子をうかがうことしかできない。

　でも、それだけでは切ない、と水稀は思ってしまう。せっかく長い間同じ場所で暮らしているのなら、なおさら。

　姫君たちのように秀瑛と距きよ離りができてしまったことを淋さびしがっている後宮の人たちに、吟花宮で時折見せる、水稀をからかっては笑う秀瑛を、もう一度見せてあげられたらと思う。

　なにか僕にできることは無いのかな──そう思った水稀は慣れた足取りで中庭を通り牡ぼ丹たんのしげみを抜ぬけ、回廊を飛び越こえた。夕ゆう闇やみ色に染まる草を踏ふみ、吟花宮の低い門にたどり着く。

　秀瑛はまた水稀の方へ背を向け、花びらの絨じゆう毯たんに立てた片ひじで頭を支え横たわっていた。物言わぬ背中を見ただけでもいらつきのようなものをひしひしと感じる。

　もしかしたら今日ばかりは吟花宮に入ることを止められるかもしれないな。その時はおとなしく引き下がろう──水稀はそう心に決めてゆっくりと吟花宮に足を踏み入れた。

「水稀か。今日は優やさしくしてやれんぞ。俺は腹が立っているからな」

　秀瑛は水稀に出て行けとは言わなかったが、あえていらだちを隠かくそうともしなかった。

「見てみろ。もう宵よい月づきが出ている。俺は今日、陽の昇のぼらないうちから議会を始めたんだ」

「秀瑛？　どうしたの？」

「答えの出ない議論ばかりだった。押し問答のくりかえし……。耳の遠い大臣の爺じいさまたちはほとんど話を聞いておらんしな」

　秀瑛は水稀に向かって言っているのかどうかよく解わからないことをぶつぶつとぼやいた。

「秀瑛……なんだか毛を逆立てた狼おおかみみたい。おなかでも空すいてるの？」

　水稀は横たわる秀瑛のすぐ近くに両ひざをつくと、両手も花の絨毯につき、ひょいと秀瑛の顔を覗のぞき込んでみた。

「腹が減っている、か。そうだな、ちょうどいい。おまえを食べるとするか」

「えっ？」

　急に寝ね返がえりを打った秀瑛が水稀の太ふと腿ももに手を伸のばしてきたので、水稀は驚おどろいて尻しり餅もちをついてしまった。そのまま身を起こした秀瑛に腕うでを取られ、花の絨毯へ押し倒たおされる。

「あ、っ……。ちょ、っと！　待ってよっ」

　水稀は慌あわてて秀瑛の体の下から逃のがれた。予想もしていなかった秀瑛の行動にどきどきと胸が高鳴った。顔を赤くした水稀を見つめた秀瑛が、薄うすい唇くちびるにほんのわずかな笑えみを浮うかべる。

「なんだ？　食べさせてくれるんじゃないのか？」

「ちっ、ちがうよっ！　ちゃんと話が聞きたいんだって」

　なんだ、と秀瑛はわざとらしく口を尖とがらせ、組んだ両手を頭の後ろにやって仰あお向むけに寝ね転ころんだ。なぜかは解らないが、どうやらさっきまでのひどいいらつきは解消されたらしい。

　秀瑛はまぶたを閉じて話しはじめた。その姿を見てほっと一安心した水稀は、ひざを抱えて座り、ゆっくりと落ちてくる花びらを目で追いながら秀瑛の声に耳を傾かたむける。

「我が騎丹大国は広大な領土を誇ほこる──しかし国土の三分の一は砂さ漠ばくだ。長い乾かん期きの間に、砂に埋まい没ぼつしてしまう村も少なくない」

「うん」

　それはここに来た日に女御さまたちが話していたのを聞いた。そして秀瑛の母親の故郷が同じような目に遭あったということも。

「乾かわいた大地の上でも、公路を整備して交易をさかんにできれば……そうすれば、地方の村々もきっと潤うるおうようになる。──しかし神官は大規模な神しん殿でんを建設したいのだ」

「神官……」

　秀瑛の口からまたその名が出てきた。

「やつの目的は御お布ふ施せの徴ちよう収しゆうだ。神に祈いのれば雨も降るだの、民たみの心の弱みにつけ込んでな」

　話を聞いているだけで、水稀は会ったことも無い神官のことを少し怖く感じてしまった。

「金はある。労働力も。ただ、それを神殿の建設に使っているようでは、村は涸かれていくだけだ。大臣の爺さまがたは対立する俺たちの間で右往左往するばかりだ。おおかた、神官の制裁が怖くて決められないのだろうよ」

「うん……」

　秀瑛の考えや理想に賛同はできる。けれど、水稀はどこか違い和わ感かんをおぼえた。

　秀瑛も、神官という人も、どうして──。

「どうして乾いた土に杭くいを打ち立てようとするんだろう？　そんなの、想像しただけで大地の悲鳴が聞こえてきそうだ」

　水稀の何気ない言葉を聞いた秀瑛が、ぱちっと眼めを開けた。それに気づかず水稀はぼんやりとひとりごとをつぶやいた。

「あめふり星は今どこにあるんだろう？　出ていてくれないかなぁ」

　水稀は顔を上げて空を見ようとした。けれどここから見えたのは若葉の屋根と、絶えず降り落ちてくる薄うす紫むらさきの花びらだけだった。

　突とつ然ぜん、秀瑛が起き上がった。その勢いで大量の花びらがふわりと舞まった。

「あ、秀瑛。花びらがたくさん髪かみに……。──う、わっ！」

「しっかりつかまってろ」

　秀瑛は水稀を抱だき上げると白はく亜あの柱を軽々と伝ってあずまやの屋根の上に登った。

「わぁ、すごい綺き麗れいだ……」

　それは水稀が生まれて初めて目にする、自然とはまた別の美しさを誇る風景だった。

　巨きよ大だいな王宮を守護する、数え切れないほどのかがり火が、まるで生命を宿した紅玉のように眩まばゆく輝かがやき、ときに紅あかい尾おを揺らして躍おどる。

「水稀。さっきの、なにぼしだっけ？」

「そうだった、あめふり星。牡お牛うし座ざの真ん中で明るく光ってる星なんだけど」

　地上にはかがり火の群、天空には星の群が、夜の闇やみを照らす主導権を巡めぐって競きそうように煌きらめいている。この中からひとつの星を見つけ出すのは難しいかもしれない──水稀は顔だけではなく体ごと夜空に向けた。

「水稀、そんな仰け反ってると屋根から落ちるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだって。慣れてるから」

「駄だ目めだ。危ない。俺につかまれ」

　そう言った秀瑛に強く引き寄せられた水稀は、その勢いで秀瑛のあぐらに乗り上げてしまった。

「あっ……」

　どきりとする間も無く、そのまま腕をとられ、秀瑛の肩かたにまわされる。秀瑛の腕が水稀の細い腰こしにあてがわれた。水稀は自分の頰ほおがわずかに熱くなるのを感じた。この体勢で星を探すのは少し恥はずかしい。

「大丈夫だって言ってるのに……」

　ほんの少し笑った秀瑛がその視線を夜空へ向けたので、水稀もふたたび体ごと天を見上げ、懸けん命めいに星を探した。

「あぁっ！　すごい、出てる！　……秀瑛、あの星が見える？」

　水稀の金色の瞳ひとみが、星に劣おとらぬ光をきらりと放つ。水稀は夜空にまたたく星ぼしの中から、ひときわ輝く水色の星を指さした。　>>>♥

「あの星が出てるってことは……乾期の今でも、雨の気配がしてくるはず」

「水稀。おまえ、星が読めるのか？　占せん星せい術じゆつを？」

「ううん。大婆ばばさまに教えてもらっただけ」

「大婆さま？」

「僕を育ててくれた人だよ。龍りゆう神じんさまの声が聞けるんだ──秀瑛。これからきっとたくさん雨が降る。その雨をできるだけたくさん集めて、その流れに沿ったらどうかな？」

「なん……だって……？　それはつまり──」

　水稀の言葉を聞いた秀瑛の、騎丹瑠る璃りの瞳がひらめきに光った。

「運河と水路の整備か……！」

「僕、秀瑛の話を聞いて思い出したんだ。傷ついた土に鞭むち打うつのではなく、限られた水量を最大限に活いかすんだよ──って、ずいぶんと前に大婆さまが教えてくれたんだった」

　秀瑛はその美しく賢さかしげな顔を夜空に向けた。

「俺としたことが……土地と砂ばかりに囚とらわれて、それはまったく頭に無かった」

「雨と水の流れに沿って、小さな村を作る。龍の一族は、ずっとそうして生きてきたんだって」

　自然に逆らわず、その力を少し借りて生きる。水稀が大婆さまから教わった龍の一族の知ち恵えは、とても簡単で明確なものだ。そしてそのすべてを語らなくても、聡そう明めいな皇太子はおおかたのことを察知した。

「運河の要所に小規模だが強固な要よう塞さいを建てる。そうすれば神官も神殿を建設できない。その要塞を拠きよ点てんに水路を細分化させ地方の村へ……。よし、近日中にもう一度議会を開いて提言しよう」

　水稀の言葉によって秀瑛の憂うれいが晴れたことも、あめふり星が出ていたことも、水稀にとってはとても嬉うれしいことだった。

　水稀はここに来て初めて、心から良い気分になれたような気がした。

　秀瑛が怒おこったりいらいらするのは、この国や民のことを本気で考え、想おもっているからだ。

　それがみんなには伝わりにくいのかもしれない。でも、きっと龍神さまは見てる、解ってる。だから、あめふり星を出してくれたんだ──水稀はもう一度、水色に光る星を見つめた。

「水稀、聡さといなおまえ！　助かった！」

「うわぁ……！　なにすんだよっ」

　水路と運河の着想を得たことがよほど嬉しかったのか、秀瑛は後ろから思いきり水稀を抱だき締しめてきた。その勢いで秀瑛の唇が頰に触ふれた。

「ちょっと……っ、だからこういうのはいいって！」

「なぜだ？　──この間はあんなに気持ち良さそうにしていたのに？」

　ついさっきまでいらいらしていたくせに、この変わり身の早さはいったいなんだ？

　水稀はいい気分でいたのを無視されたことも悔くやしくなって、肩かた越ごしに秀瑛を睨にらみつけた。

　しかしそれをさらりと無視した秀瑛が声を低くし、水稀の耳元でささやく。

「水稀……おまえは天が俺に遣つかわした幸運の天使なのかもな」

「な、なんだよ、急に態度変えたりして。僕のことなんか気にもかけてなかったくせに」

「なんだ。拗すねてるのか？　──俺に会えなくて淋さびしかったか？」

「な、なに言ってんのっ……」

　また、からかわれている。水稀は頰が熱くなったことを秀瑛に気づかれたくなくて、怒った振ふりをしてそっぽを向いた。──たぶん、秀瑛の言っていることは間ま違ちがっていない。

　後宮の女によう御ごさまや侍じ女じよたちは水稀と仲良くしてくれるけれど、彼女たちが家族や自分の部屋へ戻もどった後、一人で過ごす夜は長く退たい屈くつで、水稀は吟花宮へ忍しのび込んでは戻らない秀瑛を思って花の褥しとねで夜を明かした。

　ここに水稀の居場所はあるけれど、家族のように近しい人はいない。水稀の故郷のことを話していいのは秀瑛だけだし、秀瑛の笑え顔がおを見ると、秀瑛をもっと笑顔にするにはどうしたらいいのかなと、いつの間にか思っている。この思いが親愛なのか、もっと他ほかのものなのかは、はっきりと解わからないけれど。

「秀瑛はさ……」

「うん──？」

　水稀の気持ちを知しらん振ぷりするみたいに、秀瑛はまだ艶つやっぽい声を出しながら水稀の太ふと腿ももに手を滑すべらせてくる。水稀はその手の甲こうをぱしっと叩たたいてやった。

「痛いって……」

「そういうの、今はいいから……！　──もう！」

　自分の気持ちを偽いつわることも、噓うそをつくことも、苦手だ。水稀自身がこうだから、秀瑛は水稀の考えていることなど手に取るように解るのだろう。それならなおさら、隠かくそうとしたって、意味は無い。だから水稀は思ったことを素す直なおに口にした。

「ちゃんと話がしたい。もっと聞かせてよ、秀瑛のこと」

「この前の生おい立ち話の続きを？　俺はやらしいことの続きの方がいいけどな」

　秀瑛はそう言って笑いはしたけれど、それはとても柔やわらかな笑顔だった。その笑顔を見た水稀は、秀瑛の言葉の後半をわざと無視して聞いた。

「秀瑛が後宮で生活していたころは、どんなだった？　──夜も、吟花宮に居た？」

　秀瑛が今の水稀と同じ十八、九歳だったころ、秀瑛はここでどんな暮らしをしていたのだろう。水稀と同じように吟花宮で一人で夜を過ごすこともあったのだろうか。

「俺は引く手数多あまただからな。夜になればここを抜け出し、城外に住むあちこちの姫ひめ君ぎみのところに忍び込んでは夜明けまで──」

「………」

　水稀は今度こそ体ごと秀瑛の方へ向き直り、無言のまま大きな瞳で秀瑛を睨みつけた。

　その気き迫はくを秀瑛は苦く笑しようしながらさらりと受け流す。

「まあ、冗じよう談だんはさておき──俺の父親は皇こう帝てい陛下だし、両親は居ないようなものだった。でも後宮の住人が家族みたいなものだったからな。特別淋しいと思った記き憶おくはあまり無いな」

　それは水稀も同じだった。水稀には両親が居なかったが、親代わりの大婆さまがずっと一いつ緒しよに居てくれたし、村のみんなもいつも水稀のことを守ってくれた。

「でも、いずれは本当の家族ができればいいとは思う」

「本当の家族？」

　水稀が見つめる秀瑛の笑顔の中には、わずかな憧どう憬けいのようなものが含ふくまれているように感じ取れた。

「そう。揺ゆるぎない想いをもって、いつまでも手を取り合っていけるような、家族──ま、いずれの話だ。俺は今、国政で手いっぱいだからな」

「そうだね……」

　互たがいを大切に想い合い、ずっとそばに居ることができたら、それが本当の家族なのかもしれない。秀瑛は皇太子だから、いつかはお妃きさきさまを迎むかえて世よ継つぎをもうけるのかな。そのとき僕はまだここに居る？　秀瑛のお妃さまって、どんな感じなのかな──水稀はほんの少しだけ複雑な気持ちになりながら、星ぼしのまたたく夜空を仰あおぎ見た。

　宵よいの口からささやかにあらわれていた月が、少しずつ中天に向かっている。

「あ。もうすぐ満月だ」

　丸く明るい光を放つ月に後押しをされた星ぼしは輝かがやきを増し、反対にかがり火はその勢いを失なくしつつある。闇やみ夜よを照らす競演は、勝敗が決まったらしい。

「僕の村では満月の夜に龍神さまに御お神酒みきと神楽かぐらを奉ほう納のうするんだ。ここでもしていい？　生まれてからずっとしてきたことなんだ。だから……」

「満月の夜に酒を吞のんで踊おどる……要は体ていのいい宴うたげってことだろ。ご自由に。──義いも妹うと姫ひめたちに酒は吞ませるなよ」

「だっ、誰だれが吞ませるもんか……！」










　秀瑛と星さがしをした翌日から、本当に雨が降った。

　その雨は長雨となり、今日が三日目である。

「ずっと、あめ」

「うん。──みんなは、雨が嫌きらい？」

　水稀の問いに、幼い姫たちは皆そろって首を横に振ふった。

「砂がふるのはイヤ！　でも雨はうれしい！」

「そうだね。雨が降るのは嬉しいね」

　春特有のひどい黄こう砂さの後の雨を、喜ばない者はいなかった。後宮内にも、安あん堵どの空気が流れていた。

　今日の姫君たちは、それぞれ手にした美しい小皿に雨水を集め、そこに色とりどりの小花を浮うかべてままごとをしていた。女御たちも、長雨を愛めでながら子供たちを見守っている。

　水稀と一緒になって姫君たちの遊び相手をする陽香も嬉しそうだった。

「後宮がこんなおだやかな笑い声に包まれるのは久しぶり。殿でん下かにもこの風景をお見せしたかったわ」

「そういえばまた秀瑛を見かけないけど、会議が忙いそがしいのかな？」

「それが、事情通の女御さまから話を聞いたんだけどね、殿下がとうとう頭の固い大臣さまたちを口説き落として、運河と水路を造ることに決まったんですって」

「本当!?　それって素す晴ばらしいことなんだよね？」

「ええ。これで遠方の村々とも行き来ができるようになるはずよ。きっと物資も行き届くようになって、多くの民たみが救われるわ」

「そうか……秀瑛、すごいな──」

　降りしきる雨の中、側近や学者とともに河の水位や水路用の土を調べる皇太子の姿が容易に想像できて、水稀は嬉しくなって微笑ほほえんだ。

　自分も一緒に行けたらもっと良かったのにな──そう思いながら、水稀は東の空を仰ぎ見た。

「雨。今夜には止やんでくれるかな」

「みずきはどうして雨がやむのを待っているの？」

「今夜は満月だから。僕の村ではね、満月の夜に龍りゆう神じんさまにお酒と舞まいを捧ささげるんだよ。今夜、ここでもそれをしていいって、秀瑛が言ってくれたんだ」

「わぁ、たのしそう！」

　後宮の中で水稀と最初に友達になってくれたのが、この凜りん凜りん姫ひめだった。歳は五つ。後宮の中で二番目に若い〝女によう御ごさま〟だ。凜凜姫は水稀のひざの上にちょこんと座り、小皿に浮かべた紅あかい花を水稀に手て渡わたしながら言う。

「わたしもおどっていいの？」

「もちろん。あと少ししたら準備を始めるんだよ。ね、陽香」

　水稀の言葉を受けた陽香が笑顔で応こたえる。

「お料理もお菓か子しもたくさんご用意しますからね、姫さま」

　それを聞いていた周りの女御や姫君たちからも、宴への期待の声があがった。

「あっ、ほんとに止むかもしれない。──ほら、凜凜、あそこを見て。雲が切れてきた」

「みずき！　虹にじは？　出る？」

「虹かぁ、どうだろう、出てほしいね」

「わたし、知ってるよ。虹はね、龍の神さまのもうひとつのおすがたなんだよね！」

「すごい、凜凜！　その通りだよ。どうして知ってるんだ？」

「お母さまが話してくれたおとぎばなしに出てきたの」

　でも、それは御お伽とぎ話ばなしじゃない、まぎれもない真実──虹は、龍神さまの現世での御姿なのだ。

　だからこそなかなか見ることができない。その御姿を見ることができた者には、龍神さまの御ご加か護ごがあるはず──水稀は金色の瞳ひとみで雲の切れ間を見つめた。

　しばらく待ったが虹はあらわれなかった。けれど雨は小こ雨さめになり、やがて霧きりに変わった。










　雨が上がり満月が昇のぼったその夜、いつもは静まり返っている後宮の中庭が、明るく楽しげな雰ふん囲い気きに包まれていた。

　女によう御ごたちがささやき笑い合う声、幼い姫君たちのはしゃぐ声、琵び琶わや笛の音色。

　ぱちぱちと弾はじける小さなかがり火に、お酒や果物、甘いお菓子の匂におい。

　その真ん中で、水稀は神楽を舞まった。村で大昔から続けられている様式にならって、普ふ段だんは束ねている髪かみをおろし、左手には鈴すずを付けた榊さかきの枝を持つ。

　ここに連れて来られた時は、もう月を愛めでることすらできないのではないかと思っていた。でも、こうやって打ち解けた人たちと一緒に満月の夜を過ごすことができて嬉うれしかった。

　今ごろ、村でも宴が始まっているはず──水稀は懐かしい村の人々も眺ながめているであろう同じ月を見つめた。

「水稀、こちらでお酒をいただきなさいな──」

「うん、ありがとう」

「水稀、おどり、とってもじょうず！」

　翠蓮たちと美味うまい酒を酌くみ交かわし、水稀を真似まねて踊り出す姫君たちを見て笑う。

　こんなに賑にぎやかな後宮を見るのは、水稀は初めてだった。

　ここに秀瑛が居てくれたら、もっと嬉しかったのに──居ないと解わかっていても、水稀は秀瑛の姿をつい探してしまった。

　秀瑛が信念を貫つらぬき運河と水路の建設にこぎつけたことを、後宮の人たちも喜んでいる。

　今夜、一緒になってお祝いすることができたら、秀瑛の皆みんなを思う気持ちも、後宮の人たちの秀瑛を思う気持ちも、混ざり合ってひとつになることができるのに。

「みずき、おどろうよ！」

「うん」

　水稀もまた姫君たちに混ざって踊ろうとしたその時、侍じ女じよの声が聞こえた。

　秀瑛殿下、お戻りでございます──。

「えっ？　うそ……」

　驚おどろく間もなく、秀瑛が回かい廊ろうに姿をあらわした。

　風ふ呂ろに入ってきたのだろう、ほのかな石せつ鹼けんの香かおりが、ひんやりとした夜の空気を伝って水稀の所にまでやってきた。

　木もく蓮れんの刺し繡しゆうをほどこした白絹の羽織を上品に着こなす、その美び麗れい極きわまる秀瑛の姿に、そこに居る者は皆みな、目を奪うばわれた。

「俺にかまわず続けてくれ」

　時間ぎりぎりまで宮きゆう廷ていで政務を執とっていたのだろうか、皇太子としての言こと葉ば遣づかいや所作が抜ぬけ切っていない秀瑛は、少し疲つかれた様子で空いている席に腰こしをおろした。間を空けず女御が酒を注ぐ。さかずきを傾かたむける秀瑛と目が合った。

「秀瑛、遠い所に居たんじゃ？」

「今こ宵よいは満月だろう。おまえが催もよおす満月の祭りとやらを見届けなくてはな」

「それで、わざわざここに？」

「おまえの神楽かぐらがどれだけのものか、評価せねばなるまい。──俺は舞にはちとうるさいぞ」

　二人で星さがしをしたあの夜の何気ない会話を、秀瑛はちゃんとおぼえていてくれた。

　そしてそのために遠方の水路工事現場から戻り、溜たまっていた政務をこなしてここに帰ってきてくれたのだ。

　ここに秀瑛が居てくれたら、という水稀の想おもいが通じたように感じて、胸が高鳴った。

　水稀は元気よく宴えん会かい場の中央に立った。水稀の明るく朗ほがらかな声が宴うたげの場に響ひびきわたる。

「今宵、ここに集まった皆の思いは同じです。秀瑛──皇太子秀瑛殿でん下かの英断を祝福し、騎丹大国の安あん寧ねいを祈き願がんして、神楽を一曲演じます」

　水稀の言葉に、その場にいた女御たち全員が賛同の拍はく手しゆを送り、それを受けた秀瑛が心から嬉しそうな笑え顔がおを見せた。久しぶりに若者らしい笑顔をした秀瑛に、後宮の雰囲気は一気におだやかさを増した。

　水稀は、流れてくる雅が楽がくに合わせて細い腕うでを伸のばし、左手に持った榊の枝を満月にかざす。

　しゃん、しゃん、と鈴が澄すんだ音を奏かなでた。銀色の月光を受けた水稀の体が夜の闇やみに青白く浮かび、金色の瞳が神秘的な輝かがやきを放つ。

　水稀の舞にほれぼれと見入る女御たちが、本当に月の神が宿っているよう、と溜め息まじりにささやき合う。

　日ひ頃ごろから舞ぶ踊ようをたしなむ女御たちも加わり、それは優ゆう雅がな神楽となった。

「お兄さま、おひざにのせて」

「だめ、わたしがすわるのよ」

　最初は遠巻きに秀瑛のことを見ていた幼い姫ひめ君ぎみたちも、いつの間にか秀瑛のひざの上を取り合っている。どうやら酒を吞のみ舞をながめて良い気分になった秀瑛が、姫君たちに手招きをしたようだ。

「俺はどこにも行かんから、皆、仲良く順番にな」

　雨上がりの夜空は澄みわたっていて、満月は銀色の輝きを増してゆく。その月あかりの下もとでひらかれた宴には笑いが絶えず、水稀が思っていた以上に楽しいひとときとなった。

　夜も深くなり酒が進んでくると、酔よいつぶれた女御は侍女に介かい抱ほうされ、またある女御は寝ね息いきを立てる幼い姫を抱だき上げて自室に戻って行った。かがり火は消されたが、月つき影かげがくっきりとできるほど明るく、酒を酌むことに不便はない。

「水稀。もうやめとけ」

「まだまだいけるって。こども扱あつかいするなって言ってるだろー」

　秀瑛が来てくれたことがとても嬉しくて、女御さまたちとの宴が楽しくて、水稀は思わず結構な量の酒を吞んでしまった。

「──う、わーぁ」

「ばかっ、危ないっ」

　秀瑛にたしなめられたその先から足元がからまってしまい、秀瑛の手が伸びてこなければ派手に転げて腰を強打するところだった。秀瑛の手につかまった水稀は、そのままずるずると座り込み、秀瑛の胸に寄りかかった。

「そら、言わんこっちゃない。──気持ち悪いとか無いのか？」

「ぜんぜんへーき。……秀瑛、宴、楽しい？」

「ああ。後宮でこんな時間を過ごすのは本当に久しぶりだ」

「本当？　僕、嬉しい。──あ、れ？　凜凜が居る。おーい、凜凜」

「こら、ちょっかいを出すな。もう寝ねてる」

　秀瑛のあぐらの上で凜凜が眠ねむっていた。水稀と凜凜、二人に同時にもたれられても、秀瑛は少しも嫌いやな顔をしていなかった。

　秀瑛の長く綺き麗れいな指が、水稀の栗くり色いろの髪をゆっくりと撫なでてくる。何度か髪を梳すき、そのまま耳にかけてくれた。その手つきはとても丁てい寧ねいで優やさしくて、水稀は柔やわらかな眠ねむ気けにいざなわれた。秀瑛の胸は広くてたくましくていい匂いがした。枕まくらとしては最高だ。

　ふわふわととてもいい気分だった。秀瑛と女御さまの会話も、ずいぶんと遠くから聞こえてくるように感じる。秀瑛の言葉遣いからして、話のお相手は翠蓮さまかな──水稀はまぶたを閉じた。

「今日の殿でん下かは、昔のような良い御お顔かおをなさっておられます」

「そうですか？　私はそんなに仏ぶつ頂ちよう面づらをしていましたか」

「ええ。凜凜など怖こわがって殿下を見かけると隠かくれていたくらい。──でも今日はこのような小さな宴に御顔をお見せになるなんて、どういう風の吹ふき回しでしょう？　もしくはどなたかの影えい響きようでありましょうか？」

　水稀の方を見ながら話をする翠蓮に対し、秀瑛は微笑ほほえんだが応とも否とも答えず、自分のひざ元で眠る義いも妹うと姫ひめに目を落とした。

「凜凜、重たくなったな……」

「この子はもう五歳になりますよ」

「まことですか？　ついこの間まで回廊を這はい這いしていたような気が……。幼子の成長は早い──いや、それに気づくゆとりが私に無かったということでしょうか？　翠蓮どの？」

「そのこと自体に殿下がお気づきになったのであれば、それこそが幸い。──殿下こそ、立派な殿方に御ごせ成いち長ようされましたのに。もう女おな子ごの羽織など、身につけなくてよろしいのでは？」

「これは皇こう帝てい陛下との約束ですから。慣れたものです」

「即そく位いなされば、そのような御姿をされる必要もなくなりましょう。殿下のための新しい後宮も造られます」

「翠蓮どの。私は新しい後宮など必要としておりませんよ。馴な染じみのこの場所で充じゆう分ぶんです。吟花宮をよそへ移すわけにもいきませんしね」

「しかしながら、皇帝ともなれば、そういうわけにも参りません」

「そう、それが私の頭を悩なやませているのです──」

　そう言って秀瑛が水稀を見てきた気がしたが、眠りの淵ふちに落ちかけていた水稀は、それをはっきり知ることができなかった。
















「まぶしい──」

　朝あさ陽ひの矢にまぶたをちくちくと刺し激げきされるような感覚を受けて、水稀は目をさました。

　今日はもう少しまどろんでいたかったのに、そのあとすぐ鼻先に届いた秀瑛の残り香がで、水稀は跳はね起きた。

「痛っ……」

　ひどい二日酔いで、頭がずきずきと痛む。あたりを見み渡わたすと、ここは水稀が最初の夜に連れ込まれ、現在は寝ね泊とまりしている小部屋で、水稀の体には昨夜秀瑛が身にまとっていた木蓮の白絹羽織が掛かけられていた。

　秀瑛の匂においがしたのはこのせいか──ぼうっとした頭で考え、はっとなって羽織をめくり自分の体を確かめる。着物が乱された痕こん跡せきは無かった。

「危なかった……」

　眠ってしまった水稀を抱だきかかえ、この部屋に運んでくれたのはまちがいなく秀瑛だ。

　ゆめううつに秀瑛が何度も唇くちびるを重ね、水稀の両りよう脚あしを開いてその間に体を捻じ込んできたような気もしたが、はっきりとはおぼえていない。

　したたかに酔ってぐうぐうと眠る水稀に、秀瑛はそれ以上の行こう為いをあきらめたのかもしれない。

　部屋をただよう残り香はだいぶ強い。秀瑛はたぶんここで水稀と一いつ緒しよに眠り、夜が明ける頃ころに後宮を出て行ったのだろう。

「危なかった……の、かな？　──うー、痛い……」

　安あん堵どしているような、けれど心のどこかで少しだけ、ほんのちょっとだけ、酔いつぶれてしまったことを後こう悔かいしている自分も居るような──水稀は痛む頭を手でおさえた。

「おはよう……」

　ぼさぼさの髪かみのまま部屋を出て回かい廊ろうに向かう。そこで出会った若い侍じ女じよが水稀の姿を見てあきれ顔になった。

「おはよう。──あら、やだわ、水稀ったら。お酒くさいわ」

「えぇっ、くさい？　ごめん。頭が痛いんだ……」

「吞みすぎよ、食事をとって薬を飲みなさいな。薬箱は炊すい事じ場ばにも置いてあるわよ」

「わかった、ありがとう」

　炊事場に行き、そこで配はい膳ぜんをしていた陽香に朝食と薬をもらう。食しよく膳ぜんを共有の広間に運び、そこで食事をいただいていると、昨夜の宴に参加した女によう御ごたちが数人あらわれた。

「おはよう、水稀。ゆうべは本当に楽しかったわ。また来月もいたしましょう」

　同じように酒を吞んだはずなのに、だらしなく酒の残った水稀とは違ちがい、みんな朝から煌びやかだ。

「うん。またできたらいいな」

　若い女御たちが妙みように浮うかれている。水稀は不思議に思いながら白ご飯を口へ運んだ。

「みんな、どうしたの？」

「ゆうべの殿下の楽しそうな御お顔かお……、あのように一緒に過ごしたのは本当に久しぶりだったのよ」

「そうなんだ。なら良かった。秀瑛もここに戻もどってくるときくらいは、昨日みたいに肩かたの力を抜ぬけたらいいよね」

　水稀の言葉を聞いた女御たちが顔を見合わせくすくすと笑う。

「殿下が変わられたのは水稀がここに来てからだと、皆みな、感じているのよ」

　予想もしない話が女御たちから出てきたので、驚おどろいた水稀はあやうく口の中のおかずを吐はき出してしまうところだった。それをなんとか飲み込む。

「そっ、そんなこと無いだろ」

「いいえ、きっとそうだわ。最近またよく後宮に御顔を出すようになってくださったのも、水稀が居るからよ」

「えぇ？　考えすぎなんじゃ……？」

「皆そう噂うわさしているわ」

　そう話しながら、若い女御たちはまだ食事の終わっていない水稀の周りに寄り集まって座り、おおいに盛り上がりはじめた。

「美び麗れいなる御姿に、賢けん明めいな執しつ政せい者……そして私たち後宮の者に優しく、騎丹大国の民たみを大切になさり──今の皇太子殿下は向かうところ敵なしだわ」

「あぁ、我が君……」

「あら、だめよ、わたくしたち陛下の妻なのに！」

　女御の一人が、おどけて両手を合わせうっとりとする仕草をし、それを見た他の女御たちがきゃっきゃとはしゃぐ。

「わたくしたちに優しくはしてくださっても、どこかで一線を引いておられたあの殿下が、水稀だけには御おこ心ころを開かれたんだわ」

「本当にあなたが来てから、後宮の雰ふん囲い気きも殿下の御顔も明るくなったのよ」

「水稀、あなたのおかげにちがいないわ」

　そうやってふざけ合う女御たちに挟はさまれながら、水稀は顔を昨夜の酔よった時よりも赤くした。

「そ、そんなこと、言われても……」

　急に秀瑛のことをあれこれと思い出してしまい、水稀は戸と惑まどった。

　煌びやかな女物の羽織を身にまとう姿も、その下に隠された男の匂いも、国や民のことを本気で思い憂うれう賢さかしげな横顔も、知らない間に簡単に思い浮かぶようになっている。

「困る、よ……」

　疲つかれていても満月の夜にちゃんと戻ってきてくれた秀瑛。ゆめうつつに感じた柔やわらかな唇の感かん触しよく、置いていった羽織に息づくその甘い残り香までも──どっ、どっ、と心臓の音が体に響ひびく。その強さは頭痛の疼うずきをしのぐほどだった。

　──なんだ？　食べさせてくれるんじゃないのか？──

　他愛たわいのない会話ですら思いだされて、自分で自分の感情をうまく制せい御ぎよできなくなった水稀はひどく焦あせった。その焦りがさらなる動どう悸きを呼ぶ。

「頭いたい。薬、にがい……」

　頭痛も動悸も早く治まってほしい水稀は、白さ湯ゆで薬を胃に流し込んだ。
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　秀瑛の執しつ務む室の窓に大きな夕陽が映る。

　秀瑛の黒こく檀たんの机の上は、今日じゅうにさばきたい書類や信書が山積みになっていた。

　どうやらまた無理のようだな──満月の宴うたげの夜からしばらく様子を見ることができていない後宮へ、秀瑛は今夜も行くことをあきらめた。

　夕陽色に染まる執務室の扉とびらがこんこんと鳴った。入室を許可すると、また新たな信書の束を手に、翔達が入ってきた。

「秀瑛さま」

「なんだ翔達。俺は忙いそがしい。できれば三十秒ほどで話をつけてくれ。──あと、蠟ろう燭そくな」

「はい。──本日、昼食を共にした官かん僚りようたちから、ある噂を聞きました」

「どんな」

　秀瑛は大量の信書に目を通し、そこに朱しゆ筆ひつで返答を記入していく。その筆を止めずに翔達の話を適当に聞いていた。

「皇太子殿でん下かが後宮に匿かくまった、さる者にご執しゆう心しんとの噂──」

「なに？」

　秀瑛は朱筆を走らせる手を止めた。翔達が蠟燭を点つけた燭しよく台だいを黒檀の机に置きながら続きを話す。

「それはいったい誰だれのことだろうと、官僚たちは口々に申しておりました」

「それほどまでに噂は広まっているのか。まずいな」

　秀瑛は朱筆を持つ手の甲こうを唇に押し当て、しばらく思案した。

　噂というものは非常に厄やつ介かいだ。発信元がどこか解わからないくせにその伝達速度は秀瑛の出す指令文よりはるかに速い。この話もおそらく紫紀の耳に届いているだろう。あの執しゆう念ねん深い男が龍りゆうの一族を前に簡単にあきらめるはずがない。何も起きなければ良いが──。

　まっさらの紙を取り出した秀瑛は、そこに指令文をしたためて皇太子の印を捺し、翔達に手て渡わたす。

「翔達。後宮の警備を強化するよう、警けい邏らに通達を」

「かしこまりました」
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　一番星が輝かがやき出したある日の夕暮れ、水稀はいつも通り姫ひめ君ぎみたちが自室に帰る後ろ姿を見送った。そして幅はば広ひろい廊ろう下かに散らばった玩具おもちやを拾い集めながら、昨日も一昨日おとといも後宮に姿をあらわしていない秀瑛のことを思い出す。

　──今日も秀瑛はここには来ないかな。やっぱり執政と公共事業が重なって、忙しいのかもしれない。

　次に顔を見ることができるのはいつだろう。そんなことをぼんやりと考えながら、最後の玩具を拾い上げた時、中庭に人の気配を感じた。

　女御とおぼしき人が、夕ゆう闇やみの中に一人で佇たたずんでいる。とても珍めずらしいことだ。水稀は声をかけた。

「女御さま？　そこでなにしてるの？」

「この花の名を、教えてはいただけませんか」

「え？」

　その人は中庭に植えられた、たわわに咲さきこぼれる雪ゆき柳やなぎのそばから離はなれようとしなかった。水稀は玩具を手に持ったまま中庭に降り立ち、その人へ近づいていった。

　綺き麗れいな更さら紗さの布を頭からかぶっているが、布からあふれるような髪は秀瑛よりも長く、その肌はだは純白の雪柳と溶とけ合うほどに白かった。

　どこから見ても女の人だ。後宮に住んでいても違い和わ感かんは無い。

「この花は雪柳って言うんだ。──僕の名前は水稀。あなたは？」

「わたくしは紫紀と申します。……水稀。とても美しい響きですね」

　紫紀と名乗ったその人は、秀瑛とはまた種類の違ちがう美しさを持ち、柔らかな物もの腰ごしと言こと葉ば遣づかいをしていた。透すき通るような声をしていて、やはり後宮に住む女によう御ごさまなのだろう。

「紫紀さま、もう夕食の時間だし、部屋へ戻ろう」

「そうですね。──雪柳の花がとても美しくて、ここから離れられずにいました。よく似た花がわたくしの故郷にもたくさん咲いていたのを思い出していたのです」

「そうなんだ。紫紀さまの故郷も、緑が豊かなの？」

「ええ。それはもう。ですがわたくしは十年以上も故郷へ帰れていません」

「十年以上？　それは淋さびしいよ」

「本当に淋しいものです。懐なつかしい家族とも会えていません。母親は肺を患わずらっているのに、なにもしてやれず、心配で……」

「そんな……。お母さんに会いに行ってあげてよ。すぐにでも皇こう帝てい陛下に外出の許可をお願いしてみたらどう？」

「そうですね。──水稀、あなたは？　家族のいる故郷に帰りたくないのですか？」

「えっ。そ、それは……」

　水稀はすぐに答えることができなかった。

　村のことを、大婆ばばさまたちのことを、そして龍の樹のことを忘れたわけではない。

　今でも夜に一人でいると、水すい滴てきのきらきらと輝く龍神の森の風景を思い出してしまって、眠ねむれなくなることがある。

　そういうとき、水稀は真夜中でも部屋をこっそり抜ぬけ出して吟花宮へ向かう。そして降り積もる花びらの上に横になると、自分のひざを抱だくようにして体を真ん丸くし、まぶたを閉じる。水稀の頰ほおを流れ落ちてゆく花びらの感触はとても優やさしい。

　吟花宮には、龍神の森とよく似た空気が流れている。水の気配と花の匂におい。この場所が、水稀をちゃんとなぐさめ、元気づけてくれる。

「水稀。あなたは急に王宮へ連れてこられたのでしょう？　村の仲間があなたのことを心配していると思いませんか」

「う、ん……」

　ここで暮らす女御さまたちとは、若い人からお婆ばあさままで、皆みなと仲良くなった。侍じ女じよたちも、心強い女きょうだいのように、水稀に優しく時に厳しく接してくれる。でも──。

「紫紀さまの言う通りだ……」

　突とつ然ぜんさらわれて、そのままになっていて、大婆さまには何も伝えられていない。

　手紙でも、伝言でもいい、せめてここで元気に暮らしていることだけでも知らせることができたなら。いや、いっそのこと、会いに行けたなら──思いがけない紫紀の言葉に、水稀は急激に郷きよう愁しゆうの思いに駆かられた。

　紫紀が身をかがめ、背の低い水稀の視線と高さを合わせてきた。鼻先が触ふれそうなほどに、紫紀の真っ白な顔が近づく。

「あ……」

　一いち陣じんの夜風が吹ふき、更紗布からあふれた紫紀の長い髪が揺ゆれた。なまぬるい夜風も紫紀の髪も、まるで水稀にまとわりつくようで、水稀は下を向いてしまった。

　紫紀が声を丸くして優しくささやいてくる。

「あなたのことを心配している村の人たちに、早く元気な姿を見せてあげなくてはいけませんね……」

「でも、僕、どうしたらいいのか……」

　会えないと思っていた村の人々には会いたい。でも、ここを出てしまったら、そうしたら秀瑛とはもう二度と──そう考えて、水稀は寒くもないのになぜか身み震ぶるいのようなものをしてしまった。

　──なに、今の？　僕、怖こわいのか？　秀瑛に逢あえなくなることが？

「殿下も、本当はあなたを村へ帰したいと思っているかもしれません」

　水稀は、はっと顔を上げた。会ったばかりの女御さまに心を見み透すかされたような気がした。

「秀瑛は、ここに居ろって……」

　その紫紀の瞳ひとみが、すっと細くなった。

「あなたは急に王宮へ連れてこられた。しかし殿下の方こそ突然あらわれたあなたの身の振ふり方にさぞ頭を悩なやませたでしょうね。男子なのにどうやら神官に狙ねらわれていて、適当に扱あつかうこともできない」

「どうして、それを知って──」

「皇帝陛下の後宮に匿ったのはいいものの、いつまで隠かくし守ればいいのか解らず、その間、妃きさきを娶めとるなどもってのほか。殿下は今、ひどく行動されにくいのではないでしょうか」

「そ、れは……僕が、ここに居るせいで？」

「たとえそうであっても、殿下はそんな素そ振ぶりすら見せないでしょう？　殿下はお優しいかたですから」

　何の前まえ触ぶれもなく突つきつけられた紫紀の冷静な言葉に、水稀は心臓をつかまれたような錯さつ覚かくに陥おちいった。この女御さまはどうしてここまで詳くわしく知っているのか、でもこの女御さまの言っていることは、きっと何ひとつまちがっていないと、突然混乱の渦うずに突き落とされた水稀は紫紀の言葉に翻ほん弄ろうされた。

「殿下は、この大国の希望です。多くの妃を娶り、優ゆう秀しゆうな御お世よ継つぎを為なすことが、民たみの願いであり、次期皇帝である彼の義務なのです」

「御世継ぎ……」

「そうです。未み婚こんの皇帝など、どこにもいません。殿下はいずれ即そく位いされます。それにもかかわらず、殿下がいまだ妃を一人も娶る様子を見せないのは……。水稀、あなたがここに居るからだとしたら──どうします？」

「うそ、だ……。だ、だって秀瑛は……今は国政で手いっぱいだからって、言ってた」

「それがあなたへの単なる気づかいだとしたら？」

　いずれは本当の家族ができればいいとは思う──そうだ、秀瑛はたしかにそうとも言っていた。水稀は短くなってしまった呼吸をくりかえす。胸が苦しくて上手に息ができない。

　もうやめてほしかったのに、紫紀は抑よく揚ようの無い声で静かに話しつづける。

「本来ならお妃さまと愛し合い、御世継ぎを為す時間を、殿下はあなたに割さいているのかもしれません」

「そんな──」

　紫紀の言う通りだと思った。水稀はさらわれてきた自分だけがつらいとばかり思っていた。でもそうじゃない。秀瑛にだって大きな負ふ担たんがかかっている。

　美しい吟花宮も、時折見せる笑え顔がおも、無防備な寝ね顔がおも、熱の籠こもった甘い声も、残り香がのする綺き麗れいな羽織も、なにもかも、あれはすべて水稀に向けられるべきものではない。あれはすべて美しいお妃さまたちに向けられるものだったんだ──水稀は目の前が真っ白になってしまった。

「秀瑛……」

　ほんの少し前までその存在すら知ることのなかった秀瑛のことが、気になるのはあっという間で、大切に想おもうことにも時間はかからなかった。それなのに、それをまた忘れることは、難しい。自分の心から去らせることは、こんなにも難しい。

　どうして、こんな気持ちになってしまったのだろう。水稀は不思議でしかたなかった。

「水稀？　大だい丈じよう夫ぶですか。許してください。わたくしが一度に色々と言い過ぎてしまったのかもしれません。でも、わたくしはあなたのことも殿下のことも思って──あなたが村に帰るのは、今がちょうどいいと思ったのです」

「………」

　本当にたくさん言われ過ぎて、水稀は混乱していた。でもひとつだけはっきりしていることがある──大切な秀瑛の、邪じや魔まだけはしたくない。

　こうやって離れている今も、しばらく姿を見ていない今も、水稀が考えているのは秀瑛のことばかりだった。

　ひび割れた大地に心を痛め、枯かれた田畑を見て涙なみだすることはあっても、誰だれかを思い浮うかべて心が震ふるえたり、逢えなくなるのが怖くて泣きそうだなんて。そんなの知らない。

　村に帰れば、この気持ちは消えてくれるだろうか。水稀が村へ帰れば、秀瑛の負担も消えてくれるのだろうか。

「し、紫紀さまについていけば……、村に帰れるのか？」

「ええ。──今、ここを出ることができる門が開いています。行くなら今しかありません」

　水稀は、片づけようと思ってずっと手にしていた玩具おもちやをぽとりと落とした。

　細めた瞳でそれを見た紫紀が、黙だまって水稀に背を向け歩きはじめた。水稀もそれ以上言葉を発することなく、紫紀の背を追った。

　あたりはすっかり暗くなっていた。申し訳程度のかがり火しか灯ともされていない回かい廊ろうに、聞こえないはずの凜りん凜りんの声が響ひびく。

「おもちゃ、どこ？」

「姫ひめさま、もう暗いですから、お部屋へお入りください。玩具は水稀かわたくしが──」

　後ろからを追いかけてきた陽香が、慌あわてて凜凜を抱き上げる。陽香の着物をきゅっとつかみ、凜凜がつぶやいた。

「ねぇ、おもちゃとみずきはどこ？　──みずき、どこへいくの」

「姫さま──？」

　凜凜の大きな瞳が闇やみ夜よの一点を見つめている。陽香もつられてその方向へ視線をやった。

「あれは……!?」

　中庭でうごめくふたつの人ひと影かげが闇夜へ溶とけていくのを見たのは、凜凜と陽香だけだった。
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「水稀はどこだ？　部屋にも吟花宮にも居なかったが。風ふ呂ろか？」

「はて、つい先ほどまでこのあたりで玩具の片づけをしていたような気が……。炊すい事じ場ばにでも行ったのでしょうか？　侍女に呼んでこさせましょう」

　宮きゆう廷ていでの執しつ務むを終えた秀瑛は、久々に後宮へ向かった。翠蓮や親しい義あ姉ね女によ御うごとともに回廊を進む。そこへ涙なみ眼だめになった陽香がやってきて、すがるように秀瑛の足元にひれ伏ふした。

「殿下……っ。まちがいであってほしいのですが、つい先ほど……」

「どうした、陽香」

「み、水稀が、後宮の裏門へ……」

「なんだと？」

「一人ではありませんでした。ほとんど見えなかったのですが、誰かが前を歩いているようでした。……慌てて追いかけたのですが、門の外は真っ暗ですぐに見失ってしまい……」

　秀瑛は自分もしゃがみ込み、おえつを漏もらしながら顔を伏ふせる陽香の肩かたを撫なでてやった。

　そして落ち着いた声でたずねる。

「水稀の前を歩いていた者の特とく徴ちようは？　髪かみ型がたや服の色だけでも……解わかることは無いか？」

「髪かみは腰こしよりももっと長く、服は、この闇やみの色のように深い、紫むらさき色いろ──」

　それだけでもう、充じゆう分ぶん不ふ吉きつな予感がした。

「まさか──紫紀！」

　秀瑛はすぐさま立ち上がった。まだ泣きやまない陽香を、翠蓮と義姉女御がいたわる。

「よく教えてくれた。礼を言う。後宮周辺の警護を強化させるが、おまえたちも今夜は早めに部屋へ戻もどれ。いいな。──翠蓮どのたちも、すみやかに御ご所しよへ入られよ」

「はい」

「なんてことに。殿下も、どうぞお気をつけて……」

　ものすごい勢いで後宮の大門を出た秀瑛の元へ部下たちが集まってくる。

「翔達っ、馬を出せ！　──かがり火を！」

　すぐさま翔達が秀瑛の馬を連れてきた。黒葦あし毛げの駿しゆん馬めにひらりとまたがり、的確に指示を出す。

「後宮の住人が紫紀に連れて行かれたようだ。三人ずつ四方に分かれて探せ。一時間探しても見つからなければ撤てつ退たいしてよし。残りの者は宮廷ならびに後宮の警護にあたれ」

　威い勢せいの良い声で親衛隊が返事をし、それぞれの持ち場へと馬を走らせて行く。

「遠くには行っておらぬはずだ。──探せっ」
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　後宮のかがり火が増えたような気がする──久しぶりに外界へ出て自由を得たというのに、水稀の心は少しも晴れなかった。

　後ろ髪がみを引かれるようにして振ふり返ると、そこにいつもより明るく照らされた後宮の高い塀へいがあった。ぱちぱちと音を立てて爆はぜる火の粉が、〝秀瑛に気づかれる前に早く戻ってきなさい〟と、水稀を叱しかっているように見えた。

　やっぱり、誰にも何も言わずに出てきてしまったのは、勝手すぎたかもしれない。突とつ然ぜんあらわれた男子を嫌いやがることも敬遠することもなく匿かくまってくれた女御さまたちに、挨あい拶さつひとつもしていないなんて、礼れい儀ぎに欠ける。

　なによりも、これは秀瑛の思いやりを最も裏切る行こう為いだ。後宮を出ることができないだけで、それ以外、水稀は不自由なく生活できていた。それは水稀の知らないところで秀瑛が様々な配はい慮りよをしてくれているからだと、もう気づいていたのに。

　前を歩く紫紀は後宮の裏門を出てからずっと、ひとことも話さない。

　水稀は、自分の中でどんどん膨ふくらんでいく不安を抑おさえるように胸に手をあてた。そうやってしばらくは足音をほとんど鳴らさず歩く紫紀の後ろについて歩いた。

　後宮のかがり火が遠くなると、そこにはいよいよ夜の闇が広がり、土と地ち勘かんの無い水稀は、どこに道があるのかも解らなくなってしまった。闇夜の一部が動き、水稀はびくりと体を震わせた。よく目をこらして見ると、そこに馬が一頭つながれている。

「僕はこれに乗って村へ帰ればいいの？」

　水稀に背を向けたまま、紫紀は答えなかった。

「紫紀さま……？」

　紫紀のかぶる更紗布が音もなく地に落ちる。ゆっくりと振り返った紫紀の、その異常なまでに白い顔に浮かんだ不気味な笑えみを見た時、水稀の中で膨れ上がった不安が、はじけた。

　──この人、女御さまじゃない……！

「なんだよっ、離はなせっ！」

　逃にげる間もなく、水稀は手首を紫紀に取られていた。ものすごく強い力だった。氷のように冷たい紫紀の指先が、水稀の頰ほおに容よう赦しやなく食い込む。

「ウッ！」

　つかまれた顎あごごと、ぐい、と無理やり後宮の方へ向かされた。水稀の金色の瞳ひとみに、遠くで揺ゆれるかがり火が映る。

「ほう。たしかに美しい。聖なる龍りゆう神じんの金色……。しかし片目か──出来損そこないの可能性がある」

「なん、て……？」　>>>♥

　紫紀の言葉じりには期待はずれの色がたっぷりと含ふくまれていた。水稀はひどく傷ついた。

　水稀は今まで自分の瞳を特別だと思ったことは無かった。秀瑛も驚おどろいたのは最初だけで、水稀の瞳の色を馬ば鹿かになんてしないのに。

　それなのに、どうしてこの人なんかに──水稀は怖こわくて腹立たしくて、でもどうにもできなくて、体ががくがくと震えはじめた。

「離せっ！　離せったら！　僕に触さわるな！」

「どうぞお静かに。騒さわがしいのは好きではありませんので」

「だ、騙だましたのかっ！」

「これしきのこと、騙したうちには入りませんよ、龍の君」

　ほほ、と紫紀は変な笑い方をした。

「予想した通りでした。水稀、あなたはおそらく辺境の地で自然ばかりを相手に何の憂うれいもなく育った。ゆえに人を疑うことができない、噓うそもつけないし見み抜ぬけない。とても素す直なおで──そしてひどく愚おろかだ」

　本ほん性しようをあらわした紫紀は残ざん酷こくな笑えみを浮かべ、水稀の軽けい率そつな行動をなじった。

「あなたの村──龍神のいらっしゃる場所を吐はかせるのも、至し極ごくたやすいでしょうね。なんとも嬲なぶりがいの無い。まぁいいでしょう。続きは神しん殿でんに帰ってからにいたしましょう」

　水稀は我が耳を疑った。今、この人は何と言った？　神殿に帰るって──？

「あ、あんたが……あの神官──？」

　背中を小さな蛇へびが這はったような錯さつ覚かくをおぼえ、水稀は戦せん慄りつに肌はだを粟あわ立だてた。

　秀瑛があれほど神官に見つからぬように、とくりかえし水稀を導いてくれていたのに。水稀は自分から蛇の巣へ飛び込むようなことをしてしまったのだ。

　秀瑛の覚かく悟ごや女御さまたちの厚こう意いを、自分の手でめちゃくちゃにしてしまうなんて。

　怖いよりも腹立たしいよりも、自分の浅はかさに嫌いや気けがさして、水稀は泣きそうになった。

「やはりわたくしのことを皇太子から聞いていたのですね。それならますます話は早い」

　水稀の手を縛しばるための縄なわを、紫紀が筒つつ状じようの袖そでの中から取り出した。その隙すきに水稀はもと来た道を走って逃げようとしたが、逆に紫紀にもう片方の手まで取られてしまった。

「──っ！」

「暴れないでください。怪け我がをさせたくありませんから」

　心臓が痛いほど高鳴っている。抵てい抗こうしたいのに、その気力が水稀には残っていなかった。

　もう、おしまいだ──。

　その時、地面をとどろかせる蹄てい鉄てつ音が聞こえてきた。音の数からして、三、四頭だろう。

　水稀はこちらにやってくる馬の群を目をこらして見つめた。その金色の瞳に映ったのは──。

「あ……！」

　黒葦毛の馬に乗って先頭を走るその人は、長い黒くろ髪かみを揺らし煌びやかな女性用の羽織を夜風になびかせていた。

「そこまでだ」

「これはこれは……殿でん下か、今から遠乗りでございますか？　その御お姿すがたから察するに、水路整備のためでございましょうか。はたまた夜の御おた戯わむれに？　いずれにせよお疲つかれさまにこざ──」

「黙だまりおれ」

　それは水稀があまり見ることのない、皇太子の秀瑛だった。その顔つきも所作も言こと葉ば遣づかいまでも、すべて徹てつ底ていされた、どこにも隙のない──騎丹大国次期皇こう帝ていの姿だった。

「その者は後宮の住人であるぞ。それをかどわかして何とする？　返答次し第だいによっては──」

「返答次第によっては──いかがなさるおつもりでございましょう？　殿下？」

　静かに怒いかりの念を燃やす次期皇帝を前にしても、紫紀は引き下がろうとしなかった。

　秀瑛は馬上で紫紀を見くだしながら、腰の後ろに手をまわした。間をおかず金属のこすれ合う音が聞こえ、秀瑛が鋭するどく光る刀の切っ先を紫紀に向ける。

　皇太子秀瑛の声は、静かで美しく、そしてどこまでも冷れい徹てつだった。

「申したであろう。貴き殿でんの首を刎はねることなど、余にとっては造作もないことだと」

　秀瑛、本気だ──水稀にもその静かな気き迫はくがびりびりと伝わってくる。それを紫紀が感じ取らないはずがなく、劣れつ勢せいを悟さとった紫紀は、ようやく水稀を解放した。

「あ、っ……？」

　少しでも紫紀から離れたかったのに足あし腰こしに力が入らなくなっていて、水稀はその場にへたり込んでしまった。刀を鞘さやに納めた秀瑛が馬を下りて水稀の元へ駆かけてくるのと、秀瑛の部下たちが紫紀を取り囲むのは同時だった。

「秀、瑛っ」

　皇太子の顔をしたままの秀瑛は、水稀と眼めを合わせようとしてくれなかった。

　黙って水稀を抱だき上げると、黒葦あし毛げの馬に乗せ、自分も馬上の人となる。

「龍の君……またいずれ──」

「あ……」

　紫紀が、あきらめませんよと言わんばかりのねばついた視線を水稀へ送ってくる。水稀の体の震ふるえが収まらないのはそのせいかもしれない。

　それを感じ取ってくれたのか、水稀の後ろに座った秀瑛が手た綱づなを詰つめぎみに引いた。

　秀瑛の胸と両りよう腕うでで完全に包み込まれ、水稀の視界から紫紀は消えた。

「神官どのを神殿までお送りせよ。──くれぐれも丁てい重ちようにな」

　秀瑛は抑よく揚ようの無い声で部下たちに命令すると、馬の腹を蹴けった。

　黒葦毛の駿しゆん馬めの駆ける速さに、細い体を持っていかれそうになった水稀は秀瑛の胸に頰をぶつけた。押し黙って手綱をあやつる秀瑛を見上げても、その表情をはかり知ることはできなかった。

「秀瑛……？」

　でも、胸に触ふれた頰から伝わってくる秀瑛の鼓こ動どうは、水稀と同じくらいどくどくと高鳴っていた。










　煌こう々こうと光るかがり火に照らされた外がい壁へきとは反対に、後宮の中は薄うす暗ぐらく、しんと静まり返っていた。

「秀瑛……、あ、あの……」

　きちんと謝って状じよう況きようを説明しなくてはと思っているのに、秀瑛のまとう空気が、そうさせてくれなかった。

　水稀はひざ裏とわきに滑すべり込んできた秀瑛の手で軽々と抱き上げられてしまい、馬から下りた後も地面に足をつけることを許されなかった。いくら足腰が立たなかったとはいえ、これはない。お姫ひめさまじゃないんだから、と水稀は手足をじたばたさせた。

「降ろしてよっ。僕、自分で歩けるから……！」

「静かにしろ、皆みなもう休んでいるんだ」

　秀瑛は水稀を抱だきかかえたまま、誰だれもいない回かい廊ろうを大おお股またで進み、庭を突つっ切る。吟花宮の低い門を押し開くと、降り積もった花びらの上へ水稀を放ほうり投げるようにして降ろした。

「痛いった、っ……」

　一いつ斉せいに舞まい上がった淡あわい紫むらさき色いろの花びらが、吹雪ふぶきのようになって水稀の視界をさえぎり、一いつ瞬しゆん、秀瑛の姿が見えなくなった。それらがふたたび降り落ちるその前に、見失った秀瑛の、その瞳ひとみが水稀の目の前にあらわれた。

「あ、っ……！」

「水稀、なぜここを出た？」

　いつもは音もなく降り落ちてくる花びらが、今ばかりはさわさわと音を立てて急せくように水稀の胸に落下し、秀瑛の肩かたに積もる。その風景は、まるで互たがいの取り乱した心をあらわしているかのようだった。

「ごめん……、ごめんなさい、僕──」

「今までのおまえや後宮の者たちの努力を無にする気か？　よりによってなぜ紫紀と……」

　険しい表情の秀瑛に手を強く握にぎり締しめられ、水稀の心にどっと後こう悔かいが押し寄せてきた。

　やっぱり秀瑛の言いつけを守るべきだったのだ。でも、あのときの自分は、気づきたくなかった事実を紫紀に告げられ混乱してしまっていた。

「あの人が秀瑛の言ってた神官だなんて解わからなかったんだ。──それに……」

「なんだ？」

　間近に迫せまる秀瑛の瞳が、もう見慣れたはずの美しい瑠る璃り色いろが、いつもと違ちがった色に見えるようで悲しかった。

「……っ、……」

　心がきりきりと痛んだ紫紀のあの言葉たちを、自分の口で言わなくてはいけないのは、つらい。水稀はうつむいて唇くちびるを嚙かんだ。

「水稀。奴やつの話したことを言うんだ」

　秀瑛の声が厳しさを増した。鼻の奥がつんと痛くなり、涙なみだの気配がする。水稀はかたくまぶたを閉じ、溜ため息に乗せてなんとか声をしぼり出した。

「秀瑛は御お世よ継つぎを残さなきゃいけないから、僕は……ここに居ない方が……いいって」

「なんだそれは──」

　秀瑛は怒りで震える声を抑おさえるようにそう言って、水稀の肩を強くつかんできた。

「おまえはそれで身を引いたのか？　俺が気がねなく世よ継つぎを残せるようにと？」

「だって……秀瑛は皇太子じゃないか。皇帝になったら、綺き麗れいなお妃きさきさまを迎むかえて、御世継ぎを望まれて……」

「俺の気持ちを勝手に決めるな！」　>>>♥

「あっ！」

　声を荒あらげた秀瑛に押し倒たおされた。倒れ込んだ水稀におおいかぶさるようにした秀瑛の瞳が至近距きよ離りに迫る。

「おまえを手て離ばなすなどと、誰が決めたんだ」

「秀瑛……」

　見上げた秀瑛の瞳ひとみには強い光が灯り、今まで見たことのない顔をしていた。まっすぐに水稀をとらえて逃にがさない、獲え物ものを捕とらえた獣けもののような鋭するどい瞳に吞のみ込まれそうになる。

「後宮におまえが居ないと知って、俺は……。──もう遅おそい。俺はおまえをどこにもやる気はない。どこまで逃げても必ずおまえを連れ戻もどす。どんな手段を使ってでも──」

　喉のどの奥から低い声を放つ秀瑛が、躍やつ起きになって水稀の首すじに顔をうずめてくる。水稀を包む秀瑛の両りよう腕うでに思いきり力が込められた。

「あ、あ……っ」

　息が止まってしまいそうなほど強く抱き締められたそのとき、水稀をさいなむ紫紀の言葉たちや、秀瑛との別れを想像して生まれた心の痛みが、ふっと遠ざかった。

「秀瑛っ……」

　水稀に名を呼ばれた秀瑛が、水稀の首もとに伏ふせていた顔をゆっくりと上げた。

　美しい騎丹瑠る璃りの瞳と潤うるんだ金色の瞳が、至近距離でからみ合う。

「あ──」

　秀瑛の、青みをおびた黒い瞳に宿るものは、きっと、怒いかりだけではない。そこにあるのは、水稀の想おもいとよく似たもの──逢あえなくなることへの大きな悲しみや焦しよう燥そう感かん、どうしてもそばに居たいという切なる願い。それとよく似たものが、どうか秀瑛の中にもありますようにと水稀は願った。

「秀瑛……ごめん、なさい……」

「もう、どこにも行くな。ずっと俺のそばにいろ──」

　水稀をからかってばかりの、いつもの秀瑛はそこにはいなかった。

　見る者の溜め息を誘さそうその美び貌ぼうは曇くもり、形の良い眉まゆを痛々しいほど深くひそめている。

「おまえのことになると冷静でいられなくなる。この俺が……」

「秀瑛……」

　最初に後宮へ来た夜、秀瑛が水稀にそうしてくれたように、水稀はその細い指でゆっくりと秀瑛のひたいに触れた。深く刻まれた秀瑛の眉み間けんの皺しわを拭ぬぐう。

「水、稀っ……」

　互いの吐息を唇に感じるほどに、秀瑛の長いまつげが水稀の頰ほおに触れるほどに、二人の間にはもうわずかな隙すき間ましか存在していなかった。やがてそれも消えた。

「ん、ぅ……」

　秀瑛の口づけは最初から少し乱暴だった。うなじに手をまわされ、秀瑛がより舌を入れやすいように強ごう引いんに首の角度を変えられた。そこから一気に秀瑛の舌が流れ込んできた。

「んんっ！　ふ……！」

　水稀の小さな口の中はすぐにいっぱいになった。それなのに秀瑛はまだ押し入ろうとしてくる。

「あぅ、っ……、待っ……て──」

　水稀の声は聞き入れられなかった。秀瑛は熱く滑ぬめった舌を水稀の口の中でせわしなく動かしながら、水稀の体を形づくるその曲線のすべてを確かめるように、水稀の体のありとあらゆる場所に手を這はわせてくる。

「はっ、はぁっ……、──秀、瑛……？」

　秀瑛は言葉を発しなくなってしまって、代わりに短い呼吸をくりかえしている。背中も尻しりも太ふと腿ももも、この短い時間に何度撫なでまわされたか解らなかった。そのたびに二人の間の至る所で、きゅっ、きゅっと悲鳴のような衣きぬ擦ずれが起きた。

「うっ……、ん！」

　水稀が秀瑛の唇から逃のがれると、秀瑛は合間をいっさい置かずに水稀の首すじに舌をあてた。

　首すじを這う舌が耳みみ朶たぶにたどりつくと、そこに歯を立てられた。血がにじむまではいかなくても、嚙み痕あとは残るほどの痛みが走る。

「秀瑛……秀瑛っ。痛い、って……」

　吟花宮で最初に触れられた時の、切せつ羽ぱ詰つまった水稀をからかい、余よ裕ゆうで男の匂においを放っていた秀瑛はどこに行ってしまったのだろう。わざと甘ったるい声を出し、戸と惑まどう水稀を強引に高みへと引っ張っていく秀瑛は、ここにはいなかった。

　秀瑛は水稀の帯をほどき、そのまま着物をも剝はぎ取る。

「あっ……？　だめっ……」

　突とつ如じよ、外界に放り出された水稀の尖とがりが、きゅっと萎い縮しゆくするようだった。秀瑛が容よう赦しやなくそこへ吸いつく。

「あ、あぁぅ……っ！」

　それは甘く食はむということからは程ほど遠とおく、喰くわれるかと錯さつ覚かくして、びく、と体が大きく跳はねてしまった。おののき震ふるえたのが伝わったのだろうか、水稀の胸から顔を離はなした秀瑛が、水稀の顔を覗のぞき込んでくる。そこでやっと口をきいてくれた。

「俺が怖こわいか……？」

　水稀は秀瑛の問いに首を振ふった。秀瑛は怖くない。秀瑛と逢えなくなる方がよっぽど怖い。

　問いかける秀瑛の瞳が雄ゆう弁べんに語っていた。秀瑛自身も水稀を失うことが怖いと思いながら、必死で求めてくれている。

「……怖く、ない。秀瑛……ごめん、なさい。僕──」

　秀瑛の長い黒くろ髪かみが、秀瑛の肩を伝い水稀の胸に流れ落ちてくる。その美しい黒髪を、水稀はぎゅっと握って言った。

「僕もう──どこにも行ったりしない、から……」

「水稀──」

「あっ！　秀瑛っ……？」

　ひざ裏に滑すべり込んできた秀瑛の手で脚あしを思いきり開かされた。秀瑛の手はそのまま下へさがり、水稀の小さな尻の片方だけをつかむ。その手に力が込められ、ぐっと秀瑛の方へ寄せあげられた。

「んっ……！」

　秀瑛、もうこんなに硬かたく──互たがいの服で何重にも隔へだたっているのに、秀瑛の男が昂たかぶっているのが克こく明めいに感じ取れた。

　脚を開かされた勢いでゆるんでしまった水稀の下帯を、秀瑛が引き抜ぬく。水稀の尻の下はもう花の絨じゆう毯たんだった。秀瑛の指が水稀の後こう孔こうにあてがわれたとき、そこに薄うす紫むらさきの花の揉もみ込まれる感かん触しよくがあった。

「あっ！　いやだ……花びらがっ……」

「少しくらい入ってもかまわん。嫌いやならあとで吸い取ってやる」

「いや、だ……そんなこと……っ。──あ、あっ、んんっ……」

　秀瑛が長い指をためらいもなく根元まで埋うめ込んでくる。苦しそうに眉をひそめる水稀を見た秀瑛が、水稀の横に片ひじをつき、その手をうなじへ滑り込ませてきた。

　水稀の首を支えるようにして、顔を寄せてくる。

「水稀。体の力を抜け……」

「う、ん……」

　うなじにあてられた秀瑛の指が、水稀にひそむ官能を誘うように、優やさしくそこを撫でてくれる。水稀はまぶたを閉じて秀瑛の指の感触を追った。

　秀瑛が水稀のうなじをあやしながら、埋めた二本の指で水稀の内ない壁へきを撫ではじめる。

「あっ……あっ……、秀瑛……」

　水稀の茎くきも硬くなっていて、密着する二人の腰こしの間がひどくきゅうくつになっていた。

　秀瑛もとっくにそれを感じ取っていたのだろう、水稀の中に埋め込んだ指を縦に横に動かしながら、秀瑛が腰をこすりあててきた。

「あっ、あっ！　待って……！　やめ、て……」

　ふたたび秀瑛の唇くちびるが重なってきた。さっきと同じようにせわしなく水稀の唇を舐なめ、舌をきつく吸い、喉奥まで舌を埋め込んでくる。

「……っふ、……ぅん、あ……ん」

　次々とあふれてくる水稀の切ない吐息が、すべて秀瑛に飲み込まれてゆく。

　秀瑛の腰はとどまることを知らずに、水稀の茎をさいなみつづける。秀瑛に押さえられなくても、力をなくした水稀の脚はもう開きっ放しになっていた。

「ぼ、僕……、もう……！　あ、あ──秀、瑛っ……！」

　初めて経験する強きよう烈れつな刺し激げきを受け止めきれなくなった水稀は、すがるように秀瑛の羽織をぎゅうっとつかんだ。迫せまり来る絶頂への波に耐たえることはできたが、代わりに涙なみだがあふれた。

「我が慢まんなどせず達いけば良かったのに……」

「う、ん……。──っ！」

　秀瑛は水稀の後孔から指を引き抜き、うなじを愛あい撫ぶしていた手も離した。そして密接させた下半身はそのままに、身を起こす。

　水稀が濡ぬれた瞳ひとみで見つめるその前で、秀瑛が肩かたに流れ落ちてきた黒髪を後ろへ払はらった。

　短い衣擦れの音がして、秀瑛の羽織がするりと脱ぬげ落ちる。そして秀瑛は自分の着物の襟えりに手をかけた。

「あ──」

　大きな息をひとつ吐はきながら着物をはだける秀瑛の、その完かん璧ぺきな肉体に、水稀は羨せん望ぼうのまなざしを向けた。

　美しいその貌かおからは想像できないほどの、硬く引き締しまった腕うで、鍛きたえ上げられた体幹──それらは今しっとりと汗あせばんでいて、その匂いや艶つややかな肌はだが、余計に水稀の心をどきどきとさせた。

　秀瑛の体から目が離せなくなっている水稀をよそに、秀瑛はもう一度長い髪かみを背へ払うと、その手で下帯をほどき、己おのれの昂ぶりを取り出した。

「んっ……！」

　秀瑛のもう片方の手が、ほぐれた水稀の後孔に触ふれた。秀瑛は親指を使ってそこをぐっと押し広げ、手にしていた雄おす芯しんの先をあてがう。

「秀、瑛……」

　力の入らない水稀の下か肢しが震えはじめた。水稀の不安げな瞳を見つめた秀瑛が、ほんの一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえんだ。

「しゅ、秀瑛っ──！」

　秀瑛が入ってくる──その瞬しゆん間かん、水稀の小さな心は激しい情動につぶされそうになった。

「こ、怖い……秀、瑛っ」

「何が怖い？　俺を受け入れることが？」

「ち……、ちがうっ……」

　ひどく恥はずかしくて怖いのに、体はうずいて秀瑛を求めている。今まで一度も経験したことの無いこの相反する想おもいを、水稀はどうすればいいのか解わからなかった。

「どうした？」

　嫌がっていないのにやけに涙をこぼす水稀が心配になったのか、水稀におおいかぶさるようにして、秀瑛が両ひじを花の絨毯についた。秀瑛の長く綺き麗れいな指が水稀の涙を拭ぬぐい、髪に触れる。秀瑛は水稀の震えがおさまるまで何度も髪を梳すいてくれた。

　水稀の想いを理解してくれたのかは解らないが、水稀の耳みみ朶たぶに唇をあてた秀瑛が、今日一番の優しい声でささやく。

「大だい丈じよう夫ぶだ、水稀──」

「……う、ん。……秀瑛……」

　水稀の後孔が、恐おそる恐る雄芯の先せん端たんを受け入れたのが解ったのだろう、秀瑛がそのまま腰を強く突つき出し、一気に根元までを埋め込ませてきた。

「あっ！」

　よくほぐれていたおかげか、痛みはほとんど無かった。しかし尋じん常じようではない圧あつ迫ぱく感かんに、下半身の制せい御ぎよがうまくできなくなっていた水稀は、びゅっ、と勢いよく吐精してしまった。

「あ……、あぁ……、ご、ごめん……どうしよう……」

「謝ることはない──」

　そう言うと秀瑛は手をおろし水稀の細い腰をつかんだ。水稀の想いをくみ、ゆるやかな抽ちゆう挿そうを始めた秀瑛が、その律動を速めてきたのはすぐのことだった。

「ああっ？　そ、んなっ！　……急に、しないで……っ」

「無理だ。これでも時間をかけてやった。──もう、我慢の限界だ」

　こらえていたものを一気に吐き出すかのように、秀瑛はさらに腰の動きを速めてくる。

「あぁっ……！　強い、の……苦しい、から──」

　初めて知る圧迫感にさいなまれる水稀を、秀瑛が欲よく情じようを孕はらんだ瞳で見下ろしてくる。金色の瞳をとらえたまま、秀瑛はまだ奥に行けまいかと、腰をぐうっと水稀の尻しりに押し当ててきた。

「い、やだっ。そんな、無む茶ちや……しないで……」

「無茶などしていない……。解らないか？　おまえも俺にからみついてきているのが──」

　水稀の体内で得られる濡れた摩ま擦さつをすべて自分のものにしたいのか、秀瑛は水稀の中にできるだけ雄芯を埋めたまま、その腰だけを小刻みに動かしてきた。

「水稀。水稀……」

「あっ、あっ、あっ……やめ、て──」

　秀瑛のその腰つきがひどくいやらしくて、耐えきれない水稀はまた泣いた。恐きよう怖ふと安あん堵ど、情動と快感。そのすべてが、水稀の小さな心と体を甘く意地悪くむしばんでゆく。

「──だ、めっ、秀瑛っ……。あっ！　ん……んっ、んっ……！」

　にわかに秀瑛が躍やつ起きになって腰を打ちつけてきた。腰や背を強く押さえられているせいで、逃にげ場を失った水稀は、秀瑛の衝しよう動どうのすべてをその細い体にことごとく受け入れる。

　秀瑛の肩けん甲こう骨こつの間を流れる長い黒くろ髪かみが、悩なやましく揺ゆれた。

　ざっ、ざっ、ざっ。いつもはおとなしい花びらが、鳴らしたこともないような音を立てて激しく波打つ。

　ふいに、水稀の体内で、秀瑛の雄芯が、ぐう、と嵩かさを増した。

「ああ。水稀──」

　──秀瑛が、いく。

　自分の名を呼ぶ秀瑛の声を聞いたとき、水稀は濡れた金色の瞳で秀瑛を見つめた。

　秀瑛は、ほんのわずかだけ眉まゆをひそめ、切れ長の眼めを閉じてその恍こう惚こつの瞬間を存分に味わおうとしていた。

「ん、っ──」

　秀瑛の長いまつげが一度、揺れた。

「あっ！　あつい……！」

　腹の最さい奥おうに熱い体液が注がれるその瞬間も、水稀は懸けん命めいに秀瑛から目を離はなさないでいた。

　内壁に男の放出物が滲しみ込むという初めての感かん触しよくにひどく驚おどろき、下肢ががくがくと震ふるえた。それでも水稀は美しい秀瑛の表情を見ていたかった。

　短い吐と息いきをつきながらまぶたを開いた秀瑛が、間近にある水稀の視線に気づいた。薄うすい唇に笑えみを浮うかべ、欲情を孕んだ瞳を細めて見つめ返してくる。

　その瞳にとらえられたとき、水稀の金色の左眼から涙がこぼれ落ちた。秀瑛は長い指でその涙をすくい取ってくれた。

「この金の瞳が涙で濡れるのは、たまらなくいい。これは俺だけの宝石だ。誰だれにも見せない。だれにも渡わたさない」

「あ、あっ……？」

　水稀は小さな体を震わせた。体内にとどまったままの雄芯が、どくんと脈打ったような気がした。

「秀瑛っ？　──う、そ……っ、また……？」

「一度きりなどと、誰が決めたんだ？」

　そう言って秀瑛は水稀におおいかぶさったまま、水稀の耳朶に唇くちびるを押し当てた。

「水稀。おまえはしばらく吟花宮を出るな。ここで俺だけのことを想っていろ」

「秀瑛？　何を言って……」

　予想もしなかった言葉が秀瑛の口から出てきたので、驚いた水稀は間近に迫る秀瑛の瞳を見た。綺麗な瑠る璃り色いろの瞳は少しもふざけていなかった。

「もう、おまえをどこへもやらん──」

　秀瑛はふたたび腰こしを使いはじめた。秀瑛の雄芯と、秀瑛の放ったものが水稀の中でからみ合い、ひどく淫みだらな感触を生み出している。

「待っ、て……。あっ、あっ！　秀瑛っ……」

　夜は深くなり、かがり火の勢いが少しずつ弱くなってゆく。

　やがてそれらが消え、王宮じゅうが闇やみと静せい寂じやくを迎むかえても、吟花宮の淡あわい紫むらさき色いろの光だけは消える気配を見せなかった。










「あ、あぁ……、ん、っ……」

　秀瑛の長い指が、水稀の内ない壁へきの奥を優やさしく引っ搔かいてくる。

「水稀。ここはどうだ……？」

「ん……、んっ……きもち、いい……」

　今夜でもう何日目になるのかな──水稀は日にちを数えようとして、やめた。

　あれから水稀は、本当に吟花宮から出してもらえていない。

　昼、秀瑛が執しつ務むのため宮きゆう廷ていへ行っている間に、吟花宮から出ようと思えば出ることもできた。

　けれど、秀瑛が自分に科した罰ばつには、水稀が思っている以上の秀瑛の気持ちが込められている気がして、その禁を破ることはできなかった。

　秀瑛は律りち儀ぎにも、夜ごと吟花宮へやってきた。そして挨あい拶さつもそこそこに水稀の帯に手をかける。さっきやっと締しめたとこなのにな──帯がゆっくりと自分の足元に落ちる風景を見ては、水稀はぼんやりとした頭でそう考える。

　秀瑛の激しい律動に合わせて花びらたちがせわしなく波打つその音も、もう聞き慣れた。

　秀瑛と花の絨じゆう毯たんの間で、水稀は濡ぬれ乱れる夜を過ごしていた。

『俺を満足させることができたら、一度だけ後宮の外へ連れて出てやってもいい』──何日目かの行こう為いの最中に、秀瑛がそう言っていた気がする。

　それは吟花宮から一歩も出ていない水稀への、秀瑛なりのなぐさめなのかもしれない。

　でも、正直なところ、後宮の外とか、そんなことを考える余よ裕ゆうが今の水稀にはまったく無かった。

　そんな条件なんか無くても、水稀の心は秀瑛のことを思い浮かべ、水稀の体は秀瑛を想おもってうずくように変化していた。

　──いったいどうしちゃったんだろう、僕の体……。

　夜ごと秀瑛に愛され可愛かわいがられることによって、水稀の体は水稀本人を無視して、秀瑛の言うことばかりに従順になり、秀瑛のやることばかりに気を向けるようになってしまった。

「水稀。もっと脚あしを広げろ。そうだ──」

　うつ伏ぶせになった水稀は、秀瑛に言われるがまま、花の絨毯に立てた両ひざを開く。

　同時に秀瑛に背中をぐっと押された。恥はずかしいほど開ききり、あらわになった後こう孔こうに、硬かたい雄おす芯しんが勢いよく突き立てられる。

「あっ、あぁっ！　秀瑛っ……」

　だめだ、またどろどろに溶とかされてしまう──そう解わかっているのに、少しも拒きよ否ひできない。それどころか、こらえきれなくなってまたすぐ秀瑛を求めてしまう。

　だってもうしかたない。秀瑛のことが好きだから。

　水稀の心と体が水稀の言うことを聞かなくなったことも、実はもうとっくにあきらめている。

　体の中も心の中も秀瑛でいっぱいだ。そのうち頭の中まで秀瑛でいっぱいになったら、僕は本当にどうなってしまうのかな──。

　そうなる前に吟花宮から出してもらえることを、水稀は祈いのるばかりだった。










「水稀、起きろ」

「……う、ん。まだ夜じゃ……？」

「いいから起きろ。風ふ呂ろに入ってこい」

「秀瑛は……？　もう宮廷へ……？」

「いいや。黒葦あし毛げを連れてくる。──水稀、遠出の準備を」

「えっ……？」

　聞きまちがえたと思ったが、まちがいではなかった。そこで水稀は秀瑛の言葉を思い出した。『俺を満足させることができたら、一度だけ後宮の外へ連れて出てやってもいい』──その約束が果たされるということは、秀瑛の中で望みが満ち足りたのかもしれない。

　風呂に入り真新しい着物に袖そでを通して、久しぶりに革かわの長なが靴ぐつを履はいた。

　後宮内はまだ寝ね静しずまっている。足音を立てないように中庭を通り廊ろう下かを進んで、いつも秀瑛が出入りをしている後宮の大門に、水稀は初めて触ふれた。

　ぎ……と重く軋きしんで大門がゆっくりと開く。するとその先に黒葦毛の愛馬のたてがみを撫なでる秀瑛が居た。

「あ──」

　そこに居たのは、煌びやかな女物の羽織を身にまとう、いつもの秀瑛ではなかった。

　漆しつ黒こくの絹地に細い金の縁ふち取どり。縁取りには金糸で唐から草くさ模も様ようが刺し繡しゆうされているだけの、洗練された宮廷服だった。それに乗馬用の長靴を合わせ、腰まで届く黒くろ髪かみは後頭部の高い位置で束ねられている。初めて見る黒衣姿の秀瑛に、水稀はほんのわずかの間見入ってしまった。秀瑛が微笑ほほえんで声をかけてくる。

「どうした？　早く乗れ」

「うん」

　秀瑛と水稀を乗せた黒葦毛の馬が後宮を出発する。秀瑛は行き先を言わなかった。

　空気はきんと冴さえていて、とても心地ここちよい。この数日間、何度も溶け、熱も籠こもりっぱなしだった水稀の体を、夜明け前の空気が引き締めてくれるようだった。

「この季節の黎れい明めいというものは、特別美しいな」

　水稀の後ろで秀瑛の声がした。水稀は秀瑛の言葉にうなずき、天を仰あおぐ。

　夜すがらまたたきつづけた星ぼしがひとつまたひとつと姿を消し、太陽が昇のぼるのを待つそのわずかの間、世界は群ぐん青じよう色に染まる。

　空も、土も、建物も、そして秀瑛と水稀も。

　この群青色は騎丹大国の民たみが保有する瞳ひとみの色に通じるものがあり、人々はこの色に特別な想い入れを持っている。人工では再生が不可能と言われている、ほまれ高き騎丹瑠る璃り。

　馬は群青の底を滑すべるように駆かけてゆく。

「水稀は遠乗りをしたことがあるか？　俺は今でも遠乗りすると尻しりが痛くなる」

「馬には乗るけど、こんなに長い時間走らせたことは無いよ」

「そうか……。──尻は大だい丈じよう夫ぶか？」

　秀瑛が笑いをこらえるようにして水稀を心配してきた。別の意味合いで水稀の尻の具合を案じているのが丸分かりで、水稀は後ろを振ふり返り秀瑛を睨にらみつけてやった。

「余計なお世話……！　誰だれのせいだよっ」

　秀瑛はいつものように水稀をからかって笑った。

　馬は南へと駆けつづけている。左側から太陽が昇り、光の矢を受けて水稀の瞳が黄金こがね色いろの輝かがやきを放った。

　町は早朝のうちに抜ぬけ、ぽつぽつと建っていた家もやがて姿を消した。

「秀瑛？　どこへ向かってるの？」

　水稀の問いに、秀瑛は微笑んだだけで答えなかった。秀瑛が馬を駆りつづけるその先に何が水稀を待っているのだろう。

　群青色に染まる道を駆け、金色に輝く太陽を追い越こし、そして最後に秀瑛が馬を止めたその場所は──見み渡わたすかぎり灼やけるような赤い土の一色だった。

「ここからは徒歩だ。土が熱すぎて、黒葦毛の足が駄だ目めになる」

　からからに乾かわいた草がかろうじて残った場所で、秀瑛は馬を下りた。まだ馬上にいる水稀に手を差し伸のべてくる。

「水稀、下りろ。──水稀？」

「ここ、は……」

　夜明け前の、水稀の頰ほおを撫でていったあの冷たい空気が、噓うそのようだった。

　まだ春だというのに、この場所に四季という言葉は通用しないみたいだった。緑も水も、生き物の気配も無く、あるのは乾いた大地と熱い風だけだった。

　ここは龍神の森と対極の世界だった。こんな場所が実際に存在するなんて──水稀は自分の想像をはるかに超こえたその赤い風景を、ただ黙だまって見つめることしかできなかった。

「水稀。熱いか？　砂が怖こわいか？　ここで黒葦毛と待っていてもいいぞ」

「大丈夫。行く」

　水稀は赤い土の上に下り立った。

「砂が入るからな」

　秀瑛はそう言って腰こしに巻いていた飾かざり帯をほどくと、それを使って水稀の頭と鼻と口をおおってくれた。慣れているのだろうか、秀瑛自身はおおいをせず、馬の鞍くらに繫つないでいた小さな花束を手に取った。

　秀瑛が赤い土の上をまっすぐ歩いて行く。水稀はそれについて行った。時折、体を持っていかれそうな強い熱風が吹ふいた。

「あれ……？　樹きがある……」

　また強い風が吹き、砂すな煙けむりをさらっていった。すると、少し向こうに一本の樹が見えた。

　赤い土の上にぽつんと立つ常緑樹がとても不自然に見えて、でも水稀はこの風景を嫌いやだとは思わず、むしろずっと眺ながめていたいとさえ思った。秀瑛はその常緑樹を目指していた。

　常緑樹の立つその場所へたどりつくと、樹の根元に小さな石の塔とうがあった。

　子供が遊びで立てたような、大き目の石を重ねただけの、簡素な塔。

「秀瑛、これは……？」

「俺の母親の墓標だ。この下に、彼女の骸むくろがある」

「………！」

　水稀は言葉を失った。

　もうずいぶんと前に感じる、水稀が初めて過ごした、真夜中の吟花宮での約束──砂に埋まい没ぼつした村を想像することができないと言った水稀に、いつか連れて行ってやると言ってくれた秀瑛。秀瑛は、あの時の約束をずっと忘れずにいてくれたのだろう。

　秀瑛は慣れた手つきで石せき碑ひの砂を払はらい、手にしていた小さな花束をたむけ、手を合わせる。水稀も秀瑛にならった。

「連れてきてやると約束していただろう」

「うん……」

　秀瑛はその端たん整せいな顔にわずかな笑えみを浮うかべ、そしてあたりを一周見渡して言った。

「実際に、ここに母親の生まれ育った村があったんだ。もう完全に埋うもれてしまって、見る影かげも無いけどな。つまり今俺たちが立っているのは民家の屋根あたりということになる」

「秀瑛」

「うん？」

「これが、砂に埋没するということ……」

「そうだ。騎丹の民が、夜明け前の群青色や、水や緑に強い憧あこがれを抱いだくことは、とても自然なことだと俺は思う」

　また熱い風が吹いた。水稀が見た秀瑛のその表情が、今にも泣き出しそうに思えて、水稀は急に心細くなった。砂すな埃ぼこりのせいであってほしいと水稀は思った。

「こんな熱い赤土のど真ん中に母親をひとりで眠ねむらせる俺を酷こくだと思うか？　彼女が水と緑の風景に憧れていたのを知っていながら──」

　水稀は答えることができなかった。

「やろうと思えばできたんだ。それこそ、おまえの村のように緑豊かな山里に、彼女を埋まい葬そうすることも。その方が簡単だった。でもそうしたら、俺はきっとそれで満足してしまう」

　秀瑛が巻いてくれた布のおかげで、水稀は砂を吸い込んでいない。それなのに、喉のどの奥が砂で埋まってしまったみたいに、声が詰つまって出せなかった。

「俺は心に決めたんだ。ここのように埋没した村を必ず蘇そ生せいさせると。でも、まだ何もできていない。何ひとつ。知識も浅く、知ち恵えも不足している。そんな俺を叱しつ咤たし戒いましめてもらうために、俺は共同墓地に埋葬されていた母親の骸をここに移したんだ。十一年前の冬──」

　声の代わりに涙なみだがあふれた。悔くやしかった。泣きたくなかった。いい歳の男子が泣いてばかりで情けないと秀瑛に思われたくない。でもどう頑がん張ばっても止められなかった。

「秀、瑛はっ……」

　十三歳の少年が、まだ頼たよりないその手を赤土に染め、決意を胸に苦く渋じゆうの思いで母親の遺骨を埋める──見ていないはずの風景がなぜか鮮せん明めいに浮かんできて、水稀は息が止まりそうになった。

「秀瑛は悲しくないの……？」

「悲しくはない。悲しんでなどいられないんだ。俺には涙を流すひまなど……そんな時間があるのなら、俺は一ひと粒つぶでも多く民の涙を止め、一粒でも多く砂を制するために動きたい」

　秀瑛は泣いていなかった。その美しい顔には柔やわらかな笑顔さえあった。

　水稀の大きな瞳からぽろぽろとこぼれ落ちる涙を、長く綺き麗れいな指で拭ぬぐってくれた。

「騎丹大国にとって、この俺にとって、国土をおおう砂は脅きよう威いだ」

　この人が美しいのは、見かけのせいじゃない。その身のうちに秘ひめた覚かく悟ごと強さがあるからだ。

「でも、水稀。おまえがそばにいれば、俺は砂と戦い抜くことができる」

「秀瑛……」

「それに理り屈くつなどはなく……。そう感じたんだ」

　拭った水稀の涙を、秀瑛はぐっと握にぎり締しめた。

「手助けが欲しいわけじゃない。龍神の力も要いらない。ただ──」

　秀瑛は静かに言葉を選ぶ。

「ただそばで、見ていてくれたら。それだけで俺は──」

　水稀は、かたく握りこぶしを作る秀瑛の手に触ふれた。

　秀瑛が力の入っていた指をほどき、水稀の細い指に優やさしくからませてくる。

「うん。──ありがとう秀瑛」

　水稀はやっと解わかった気がした。

　豪ごう奢しやな宮きゆう廷てい服に身を包み、美しい所作と流りゆう暢ちような宮廷ことばを話す秀瑛も、女物の羽織を着てくだけた言葉を遣つかい、水稀にちょっかいを出しては笑う秀瑛も、国や民たみのことを真しん剣けんに考え、思いを巡めぐらせる秀瑛も、みんな必要な秀瑛だ。

　みんな水稀にとって必要な秀瑛だった。

「僕も、秀瑛のそばに居たい。ずっと」

　龍神の森で出で逢あった人が秀瑛で良かった。

　不思議な形だったけど、再会できて本当に良かった。

　きっと、龍神さまが巡り逢わせてくれたのだと思う。水稀は秀瑛の手を強く握った。

　大婆ばばさまにちゃんと伝えたい。いつか必ず自分の言葉で伝えに行こう。

　水稀はここに──秀瑛のそばにずっと居ます、と──。

　水稀は涙をごしごしと拭い、本来の元気な笑顔になって大声で言った。

「よし、砂なんかやっつけちゃおう！　僕ももっと勉強して、いろんな良い発想が浮かぶようになりたい。頑張る！」

　水稀の言葉を聞いた秀瑛が、瞳ひとみを半開きにしたあきれ顔を向けてきた。

「おまえ……今の俺の話、ちゃんと聞いてたか？」

「き、聞いてたよっ！」

　いつもの調子を取り戻もどした水稀を見て、秀瑛が笑う。二人は手をつないだまま、砂さ漠ばくに立つ一本の常緑樹を見上げた。

「秀瑛、この樹は……？」

「俺が植えた。熱に強い常緑樹が欲しくて、書しよ籍せきや文ぶん献けんを調べあさった。この樹を求めて国じゅうに馬を飛ばしたよ。ちゃんと根づくか心配だったんだが、こいつはもう七年ほどここに立ってくれている」

「七年なんて……。まだ赤ん坊ぼうと一いつ緒しよだよ」

「おまえのところの、あの御ご神木は？」

「二千年」

　比べたら駄だ目めだな、と秀瑛は笑った。

「この樹の名は銀桂けい樹じゆと言う。秋にはたくさんの小花をつけて芳ほう香こうを放つ。それが母親のなぐさめになっているといいが」

「銀桂樹……」

　水稀は秀瑛から離はなれ、まだ若い樹に近づいた。

　少し心細そうだ。たしかに、まわりに友達が居ないし、赤い土ばかりだと、不安にもなるよね──水稀は、毎日龍の樹にそうしていたように、細い銀桂樹の幹にそっと耳を押し当てた。

「水稀……」

　大だい丈じよう夫ぶ、水の流れる音がする。心配しないで、ちゃんと育つよ。秀瑛のお母さんも居るし、砂なんか怖おそれなくていい──水稀は幼い弟の頭を撫なでるように、銀桂樹の幹に優しく触れた。

「僕、ここにまた来られる？」

「たぶんな」

　そう言って秀瑛は黒葦あし毛げの愛馬が待つ方へ足を向けた。それについて行く水稀が、途と中ちゆうで振ふり返る。

　──またすぐに来るよ。

　水稀の思いが通じたのかもしれない。銀桂樹の葉がさわさわと揺ゆれた。










　水稀はようやく吟花宮から出ることを許され、いつも通りの生活に戻ることができた。

　この日は年配の女によう御ごたちとお茶を飲みながら、難しい漢字の書き取りを学んでいた。

「水稀は、本当にものおぼえが良いねえ」

「そう？　でも、やっぱり形を崩くずした文字は書きにくいし読みづらいよ」

「慣れよ、慣れ」

　そんな会話をのんびりと続けていると、若い女御たちが部屋に飛び込んできた。

「みんな聞いて！　舜孝殿でん下かが、大きな饗きよう宴えんをひらかれるんですって！」

「饗宴？　舜孝殿下って？」

「あらやだ、水稀ったら。秀瑛殿下の義弟君さまよ。その饗宴には陛下と秀瑛殿下も、もちろん招かれるわ。その他ほかにも、神官の紫紀さまや大臣さま……国内外の著名な方々がたくさん！　楽しみだわぁ」

「へぇ……。すごいね」

　紫紀の名前が出た途と端たん、少し寒気がした。あんな人でも歌ったり踊おどったりするのだろうか。真っ白い顔で舞まいを舞まう紫紀の姿をつい想像してしまった水稀がひとり身を震ふるわせていると、秀瑛の来訪を告げる侍じ女じよの声が遠くから聞こえてきた。水稀は秀瑛のお迎むかえに上がる。

　秀瑛は吟花宮に着くと水稀のあぐらを枕まくら代わりにごろりと横たわった。

「つまらん。じつにつまらん話だ」

「何かあったの？」

「饗宴の話だよ。面めん倒どうの極きわみだ」

「でも女御さまたちは楽しみだって言ってたよ。宮廷でひらかれる宴うたげって、結構大きな行事じゃないの？」

「義弟おとうとは酒と女に目が無いんだ。宴など毎日のようにやっている。俺が断ると解っていながら、義弟は律りち儀ぎに毎回俺を招いてくるがな。そんなつまらんことに割さく時間は無い」

　宴も毎日だと疲つかれそうだし、毎日断るのも大変だろうな、と水稀はのんきに考えた。

「じゃあ、今度の宴も断ったら？」

「ご病体をおして陛下がいらっしゃるんだ。そこに皇太子の俺が居ないというのは有り得ない」

　秀瑛は心から嫌いや気けがさした、という表情をして水稀のあぐらの上で寝ね返がえりをうった。

「裏で紫紀が糸を引いている。その糸の色まで見えそうだ」

　また紫紀だ──後宮から連れ出されたあの日から、もちろん一度も会っていないし声も聞いていないのに、折々に名前が出てきては水稀の心をおびやかす。

「奴やつが義弟をそそのかし、大規模な饗宴を開かせる。ご体調がすぐれぬ陛下までも引き合いにして、俺を饗宴に引っ張り出したいんだろうよ」

「なんのために？」

「さぁな。饗宴に乗じて俺を毒殺……、手を出してはいけない女を送り込んできて地位を揺るがす……、心当たりが多すぎて解らん。嫌いやな予感しかしない。だが陛下がいらっしゃるのなら俺は絶対に断ることはできない。もうすでに奴の思い通りになっている気がする」

「毒殺。女……」

　おだやかな話じゃないな、と思いながら秀瑛の黒くろ髪かみをいじっていると、横になっていた秀瑛が突とつ然ぜん身を起こし水稀を抱だき寄せてきた。

「わっ……。秀瑛？」

「水稀。どこへも行くんじゃないぞ。俺が饗宴に行っている間、吟花宮に居るんだ」

「うん」

「おまえはここに居て、俺だけを見ていればいいからな。俺を信じて──」

「秀瑛？　急にどうしたの？　饗宴がそんなに嫌？」

　秀瑛はわずかに微笑ほほえんだだけだった。少し様子の違ちがう秀瑛に、水稀は胸むな騒さわぎのようなものをおぼえたが、水稀を抱き締しめる秀瑛の腕うでの力はとても強く、水稀はそれ以上何も聞くことができなかった。










　饗宴がひらかれるその日は、後宮内も朝から落ち着かない様子だった。

　後宮じゅうの女御が一いつ斉せいに盛装するのである。侍女は何人いても足りない。

「注文していた着物はまだ届かないの？　もう間に合わないわよ！」

「わたくしの耳みみ飾かざり、片方ないんだけど、どなたかご存知ない？　どうしましょう……」

　女御のそれぞれが自分の最良の姿を目指すわけだから、準備の時間、後宮は戦場と化した。

「耳飾りは僕が探すから、女御さまは先に着き替がえを済ませて！」

　水稀は侍女たちに混ざって女御の着付けを手伝い、乳児を含ふくむ幼い姫ひめ君ぎみ全員の面倒を見る。饗宴そのものに水稀は関係無いのだが、忙いそがしいことこの上ない。

　でも、そんな慌あわただしい中でも、ふとしたときに秀瑛の言葉が水稀の心をよぎる。

　俺を信じて、俺だけを見ていろ──あれは、いったい何だったのだろう。

　水稀が最後に準備を手伝ったのは、あの情報通の女御だった。

　髪かみを香こう油ゆで塗ぬり固かため、顔より大きな髪かみ飾かざりを付けている。すでに動きづらそうだ。

　大きな牡ぼ丹たんの花が刺し繡しゆうされた重たい打うち掛かけを一人で羽織ることができないので、侍女と二人がかりで着せる。

「できた……。綺き麗れいだよ、女御さま。宴を楽しんできて」

「ありがとう、水稀」

　用意ができた女御たちは連なって宮きゆう廷ていに向かっているというのに、この女御はその場を動こうとしなかった。

「どうしたの？　もう宮廷に向かわなきゃ。歩きにくい？　大門まで手を貸そうか？」

　優やさしい水稀に女御は嬉うれしそうに微笑んだ。でもすぐに淋さびしそうな表情をした。

「大丈夫よ。ありがとう。──ねぇ、あなた、もうどっちで暮らすか決まっているの？」

「えっ？」

　女御の問いはあまりにも唐とう突とつ過ぎて意味が解わからなかった。水稀は首をかしげた。

「どっちで暮らす？　僕が？　いったいなんのこと？」

「やはり知らなかったのね、水稀。──皇太子殿下はいずれ即そく位いされ、それと同時に婚こん礼れいもされるのよ。殿下のための新しい後宮も準備されるわ。今こ宵よいの饗宴はその妃きさき選びのようなものなんですって」

「えっ……！」

「国じゅうから知事さまや諸しよ侯こうさま、そしてその御ご息女──秀瑛殿下の御おき妃さき候補たちが集まっているんですって。舜孝殿下と神官さまのお力ちから添ぞえもあって、その人数はわたくしたちより多く……饗宴の規模としてはここ数年で最大でしょう」

「そう、だったんだ……」

　水稀は秀瑛の様子が少し違っていたことの理由が解った気がした。秀瑛はあの時すでに饗宴の趣しゆ旨しを知っていたのかもしれないし、たとえ知らなくても勘かんづいていたのかもしれない。

「水稀は、ここを出て秀瑛殿下のための新しい後宮へ行ってしまうのかしら……？」

「ど、どうだろう。解んないよ、そんなの……」

　秀瑛が皇こう帝ていになれば自分はどうなるのだろう。この後宮を出るのだろうか？　それとも他の選せん択たくが？

　あの時感じた胸騒ぎは、気のせいではなかった。










　宵よいの空に昇のぼった美しい弧こを描えがく三日月を、水稀は後宮の回かい廊ろうに腰こし掛かけて見上げた。

　舜孝主しゆ催さいの大規模な饗きよう宴えんは後宮と隣となり合わせの宮廷でひらかれた。

　後宮からもほとんどの女御や姫ひめが参列し、後宮に残ったのは、幼い姫君たちと侍女が数人、そして水稀だけだった。

　侍女たちは皆みな、やれやれ大変だったと今日初めての休きゆう憩けいを取っていた。

　姫君たちは侍女にお菓か子しをもらったり、水稀の横に並んで座って月を眺ながめたりしている。

　水稀の腕の中には二歳になったばかりの、後宮で最も若い姫君が目を細くしすやすやと眠ねむっていた。

「ねぇ、みずき、音楽。きこえる？」

「本当だ。宴が始まったみたいだね」

「わたしも行きたい」

「だーめ。凜凜はもう少し大きくなってから。秀瑛もお母さまもそう言ってただろ？」

　凜凜は不服そうに足をぶらぶらさせた。

「でも……。つまんないよ」

　凜凜の気持ちは解らないでもない。水稀も、今朝まで饗宴のことなどに興味は無かったし、自分にはまったく関係が無いと思っていた。でも、女によう御ごさまの話を聞いてそれが一変してしまった。

　気になってしかたない。

　女御さまの言うことが正しいのだとしたら、この饗宴は秀瑛のためにひらかれたようなものだ。饗宴の主役は、きっと大勢の人に囲まれている。今ごろ、秀瑛は綺麗なお姫さまたちと出会い、視線を交かわしているのだろうか。

「あぁー……」

　すやすやと眠りつづける姫をゆっくりと揺ゆらしながら、水稀は溜ため息か何かよく解らないものを吐はき出した。それを聞いた凜凜が水稀の腿ももに、とん、と手をついた。

「見るだけなら？　だめ？」

「え、っ……」

「みずきは？　見たくないの？」

「うぅ、ん──」

　見たくないと言えば、それは噓うそになる。

　どんな雰ふん囲い気きなのか、秀瑛の姿を少しだけ確かめて、すぐに戻もどってくれば──。

「ねぇ、みずきってば」

「……い、一いつ瞬しゆんだけだからな！　ほんとにすぐ帰ってくるよ！　ぜ、絶対にっ」

「うん！　やったぁ」

　抱だいていた姫を部屋の寝しん台だいに寝ねかせ、侍じ女じよに後を頼たのんだ。凜凜の小さな靴くつを持って回廊に戻ると、凜凜を抱き上げて中庭に降り立ち、たわわに咲さく雪ゆき柳やなぎを横切る。

「みずき、どこいくの。大門はあっち」

「大門はだめだ。音が鳴るし、目立つよ。裏門から行こう」

　前に紫紀について通った道を、水稀はできるだけ足音を立てないようにして進んだ。

　裏門を出て高い塀へいに沿って歩くと、饗宴がひらかれている建物がすぐに見えてきた。

　趣しゆ向こうをこらした淡あわい橙だいだい色いろの吊つり灯どう籠ろうがどこまでも連なっている。その美しさに水稀と凜凜は一いつ緒しよになって口を開けて見入ってしまったが、明るすぎてここは目立つ。水稀は急いで場所を変えた。

　饗宴がひらかれている建物には広い庭がついていて、その隅すみにあるしげみが隠かくれる場所にちょうど良かった。水稀はそこにしゃがみ込み、凜凜を降ろして靴を履はかせる。

「どう？　凜凜。見えた？」

「うん。みんなきらきらしてる。すごく楽しそう。お母さま、どこかな」

「こんな大勢の中から見つけるのは難しいんじゃない？」

「あ！　お兄さまよ！」

　どきりとした。見たいような見たくないような、でもその視線はもう凜凜が指さす方向に完全に向いてしまっていて、水稀は祈いのるような気持ちで秀瑛を見た。

「秀瑛──」

　長く艶つやのある美しい黒くろ髪かみをきちんと束ね、見たこともない煌びやかな冠かんむりを戴いただいている。金色の絹地の宮廷服には金糸銀糸、朱しゆ色いろ、青糸で刺繡された鳳ほう凰おうがめいっぱい翼つばさを広げていた。形の良い耳元を飾かざるのは、じゃらじゃらと派手な音を立てる銀の耳みみ飾かざりではなく、皇族にふさわしい翡ひ翠すいの輪だった。

　そしてその端たん整せいで聡そう明めいな顔──そこに女物の羽織を身にまとい艶かしい笑え顔がおをつくる秀瑛は居なかった。

　そこに居たのは、まぎれもない騎丹大国次期皇帝。

　美しく着き飾かざった乙女おとめたちに囲まれ、品格ある笑みをたたえる秀瑛の凜り々りしい姿があった。　>>>♥

「ああ。やっぱり──」

　やっぱり、見るんじゃなかった──秀瑛の姿を見ることができたら安心できる。どうしてそんな幻げん想そうを抱いてしまったのだろう。秀瑛の姿を見た水稀の中に生まれたものは、安あん堵どではなく、後こう悔かいだった。

「お兄さま、いつもとちがうね。王さまの服、かっこいい。まわりの女の人は、およめさん？」

　やはり紫紀の言ったことは、ただの嫌いやがらせじゃないと水稀は思った。

　何度か想像してしまって、そのたびに頭から追い払はらってきた幻想が、今現実となって水稀の目の前に広がっている──秀瑛を囲んでいるあのお姫さまたちを、秀瑛はいずれお妃さまにするのだろう。

　やがて、水稀を見つめる秀瑛の瑠る璃り色いろの瞳ひとみはお妃さまを見つめるようになる。水稀に触ふれる秀瑛の優しい手はお妃さまに触れるようになる。

　そうなれば、水稀はもう秀瑛のそばにいることができなくなる。

　こんなにも心がつぶれそうになるほど悲しいことがあるなんて。

「みずき？」

　それでもまだ、信じていたい。赤土に立つ銀桂けい樹じゆの元で秀瑛が水稀だけにくれた、あの言葉を。たとえ秀瑛が水稀を必要としなくなる時が訪おとずれたとしても、その最後の瞬しゆん間かんまで。

「みずきってば」

「うん……、そうだね、格好いいね……」

　水稀、どこへも行くんじゃないぞ。俺を信じて──秀瑛の言葉を思い出し、水稀は深呼吸をひとつした。秀瑛の言う通り、水稀は吟花宮で秀瑛を待つことにした。

「凜凜、帰らなきゃ」

「え？　もう？」

「うん。見つかったら怒おこられるからね。早く帰ろう」

　その時、黒く重たい髪かみがずるりと水稀の両りよう肩かたに流れ落ちてきた。それは闇やみのとばりのようになって水稀の視界から秀瑛を奪うばった。

「こんばんは。龍りゆうの君」

「………！」

　水稀の真後ろに立っていたのは、あの不気味なほどに真っ白い顔の、深ふかむ紫らさき色の服を着た──。

「し、紫紀っ……！」

　足音も気配もまったくしなかった。いつからここに──驚おどろきと戦せん慄りつで心臓がぎゅうっと痛んだ。恐きよう怖ふのあまり尻しり餅もちをついてしまった凜凜を今すぐ抱き上げたいのに、体が少しも言うことを聞いてくれない。

「お待ちしていましたよ。来ていただけると思っていました」

「なっ……？」

「秀瑛を追ってここに来るあなたに会うことが、この饗宴をひらいたわたくしの最大の目的です」

「なに、それ……。噓だ……」

「噓ではありません。秀瑛のための妃きさき選び──あれはただのおまけ。戯たわむれごとです」

　後ろから、すぅっと伸のびてきた紫紀の両手が、水稀の両肩に触れた。その手がゆっくりと動く。

「女に囲まれているその間に、あなたに何かあったと知ったら──彼はどうするでしょうね……ふふ……」

　その指先は死人のように冷たい。首すじを十匹ぴきの白い蛇へびが這はうような錯さつ覚かくに陥おちいり、水稀は全身が総毛立った。

「凜凜、逃にげてっ……！　お母さまのところへ走れ──」

　だめだ、凜凜が泣いてしまう──姫ひめ君ぎみの大きな瞳から涙なみだがこぼれ落ちる瞬間を見るその前に水稀の目の前は深紫一色になってしまった。
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　饗きよう宴えんの広間は、きつい酒の匂においと甘ったるい女の香かおりで埋うめつくされていた。

　どの方向を見ても人、人、人。秀瑛の周囲には女性で作られた垣かき根ねのようなものが何重にもできていた。そこから放たれる熱気は逃げる場所がなく、籠こもる一方だった。

　──お世辞でも芳かんばしいとは言えんな。酸素も薄うすく感じる。息苦しい……。

　皇太子だけが袖そでを通せる、鳳凰の刺し繡しゆうが入った宮きゆう廷てい服も、いつにも増して重たい。

　この冠だって、いったいどれだけの金をついやして作らせたんだと、秀瑛は内心いらついていた。

　しかしそれらは、決して表情に出さない。態度にも出さない。

　流りゆう暢ちような宮廷ことばを話し、その美び貌ぼうに上品な笑顔を作り、洗練された所作で、群がる乙女たちを粛しゆく々しゆくとさばいていく。

「殿でん下か。わたくしの父の館やかたは、嘉か州しゆうという地の湖のほとりにございますの」

「ほう。余は嘉州という地名を知っているぞ。たしか、白梅の名所であったと記き憶おくする──」

「ええ！　その通りでございますわ」

「まぁ、わたくしのお話もお聞きになって、殿下──」

　早く後宮に戻もどってやらねば。秀瑛はそればかりを考えていた。

　今夜の後宮は、今までにない人数の少なさだ。

　侍じ女じよは皆みな、女によう御ごたちの準備に追われた後でさぞ疲つかれているだろう。水稀は回かい廊ろうに座って乳児の義いも妹うと姫ひめを優やさしく抱だき、幼い姫君たちの話に適当なあいづちを打っているにちがいない。

　あいつは後宮内の誰だれよりも子こ守もりに長たけているな──姫君たちにぎゅうぎゅうに囲まれても平気で笑顔を見せる水稀を想像して、秀瑛は一いつ瞬しゆんの安息を得た。

「殿下」

　そのとき、群がる乙女たちの間をぬって翔達がやってきた。

　なんだ、と声には出さずに視線だけで応こたえると、翔達が耳打ちをしてきた。

「凜凜さまがこちらに。警護の兵が見つけました」

「………！」

「すでに母上さまのもとへ連れて行きました。ですが何かに怯おびえ、水稀の名前を呼んで、泣いておられます」

　翔達が手短に報告してきたことは唐とう突とつ過ぎる内容だったが、秀瑛は顔色をいっさい変えず、黙だまって一度だけうなずく。それを確かく認にんした翔達はすみやかにその場から退出した。

「まぁ、殿下、どちらへ行かれますの？」

「まだお話ししとうございます」

　必死になって引きとめようとする乙女たちに笑顔で応えつつその場を抜ぬけ、秀瑛は饗宴に来ている凜凜の母親を探しはじめた。

「──義は母は上うえ！」

「申し訳ございません、殿下。凜凜をどうかお許しくださいませ……！」

　たしかに母親に抱かれた凜凜が顔を赤くして泣いていた。こんな幼い義妹姫が一人でここにたどりつけるはずがない。秀瑛はひどく嫌な予感がした。

「泣きやめ凜凜。だれも怒ったりなどしない。──何かあったのか？」

　秀瑛はその長ちよう軀くをかがめて凜凜の目の高さに視線を合わせた。涙でべたべたになったその頰ほおを手で拭ふいてやると、義妹姫は力をふりしぼって声を出した。

「み、みずきが……、かみの、長いひとに、つれて行かれたの」

「なに──」

「わたしが、ここを見たいって、言ったから」

「それで、水稀とここに来たのか？」

　秀瑛の問いに凜凜はこくりとうなずく。

「そしたら、まっしろい顔の人がうしろに立ってて……」

　紫紀め、一度ならず二度までも──その時、秀瑛の中でまたひとつ決意が生まれた。

「みずきをたすけてお兄さま」

「わかった、必ず連れて戻る。だからもう泣きやめ。──義母上、今すぐ凜凜を連れて後宮へ戻られよ」

　それだけを言い残して、周囲の止める声も聞かずに秀瑛は走り出した。

　饗宴会場の扉とびらを押し開けたとき、豪ごう奢しやな秀瑛の冠かんむりが、がしゃんっ、と悲ひ惨さんな音を立てて転げ落ちた。しかしその音すら秀瑛の耳にはもう届いていなかった。

　秀瑛は黒葦あし毛げの愛馬に乗り、迷いなく駆かけ出した。目指す場所はひとつだけだった。
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　ぴちゃん。天てん井じようから濁にごった水すい滴てきが心細げな音を立てて落ちてくる。

　神さまを祀まつるにしては、薄うす暗ぐらく冷たい場所だ──水稀は、足音もなく歩く紫紀の後ろについて神しん殿でんの廊ろう下かを進んだ。

　紫紀の着る、ゆったりとした礼服の内に引き込まれた後、紫紀にみぞおちを強く打たれたらしく、水稀はほんの一瞬、気を失ってしまった。気がついたときは紫紀の馬に乗せられていて、しっかり両手首を縛しばられていた。

　凜凜、今ごろどうしているのだろう──可愛かわいい姫君を守りもできず、泣かせてしまった自分の不ふ甲が斐い無なさを水稀は恨うらんだ。秀瑛なら絶対こんなへまはしないのに。

　──水稀、おまえはまた……なぁにをやってるんだ……。

　水稀は、いつも秀瑛が水稀に見せるあきれ顔を思い出した。

　どうにか、どうにかしなきゃ。なんとか隙すきを見つけてここを抜け出し、そして凜凜を連れて後宮へ帰る。秀瑛が戻るよりも先に。

　何の前まえ触ぶれもなく紫紀の髪かみが腕うでに落ちてきたときは、本当に腰こしが抜けるほど驚き、怖こわくて混乱したが、時間が経たった今、水稀は少し落ち着きを取り戻せていた。

　紫紀が馬を止めた場所は把は握あくできている。あとはここをどう抜け出すかだけだった。

　紫紀は水稀の手首を縛った縄なわを手に、派手な装そう飾しよくをほどこした大扉を押した。

「な、なにここ……？」

「わたくしと神の部屋です。わたくしはここで毎日神に祈いのり、神と会話をし、賜たまわったご神しん託たくを陛下や殿下、民たみたちにお伝えするのです」

「うそ──」

　そこはさっきまで歩いていた薄暗い廊下と正反対の空間だった。

　寝しん台だい、机、椅い子す、棚たな、そして神を祀る祭さい壇だんに至るまで、すべてに金きん箔ぱくが貼はられており、その上から深ふかむ紫らさき色や下品な桃もも色いろで彩さい色しきがほどこされていた。

　厳おごそかさや神聖さなど、かけらもない。後宮で水稀が生活している、皇太子用の小部屋の方がよっぽど簡素で洗練されている。

　秀瑛が言っていた。紫紀の目的は御お布ふ施せの徴ちよう収しゆうだと。その集めたお金でここを維い持じしているのだろうか。そうだとしたら、ものすごく利己的だ。

　どうしてこんな人が神さまに仕えているのか、水稀にはさっぱり解わからなかった。

「あっ……」

　金ぴかの悪あく趣しゆ味み極きわまりない部屋に気を取られている間に、紫紀に距きよ離りを詰つめられていた。

　残ざん酷こくさを孕はらんだ美しい紫紀の顔が間近に迫せまる。

「僕をさらって何の意味があるんだよ。そんなに僕の村の場所を知りたいのか？」

「ええ。そうですね。しかしその前に、あなたが本当に龍りゆうの一族であるかを確かめる必要があります」

「えっ？」

「あなた、その不出来な金色の瞳ひとみ以外に、龍の一族である証あかしを隠かくし持っているでしょう？　それをわたくしにお見せなさい」

「な、なにそれ……？」

　水稀の知る龍の一族の明確な証は、この金色の瞳だけだった。紫紀はいったい何を知っているのだろう。

「そんなもの無い！」

　ほほほ、と紫紀はまた変な笑い方をした。

「いいですね、その強気な表情……それでこそ嬲なぶりがいがあるというものです」

「っ……！」

　氷のように冷たい紫紀の手が、ひた、と水稀の頰に貼はりついた。水稀は縛られた両手を自分の胸の前にやり、少しでも紫紀との距離をかせごうとした。肩かたをすくめて、紫紀から顔を背そむける。

　紫紀から逃のがれようとする水稀の姿を、紫紀は楽しそうに眺ながめているようだった。

「もうすぐ龍神の力がわたくしのものに……。早く見せなさい、龍の一族である証を──」

　ぞくり。明確な悪お寒かんが水稀を襲おそった。頰に貼りついていた紫紀の手が滑すべり落ち、水稀の着物にかかった。

「いやだっ──」

　そのとき、水稀の体の一部に異変が起きた。

　首すじがかっと熱くなったかと思うと、一瞬、部屋に閃せん光こうのようなものが走った。

　ぱしっと光が弾はじけたような音が鳴り、紫紀の手が撥はね返される。

「痛っ……！　──な、なにごとです……？」

　水稀も何が起きたのか解らなかった。そんな水稀の首すじに、うっすらと虹にじ色いろの光こう沢たく模様が浮うかび上がっていた。その虹色の光沢模様が、水稀を守ってくれたみたいだ。

「こっ、これだっ」

　それまで不気味なほど落ち着いた物言いをしていた紫紀が突とつ然ぜん、高い声を上げた。

「こっ、これが、〝神の鱗うろこ〟……！　文ぶん献けんにあった通りだっ。この鱗に触ふれることが許されれば、人の病は治ち癒ゆされ、龍神の加護が約束されるという──」

「え……？　神の鱗？」

　水稀は縛られた両手ごと首すじに手をやった。たしかにそこだけが熱くて、でもさらさらとして柔やわらかくて、なんだかとても不思議な感かん触しよくだった。こんなものが浮かんできたのは初めてだった。

「み、見せなさい、──もっとよく見せるんだっ」

　紫紀は急に取り乱した。その言こと葉ば遣づかいも荒あら々あらしくなって水稀の首すじに浮かんだ光沢にもう一度触れようとしてくる。

　紫紀はまた同じように撥ね返される──なぜか水稀には解った。今度はその感覚があった。

「それ以上近づいちゃだめだって！」

「ふ、ふ……なぜ拒こばむ？　秀瑛とて同じこと、龍神の力さえ手に入ればそれでいいのですよ」

「秀瑛はそんな人じゃない！　秀瑛は龍神の力にすがったりしない！」

　手も足もがくがくと震ふるえていたが、水稀は懸けん命めいに紫紀と張り合おうとした。

　この前みたいに一方的にやられるのは嫌いやだった。少しでも怖おじ気けづいてしまったら、逃にげ出す機会を見失ってしまうと思った。

　──ミズキ……。

「あっ？」

　その時、自分の名を呼ぶ懐なつかしい声が遠くかすかに聞こえたような気がした。水稀は声のした方に向かって懸命に耳を傾かたむけた。どうか空耳ではありませんように……！

「お願い──」

　お願い龍神さま。僕に力と希望を与あたえてくれる、その声をもう一度聞かせて──。

「水稀！」

　──秀瑛だ……！

　その声がまちがいなく耳に届いたとき、水稀の中に勇気が生まれた。

　水稀は一度深呼吸をして自分を落ち着かせる。そして金色の瞳で紫紀をしっかりと見すえた。

「こんな卑ひ怯きような手を使わなくたって、ちゃんと聞けば村の場所を教えてあげるよ。連れて行ってあげてもいい」

「な、なんですって？」

　不思議だった。秀瑛の声を聞いただけで、こんなにも力が湧わいてくる。水稀の手足の震えは止まっていた。

「でも、龍神さまは、その御おち力からで見み極きわめなさる」

「見極める？　いったい何を──」

　水稀の持つ金色の瞳と虹色の光沢に、紫紀はほんの一いつ瞬しゆん、怯ひるみを見せた。

　水稀はその一瞬を逃さず、紫紀から離はなれて大扉とびらに体当たりした。転がるようにして廊ろう下かに飛び出す。

「うっ、わ！」

「おとなしく部屋に戻もどれ、小こ僧ぞう──」

　部屋での騒さわぎを聞きつけたのか、紫紀の手の者が数人、大扉に向かってきていた。

　もともと身軽な水稀は、それらをひょいひょいと避よけ、神しん殿でんの出入り口を目指す。

　でもその先に、壁かべのように大きくて横よこ幅はばのある坊ぼう主ず頭あたまの男が立ちふさがっていた。両りよう腕うでを広げて水稀に襲いかかってくる。

　だめだ、せっかく出られたのに──水稀がぎゅっと目をつむったその瞬しゆん間かん、ゴト、と重たい物のぶつかり合うような鈍にぶい音がした。

「ぐぉ……」

「えっ？」

　水稀が恐おそる恐る目を開けてみると、大男がうつ伏ぶせで倒たおれていた。坊主頭の後頭部が陥かん没ぼつしている。そしてそのそばに、見おぼえのある皇太子の短刀が鞘さやごと転がっていた。

「水稀、こっちだ！」

「あ──」

　形の美しい眉まゆをきりりと上げ、黄金の宮きゆう廷てい服をきらきらと輝かがやかせる、それは水稀にとって、騎丹大国の民たみにとって大きな希望の化け身しん──恋こいしい皇太子の姿が、水稀の金色の瞳に映った。

「秀瑛っ！」

　水稀は秀瑛が投げてくれた短刀を拾って大男を飛び越こえた。

　そして鳳ほう凰おうの宮廷服を大きな翼つばさのように広げる秀瑛の胸へ、まっすぐに駆かけてゆく。

「水稀！　おまえはまた！　なにをやってるんだっ！」

「秀瑛っ、秀瑛！　ごめんっ、ごめん……！」

　懐かしい匂においのする秀瑛の力強い腕うでにきつく抱だき締しめられたそのとき、秀瑛が本当に来てくれたんだという喜びと安あん堵どで、緊きん張ちようの糸が切れた。

　秀瑛が脱だつ力りよくする水稀の手首の縄なわを切り、馬に乗せてくれた。秀瑛も馬上の人となったとき、水稀の後を追う紫紀が神殿から出てきた。

「殿でん下か。なぜここに──」

　秀瑛は馬をたくみにあやつりながら紫紀を見くだした。秀瑛の声は落ち着いていた。

「紫紀。二度にわたる我が家臣への狼ろう藉ぜき、余への反意とみなす」

　秀瑛の言葉が終わらないうちに、馬の蹄てい鉄てつ音がとどろいた。秀瑛を追って到とう着ちやくした部下たちに、秀瑛は短い命令をくだした。

「神官長を捕とらえよ。明日、追って沙さ汰たする」

　そして秀瑛は馬を走らせた。黒葦あし毛げの駿しゆん馬めが、伝説に出てくる麒き麟りんのような速さで後宮への道を駆けてゆく。

　水稀は秀瑛の肩かた越ごしに流れてゆく風景を見た。うわべだけの神を祀まつる紫紀の住すみ処かはみるみる遠ざかり、すぐに見えなくなった。










　後宮は暗く、しんと静まり返っていた。

　広く明るい回かい廊ろうに大勢の女によう御ごたちがいる昼間の後宮とはちがい、今は秀瑛と水稀、たった二人きりみたいに思える。

　饗きよう宴えんは続いているらしい。その優ゆう雅がな音楽がかすかに聴こえてくる。

　でもそれもすぐに遠ざかった。

「秀瑛、ちょっと待って……」

「待つ？　なにを？」

　吟花宮の花の絨じゆう毯たんに水稀を押し倒した秀瑛が、そこにおおいかぶさるようにして両ひじをついた。水稀の小さな体は秀瑛の胸と腕に囲まれ、目の前に美しい鳳凰の刺し繡しゆうが迫せまる。

　逃げ場を失った水稀の唇くちびるに秀瑛の舌が触れた。そのまま口の中へ舌をねじ込ませてくる。

「んっ……ん、ぅ……。──いたっ」

　最初は急せくように舌を吸ってきていたのに、最後に舌先を嚙かまれた。驚おどろいて秀瑛を見上げると、そこには例の半開きの瞳ひとみがあった。

「秀瑛。怒おこってる、よね。……ごめんなさい」

「怒ってはいない。──だが、あきれている。あれほど言いつけておいたのに、なぜおまえは俺の言うことが聞けないんだ？」

「ごめんっ。ごめんなさい。でも僕──」

「──ん？」

「秀瑛がせっかく信じてここにいろって言ってくれたのに、女御さまから今日の饗宴は秀瑛のお妃きさき選びみたいなものだって聞いてしまって、そしたらどうしても不安になって……」

「それでここを抜ぬけ出して饗宴を見に来たのか」

「うん。……お姫ひめさまたちに囲まれてる秀瑛を見たら、やっぱり秀瑛はお妃さまを迎むかえて、御お世よ継つぎを為なして……その方が幸せになれるんじゃないかと思って、胸が苦しくなった」

　目の前にある秀瑛の、立派な翼を広げる鳳凰の宮廷服を水稀はぎゅっとつかみ、そこに頰ほおを寄せた。

「でも、駄だ目めなんだ。どんなに世界が違ちがうって思っても、僕、秀瑛のそばにいたい。秀瑛の隣となりで、夢が叶かなうのを見届けたい」

　水稀は秀瑛の首に腕をまわし、秀瑛に抱だきついた。花の絨毯から離れた水稀の髪かみに秀瑛の大きな手が添そえられる。水稀の不安を打ち消すように、秀瑛が髪を撫なでてくれた。

「水稀。あまり心配するな。あと数日もすれば、それはおまえの杞き憂ゆうだと解わかるよ」

　水稀の髪に触ふれる秀瑛の指も、その声も、とても優やさしかった。

「え……？」

「決めたんだ。俺は帝てい位いに就つく」

「秀瑛！」

　秀瑛にとって、この大国にとって、そして水稀にとって大切なことを、秀瑛はさらりと言った。でも水稀にはもう解る。秀瑛がそんな言い方をするのは、その決心が固く揺ゆるぎないものだからこそだ。

「紫紀も捕らえた。もう、おまえを後宮に閉じ込めておく必要もなくなった。あと数日もすれば、おまえは宮廷と後宮を自由に行き来できるようになるよ」

「で、でも……、そしたら僕は秀瑛の新しい後宮に移り住むことになるの……？」

　そうなれば、せっかく仲良くなった凜凜や、女御さまたちと離ればなれになってしまう。

　それ以上に、秀瑛のお妃さまとなる乙女おとめたちと、仲良くできるのだろうか。それを考えると少しつらくなる。

　水稀の考えていることなどお見通しの秀瑛がかすかに笑って、水稀の耳元でささやいた。

「おまえの住処は未み来らい永えい劫ごう、吟花宮だ。この美しい花降る宮だ……」

「えっ？　それって──？」

「何もかももう決めているんだ。水稀は何も心配しなくていい」

「秀、瑛……？」

「今は何も心配せずに……俺だけを感じていればいい──」

　秀瑛が水稀の髪に添えた手に少しだけ力を入れ、くちづけを促うながしてきたので、水稀はそれに素す直なおに従った。

　唇を重ね合わせようとしたそのとき、水稀の首すじに輝く虹にじ色いろの光こう沢たくに、秀瑛が気づいた。

「ん？　なんだこれは」

「あ、これ……紫紀に乱暴されそうになったときに、急に浮うかんできたんだ」

　秀瑛は水稀の言葉の余計な部分に反応して、一瞬むっとした。

「紫紀には何もされてないよ」

　水稀の言葉をなかば無視して、秀瑛が首すじをまじまじと見てくる。そこまでしなくても見えるのに、秀瑛が必要以上に着物の襟えりをはだけさせたので、水稀の細い肩かたまでもがあらわになってしまった。

「ほう。これが〝神の鱗うろこ〟とやらか。──いい加減なことばかり書いている文ぶん献けんだと思っていたが……」

「えっ？」

　たしか紫紀も同じようなことを言っていた気がする。秀瑛も龍りゆう神じんに関する文献を読んだのだろうか。同じ文献を読んだとは思えないほど、秀瑛と紫紀、二人の間には大変な温度差があった。

「秀瑛っ、触さわらない方がいいみたい……」

　紫紀のときのように撥はね返されでもしたら──しかしそれは水稀の杞憂だった。

　秀瑛が、淡あわい七色の光をまとうその部分にそっとくちづけた。

「あっ……」

　あれだけ厳しく紫紀を拒きよ絶ぜつした虹色の光沢が、秀瑛を許容した。

　龍の本能すらも、秀瑛が水稀の特別な人であると認めたということだろうか。

　秀瑛が水稀を抱だき締しめている腕にぐっと力を入れてくる。

「水稀。俺はおまえが人の子でも龍の子でも、なんだっていいんだ」

　水稀を見つめる秀瑛の青みがかった黒い瞳は、龍神の森で巡めぐり逢あったあの時と同じ輝きをしていた。光に透すかせば、群ぐん青じよう色の紗しやを幾いく重えにも重ねたような美しさをあらわす、水稀の大好きな、騎丹瑠る璃り。その瞳が、恋れん情じように揺れた。

「俺は龍神の力が欲しいんじゃない。俺は、おまえだけが欲しいんだよ、水稀──」

「秀瑛、秀瑛っ……！」

　水稀は秀瑛からわずかでも離はなれるのが嫌いやになって、秀瑛の首にまわした手にぎゅうっと力をこめ、懸けん命めいに秀瑛を搔かき抱いだいた。秀瑛が言ってくれた言葉が胸に刻まれて、心が痛いほどに激しく震ふるえた。

「……秀、瑛っ。……好、きっ──すごく……。ずっと、ずっとそばに……離れたくない──」

　水稀は秀瑛のように上手に言葉をつむぐことができなかった。だから震える心に浮かんだ言葉を一いつ生しよう懸けん命めい伝えようと思った。秀瑛は、それをちゃんと聞き届けてくれたと思う。

　水稀を抱き締める秀瑛の、その腕うでの筋肉がぐうっと盛り上がったから。

「水稀……俺だけのものだ。綺き麗れいな心も、その美しい瞳も──」

「あ……、秀瑛……」

　水稀の襟を持つ秀瑛の両手がゆっくりと左右に開いた。白く細い水稀の肢し体たいが夜気にさらされる。それを見つめていた秀瑛が、花の絨毯に両ひざをつき身を起こした。

　水稀の裸ら体たいを見た秀瑛は、自分が服を着ていることが急に疎うとましくなったようで、早く脱ぬごうとした。しかし後宮で過ごす時の着物とは違い、神こう々ごうしい鳳ほう凰おうが舞まう豪ごう奢しやな宮きゆう廷てい服は、その構造がやや複雑だった。

「この宮廷服のわずらわしいことよ……」

　秀瑛が眉み間けんに皺しわを寄せて、いくつも付いている留め紐ひもを外そうとする。水稀は自分も身を起こしてそれを手伝った。

「でも、僕は好きだ」

「水稀……？」

　自分で宮廷服を脱ぐことをあきらめた秀瑛は、小さな手で丁てい寧ねいに留め紐を外してゆく水稀の、そのうなじに手を添えた。

「見み目め麗うるわしい女性の格好も素す敵てきだけど、やっぱり秀瑛は、宮廷服がよく似合う」

　水稀は、最後の留め紐を外し、幅はば広ひろい飾かざり帯をほどく。宮廷服をめくり、その下の二重織の着物を脱がせ──そこに秀瑛の美しくたくましい胸むな板いたを見た水稀は、秀瑛を見上げて言った。

「龍紋もん様ようの皇こう帝てい服も、絶対に似合うね。僕、騎丹大国の皇帝になった秀瑛をずっとそばで見ていたい」

　見上げる水稀の瞳をとらえて微笑ほほえんだ秀瑛のその顔は、すでに皇太子ではなく、砂さ礫れきの大国を背負う皇帝の表情をしていた。水稀にはそう見えた。

「おまえだった。──やはり、おまえだったんだ、水稀……。この俺を帝位へと導くもの──」

　水稀のうなじに添えていた手を寄せて、秀瑛は一度、水稀にくちづけた。

　そしてそのまま水稀の頰や首すじにゆっくりと唇を落としてゆく。

　秀瑛の大きな手の平に背を支えられ、水稀はその身を横たえる。淡い紫むらさき色いろの花びらたちが、水稀の華きや奢しやな体を柔やわらかく迎むかえ入れた。

　──その夜の行こう為いは、いらつきや戸と惑まどいの中で急せくようにつながるのではなく、ただ快感だけを求めて淫みだらに溶とけ合うものでもなく、お互たがいの存在を今一度確かめ合い、それをゆっくり嚙かみしめるような、いたわり合うような──この先数え切れないほど秀瑛と肌はだを重ねる水稀が、決して忘れることのない夜になった。

「あっ、んん……っ」

　花の絨じゆう毯たんに仰あお向むけに寝ねそべる水稀の、淡い桃もも色いろの尖とがりを秀瑛の唇くちびるが包み込んだ。秀瑛の舌の感かん触しよくを記き憶おくしているその先せん端たんが、喜ぶようにこりこりと硬かたくなってくる。

「あ……、あぁ……秀瑛──」

　秀瑛は水稀の高鳴る胸や柔らかな脇わき腹ばらに余すところなく唇を落とし、細い腕やすべらかな背を撫でてゆく。長く綺麗な五本の指を何度も広げたり閉じたりしながら、その指先で肌の瑞みず々みずしさを堪たん能のうしているようだった。

「あっ……」

　秀瑛の、水稀の着物を脱がせる手さばきは神技に近いと、水稀はいつも可笑おかしくなってしまう。秀瑛の唇が水稀の臍へそを通過し、下腹部にたどりつく頃ころには、すでに水稀は一糸まとわぬ姿になっていて、ぴんと立ち上がった水稀の茎くきが秀瑛の頰ほおに触れてしまいそうだった。

「秀、瑛……」

　茎が本当に秀瑛にぶつかってしまったらどうしようと心配になった水稀は、恐おそる恐る視線を下におろしてみた。そこで水稀を見上げる秀瑛と瞳ひとみが合った。

「あ──」

　水稀が見るその前で、秀瑛が視線を水稀から茎へと移動させる。

　秀瑛の唇がゆっくりと開いた。水稀の体に見合った愛らしくほっそりとした茎に、秀瑛の唇がぴたりと貼はりつく。

「ああぁっ。秀瑛っ……！」

　迫せまりくる劣れつ情じようと快感にひとりでは耐たえられないと思った水稀は、秀瑛に助けを乞こう。

　秀瑛はいつも通りすぐに水稀の気持ちを察知して、少しも間を置かずに水稀の手を取り、長い指をからませてくれた。

　秀瑛は水稀の茎に何度もくちづけ、舌の腹で撫なで上げ、先せん端たんの小さなくぼみからあふれる蜜みつ液を吸い取る。

「あぅ、ん……っ。──あ、ぁん……」

　秀瑛はわざと音を立てているのかもしれない──水稀の下半身で生まれる、ぴちゃ、くちゅ、という水音が、水稀の性感をいざなう。水稀は空いている手を秀瑛へと伸のばし、触ふれることのできた黒くろ髪かみや耳を無意識に撫でた。

「水稀……。水稀──」

「んんっ。……あ。きもちい、い──」

　気持ちいいと言うよりは、秀瑛が水稀のそこを本当に愛いとしく想おもい可愛かわいがってくれているというのが、秀瑛の唇や舌先や、茎に吹ふきかかる吐と息いきから伝わってきて、その喜びが水稀を一気に高みへとさらってゆく。

「秀、瑛……、もう……。──いく、から……。口を離して……」

　それを聞いた秀瑛が、逆の行動を取った。唇や舌であやしていただけの茎全体を、そこで初めて口こう腔こうへ飲み込む。

「や、だっ……。なん、で……」

　このまま達いけと言いたげに、からませている秀瑛の指に力がこめられた。水稀の射精を催さい促そくするように、思いきり吸いあげられる。

「ああっ、ああっ、……だめ！　秀瑛、離してっ……、お願いだ、からっ──離してぇ……っ」

　水稀の懇こん願がんは届かなかった。だめ、だめ、とくりかえしながら、水稀は腰こしを振ふって秀瑛の口腔内に白い液体を漏もらした。

「──あ、ぅ……」

　満足気に吐息をついた秀瑛が身を起こしたので、水稀も両ひじをついて、力の入らない体をなんとか少しだけ起こした。

　秀瑛が水稀の瞳をとらえながら、口をわずかに開く。すると形の良い唇を伝って、水稀のこぼしたものがとろりと流れ落ちてきた。秀瑛はその蜜液を手の平で受けると、嵩かさだかくなった己おのれの屹きつ立りつに塗ぬり込んだ。

「あ──」

　その光景を見ていた水稀は、最初に吟花宮で触れられた時から確かめたかったことを秀瑛に聞いた。

「あの……。僕、ずっと思ってたんだけど……」

「なんだ」

「秀瑛って……、やらしいよ、ね……？」

　あはは、と秀瑛は軽快に笑った。ずっととは何だ、とも。

「笑いごとじゃないよ。秀瑛じゃなかったら、僕、こんなふうになってなかったと思う」

　秀瑛は心から幸せそうな笑え顔がおを見せた。ひざをついて腰をおろし、水稀の脚あしを自分の太ふと腿ももに乗せた秀瑛が、目を細め長いまつげを揺ゆらして水稀を見つめてくる。

「──やらしい俺は、いけないか？」

「だめじゃない、けど……」

　秀瑛の艶なまめかしい瞳から逃にげるようにうつむいた視線の先に、水稀の放った白はく濁だくをまとって濡ぬれ光る秀瑛の雄おす芯しんがあった。

　それを見た途と端たん、後こう孔こうがうずいたような気がして、今日はまだ一度も触れられていないそこがどうなっているのかを、水稀は自分の指をあてて確かめた。

「ああ──」

　ひどく、濡れていた。水稀の指を秀瑛の先端だと勘かんちがいしたのか、早く欲しいと言いたげなそこが水稀の指先にぴたりと吸いついてくる。

「水稀？」

　自分の手でそこに触れる水稀を初めて見た秀瑛が、驚おどろいて顔を寄せてきた。

「ん……」

　水稀は、両ひじをついたまま腰を突つき出し、そして秀瑛の太腿の上に乗せられている脚を限界まで開いた。これが最も深くつながることができ、水稀が秀瑛の雄芯の硬さや形をより味わうことができる角度だと、秀瑛が水稀に教えてくれた。

「僕、なんか……へん、だ……」

　間近に迫った秀瑛を、涙なみだを溜ためた金色の瞳で見上げる。自分が変なのかどうかを、秀瑛にも確かめてもらいたかった。水稀は開いた脚の中心で濡れそぼつ後孔に手をあて、秀瑛に聞いた。

「秀瑛を……ここ、で……感じたい、とか──。へん、だよね……？　──あっ」

　もう次の瞬しゆん間かんには、秀瑛の猛たけりの先端が水稀の後孔へと迫っていた。秀瑛から笑顔が消えた。

「あまり可愛いことを言ってくれるなよ。加減がきかなくなる」

　したたかに濡れた粘ねん膜まく同士のからみ合う音がした。

　熱く脈打つ秀瑛を迎え入れるその瞬間、秀瑛への切ない想いが唇からぽろぽろとこぼれ落ちた。

「あぁっ……！　──好き、だ……。秀、瑛……っ。好き……！」

「俺もだ……おまえが愛しい──」

「ああっ、だめ、っ……！」

　秀瑛の声に後孔が過か剰じように反応し、ぐしゅ、と水音を立てた。

　熱のこもった声でそんなことをささやかれたら、またすぐ心も体もいってしまう──さっき果てたばかりの茎が、ふたたび薄うす紅べに色いろに染まった。　>>>♥

「……ゆっくり、して……ほしい、よ──」

　これ以上ないほどに脚を開く水稀の、その白く柔らかな内うち腿ももを撫でた秀瑛が、水稀の願いのままに、下からゆるりと水稀を突きあげてくる。

　同じ速さで少しずつ角度を変え、秀瑛はくりかえし何度も何度も水稀を突きあげる。

　ねっとりと舐なめ上げるような、甘くゆるやかな律動を生み出す秀瑛の腰使いがたまらなかった。うずきはじめたその場所を秀瑛に搔かいてほしくて、水稀はみずからも腰を揺らした。

「あっ。あっ。──今の、とこ……。あっ、あっ──」

　水稀が望むその場所に秀瑛が上手うまく先端を引っ掛かけてくれるたびに、悦よろこぶ水稀の小さなくぼみから、微び量りようの白い蜜液が小刻みに飛び出した。

「秀瑛──」

　秀瑛のたくましい背は、その丁てい寧ねいな律動に合わせて弛し緩かんし、盛り上がった。

　美しく隆りゆう起きした肉体の感かん触しよくを少しでもたくさん感じたくて、水稀は細い指のすべてを秀瑛の背に這はわせた。

　肩けん甲こう骨こつに触れ、背骨をたどり、引き締しまった腰にまで手を伸ばす。

「ああ。たまらなくいい。水稀。……水稀──」

　急せくことも焦あせることもなく、愛情の含ふくまれた抽ちゆう挿そうをくりかえしていた秀瑛が、ただ一度、その鍛きたえ上げられた腰で水稀を尻しりごと持ち上げるような動きをした。

　ほどなくして放たれた秀瑛の熱い体液を、水稀は体の最さい奥おうで受け止めた。










　そうと決めたら秀瑛の行動はじつに無む駄だが無かった。

　まず父親に即そく位いの意志を固めたことを書面にし、みずから奉ほう上じようする。長い間秀瑛の即位を心待ちにしていた皇こう帝ていは、涙を流して喜んでくれた。

　続いて秀瑛は謁えつ見けんの間に紫紀と義ぎ弟ていを呼び出した。今まで秀瑛の立場を脅おびやかしてきたこの二人に、秀瑛はそれぞれ始末をつけるようだ。

　そこに水稀も立ち会うことになった。翠蓮たちに選んでもらった、慣れない宮きゆう廷てい服に身を包み、いつもは無造作に束ねているだけの栗くり色いろの髪かみをきちんと整えてもらう。

　そうして秀瑛が座る玉座の後ろに立つと、それなりに立派な側近に見えた。

　水稀の他ほかにも、その謁見に立ち会う家臣たちは多数いたが、特に水稀を気にする者はいなかった。どこかの良家の若者を新皇帝の親衛隊に入れた、くらいにしか考えていないようだ。

　皆みなが揃そろったところで、秀瑛は話を始めた。

「さて、我が騎丹大国には、多くの砂さ漠ばくが点在している。その中でも最大規模である、騎丹砂さ漠ばく──その中央に、由ゆい緒しよある寺院が建こん立りゆうされているのは、諸しよ侯こうがたも知っているだろう。砂の神の怒いかりを鎮しずめるために、七代前の先帝がお建てになったのだ」

　秀瑛は歌うように宮廷ことばを話した。その声も冴さえわたっていて、水稀はいちいち感心してしまう。

「しかしその寺院、今は無人となっていてな。砂の神の怒りを鎮しずめることができていない。どうりで頻ひん繁ぱんに黄こう砂さが起こるはずだ」

　舜孝も紫紀も硬かたい表情のまま、黙だまって秀瑛の言葉に耳みみを傾かたむけている。

「皇帝といえども、その力は微び力りよくである。古来より、その穴を埋うめるのは神官長の役目。それゆえに、神官長には皇太子より高い地位が与あたえられている。それを知らぬ者はおるまい」

　秀瑛は、長いまつげを伏ふせて、玉座から紫紀を見おろした。

「余の力となってくれるな？　──神官長、紫紀」

　紫紀は昨夜捕ほ縛ばくされた屈くつ辱じよくに耐たえているのか、礼服の袖そでの中で組まれた腕うでが震ふるえているのが水稀の所からも見て取れた。

　黙ったまま何も答えない紫紀に向かって、秀瑛の冷れい徹てつな声が容よう赦しやなく命令をくだした。

「神官長、紫紀に命ず。余の名代として、騎丹砂漠の寺院へおもむけ」

　その残ざん酷こく極きわまりない任命に、紫紀は、はっとなって白い顔を秀瑛に向けた。

　秀瑛は扇おうぎを持った手の甲こうを軽く唇くちびるにあて、何かを思案していた。

　でも水稀には解わかった。あれは、思案している振りだ。次に言うことは、最初から決めていたのだろう。

「ふむ……、善は急げと言うな。──本日じゅうに帝てい都とを発たて」

「そっ、それはあまりにも無体……！」

「なぜだ？」

　秀瑛はわざとらしく首をかしげた。

「そっ、それは……、わたくしの神しん殿でんが……」

「わたくしの神殿？　あれはそなた個人の所有物ではないぞ。それとも、余に見られては困るものが神殿にあるのか？　そう、たとえば──黄金でできた部屋。……いや、まさかな、そんなもの実在するはずがない」

　おのれ水稀、秀瑛に告げ口したな──紫紀が目を見開き、水稀を睨にらみつけてきた。

　その視線を断たち切るかのように、ぱんっ、と秀瑛が扇で玉座のひじ掛けを叩たたき、立ち上がる。

「神殿にあるものはすべて置いてゆけ。黄金も、布ふ施せも、何もかもだ」

　秀瑛は水稀と紫紀の間に立った。秀瑛の宮廷服が、主の怒りを代弁するかのように広がる。

「そなたが、涙すら涸かれ果てた民たみから容赦なく搾しぼり上げた莫ばく大だいな金を使って、余は次の公共事業に着手するとしよう。砂を滅めつし、水の潤うるおいを少しでも増やして……命をなげうってでもそなたに布施を払はらった民へ、そなたの代わりに余が還かん元げんしてやる」

　秀瑛の言葉に抵てい抗こうすることを諦あきらめた紫紀は、袖の中で組んでいた腕を力なくほどいた。

「それを草木一本も生えぬ砂の寺院から見ておれ」

　紫紀はそれ以上ひとことも言葉を発することなく、静かに謁見の間を去っていった。

　それを見て、次は自分の番だと思った舜孝が、ひたいに大量の汗あせをにじませる。

　見る者の心を奪うばうその類たぐいまれな美び貌ぼうに不敵な笑えみを浮うかべ、秀瑛は義弟を見おろした。

「舜孝。そなたは北方の寺院へおもむけ」

「あ、義あ兄に上うえ……！」

「そなたはしばらく酒と女を断て。厳しい寒さの残る寺院でその身を清め、その後は正せい妃ひを娶めとって身をかためよ」

　秀瑛の理にかなった提言に、舜孝はおとなしく服従の意を示した。舜孝も黙って謁見の間を去り、それと入れ替かわるようにして大臣が秀瑛の前に進み出た。

「御ご即そく位いおめでとうございます秀瑛陛下。さっそく御即位の儀ぎ式しきと新しい後宮の造設を──」

「待て。余は、即位の儀式は行うが後宮の新設はしない」

「な、なんと──」

　水稀は大臣以上に驚おどろいて声を出しそうになった。

　何もかももう決めているんだ。水稀は何も心配しなくていい──秀瑛のあのときの言葉を思い出した。

　秀瑛は、自分の後宮を持たない。これが、彼の出した答え──。

　驚く大臣たちを口説くように秀瑛は微笑ほほえんだ。

「後宮は造設にも維い持じにも莫大な資金がかかる。余はそれをもっと別の目的に使いたい。この大国に少しでも潤いを増やし、豊かな緑をもたらすため──大臣、諸侯がたにはご理解をいただき、その叡えい智ちをお借りしたい」

　秀瑛の、その端たん整せいな貌かおには常に余よ裕ゆうが見られる。数多あまたの決心と覚かく悟ご、そして信念を持ち得る彼だからこそ生まれる、美しい余裕の微笑みが。

「我らは陛下の御ぎよ意いのままに。しかし陛下、そうなりますと御お世よ継つぎは──」

「諸侯がたの危き惧ぐ、ごもっとも。だがそれも心配にはおよばぬ。義弟が正妃を娶り、子が産まれれば、世継ぎとして余がその子らを預かろう。──問題は無い、余のもとには子こ守もりに長たけている者がおるからな」

　そう言って秀瑛は水稀の方へ流し目をよこしてきた。水稀は秀瑛に向けて声を出さずに自分を指さして確かく認にんしてみる。それに応じて秀瑛がにっこりと笑い、うなずいた。

　水稀はそこで初めて、秀瑛が言う〝子守に長けている者〟が自分であることを知った。

　つまり水稀は産まれてくる子供たち──次期皇帝の教育係ということになる。

　それはなかなか重大な任務だよ、陛下──身の引き締まる思いがして、水稀はすっと背筋を伸のばした。










　後宮の回かい廊ろうではいつも通りの風景があった。

　ある人は琵び琶わを奏かなで、またある人たちは双六すごろくなどに興じている。回廊の欄らん干かんに優ゆう雅がに寄り添そいながら、翠蓮たちが空をながめていた。

「あら、雨──」

「でもすぐに止やみそうよ、ほら、あそこに雲の切れ間が」

「まぁ、本当。もう青空がのぞいているわ」

「陛下も水稀も、濡ぬれずに済むわね──」

　その日、秀瑛は皇帝服に身を包んだ。

　この騎丹大国で唯ゆい一いつ、皇帝だけが袖を通すことを許される、黒絹に黄金の龍りゆうが渦うずを巻く、龍紋もん様ようの皇帝服である。

　派手な冠かんむりも首くび飾かざりも要いらぬ──秀瑛はそれらを準備する侍じ女じよを丁てい寧ねいな所作で制した。

　強さと覚悟を秘ひめた凜り々りしく美しい皇帝に、それ以上の装そう飾しよくは必要なかった。

「雨か？」

　ぱさ、ぱさ、と雨あま粒つぶが若葉に触ふれる音を聞いた秀瑛が、窓の外を気にした。水稀が代わりに窓の外に身を乗り出し、空の様子を見る。

「ううん。ほんの少し小こ雨さめが降ってるだけ。もう晴れてくるよ」

　宮廷の前の広場には、大臣、官かん僚りよう、側近、役人──三千をゆうに超こえる、国に仕える人々が等とう間かん隔かくに立ち並ぶ。彼らも真新しい宮廷服を煌きらめかせ、誇ほこらしげに新しい皇帝の登とう壇だんを待っていた。

　誰だれひとり口をきかずに毅き然ぜんと立ち、そこに小さな雨の粒つぶが音もなく舞まい落ちる。

　それはとても厳おごそかな風景だった。

　やがて、新皇こう帝ていの登壇を告げる銅ど鑼らと鐘かねの音が宮きゆう廷ていじゅうに響ひびきわたった。

「行こう」

　秀瑛と水稀は石の大階段をゆっくりと上った。階段を上りきった所で水稀は立ち止まり、その先にある玉座へと向かう秀瑛を見送る。

　龍紋様を背負う秀瑛の、その広くたくましく愛いとしい背中を、水稀は金色の瞳ひとみに焼きつけた。

　雨はやんだ。

　秀瑛が壇だん上じようへ姿をあらわした。そこに居るすべての人が、一いつ斉せいに大地にぬかずく。

　ざぁ……と空気が揺ゆれる音を、水稀は聞いた。

　秀瑛は今、玉座に昇のぼる。

　第九代騎丹大国皇帝誕生の瞬しゆん間かんを、水稀は龍の瞳でしっかりと見届けた。

「あ……！　秀瑛！」

　空はたちまち青く輝かがやきだした。そして水稀が見上げる青空に、七色の光があらわれた。

「虹にじだ……！」

　新皇帝誕生と時を同じくして、東の空に美しく大きな虹がかかった。

「龍神さまが、お越しになったよ……！」

　ついに、虹がかかった。

　水稀が長い間待ち焦こがれていた、龍神の化け身しんが、新皇帝のもとを訪おとずれた。

　──この砂さ礫れきの大国には、なかなか虹があらわれぬ。しかし水稀、よくお聞き。その御お姿すがたを見ることができた者には、必ず龍神さまの御ご加か護ごがある。人のためによく考えよく働き、よく生きていればきっと──水稀は大婆ばばさまの言葉を思い出した。

　大臣や官僚の間からも、この偶ぐう然ぜんではない神聖な風景に、感動と祝福のどよめきが起きた。

「水稀、おいで」

　秀瑛が玉座から手招きをしてくれた。水稀は壇上に立つことに躊ちゆう躇ちよしたが、そこに居るほとんどの者が、立派な弧こを描えがく虹に目を奪われている。誰も水稀をとがめはしないだろう。

　水稀は玉座に向かって駆かけていき、皇帝の手を取った。

「新しき皇帝に即そく位いと永年平定の寿ことほぎを、だって！」

「水稀？　おまえ、いつの間に龍神の声が聞けるようになったんだ？」

「聞こえてないよ、でも絶対、そう言ってる」

　水稀の言ったことは真実となった──第九代騎丹大国皇帝秀瑛は、龍神の加護を得てよく砂を制し緑を広げ、内政に努めて国家を安定に導き、大たい帝ていとして歴史にその名を残す。

「水稀。余はあの虹に──龍神に誓ちかおう」

　二人はかたく手をつないだ。秀瑛はまっすぐに水稀の金色の瞳を見つめ、水稀は秀瑛の美しい騎丹瑠る璃りの瞳を見つめる。

「この先どんなことが起きようとも、この手だけは決して離はなさぬと」

「僕も。約束だよ、陛下」

　水稀は光り輝く虹を見上げながら、遠い未来を想像し、その風景に思いを馳はせる。

　それはまるでかつて見たことがあるかのように鮮せん明めいで、泣けるほど懐なつかしい、緑の光る風景だった。

　──秀瑛。僕たちはこうやってずっと互たがいを想おもい合い、手を取り合って生きていく。

　たくさんの困難や砂との戦いを乗り越えていく秀瑛のそばを、僕は片時も離れたりしない。

　そして、長い長い忍にん耐たいと努力の果てに、秀瑛、あなたは僕の手を引いて、緑の光り輝く草原に降り立つんだ──。

　涼りよ風うふうに揺れる草原の真ん中には、枝葉を立派に伸ばしたあの銀桂けい樹じゆが立っていた。







あとがき







　はじめまして。鴇とき六む連つらと申します。

　このたびは拙せつ著ちよ「後宮の蜜月夜」をお手に取っていただき、ありがとうございます。




「鴇さん、現代ものって、いかがですか？」

「現代もの、ですか？　えっーと……あの、その……（ごにょ……）」

　編集部Ｔさまの慧けい眼がんは、私が現代ものをあまり書いたことが無いと見み抜ぬいておられたのです。そこから、この物語が誕生しました。私は古典的中国が好きなので、「では、中ちゆう華か風ふうでいきましょう」と言っていただけてとても嬉うれしかったです。しかも、主人公である水みず稀きのオッドアイ（左右で色の違ちがう瞳ひとみ）まで御ごし承よう諾だくいただき、心躍おどりました。

　ですが、書きはじめた当初、水稀は「恋こい？　なにそれ？」と言いたげに少しも大人になってくれず、秀しゆ瑛うえいは秀瑛で国政に気を取られているかと思うと、突とつ然ぜん性格の悪いただのエロ男（！）に変へん貌ぼうしてしまったりと、まったく物語が進まず、私は彼らの間で頭を抱かかえるばかりでした。

　締しめ切り日になり、もうダメだー、と思ったとき、編集部Ｔさまから「橘水樹先生と櫻林子先生からイラストが届きました！」と、キャラクターラフを送付いただきました。

　その丁てい寧ねいで綺き麗れいなイラストを拝見したとき、水稀と秀瑛が物語の中で動き出したのです。

　文章のみで形づくられたキャラクターが〝躍やく動どうする〟その瞬しゆん間かんを体感しました。そのときの感動は、うまく言葉にできないほどです。

　橘先生、櫻先生、大変お忙いそがしい中、貴重なお時間を割さいていただき、本当にありがとうございました。何度お礼を言っても言い尽つくせません。今、ひとり感激して泣きそうです！




　原げん稿こうを書き終える自分の姿が想像できず、何度も心が折れそうになりました。そのたびに橘先生、櫻先生のイラストを拝見しては奮起し、Ｔさまのご指導と叱しつ咤た激げき励れいを頂ちよう戴だいして、最後は「水稀よ、どうか幸せになっておくれー」という思いだけでお話を書き上げました。

　私の騎き丹たん大国の旅はここで一いつ旦たんし終ゆう了りようしますが、水稀と秀瑛の旅は始まったばかりです。

　特に水稀はこれから伸のびる子であると（親バカながら！）信じております。賢かしこく美しく成長して、若き皇こう帝ていを陰かげで支えるいい奥さんになってくれることを願っています。

　秀瑛陛下は、執しつ政せいに疲つかれた夜は、明るく元気な水稀に心も体も癒いやしてもらうことでしょう。

　そして物語の最後にある通り、長い忍にん耐たいと努力の末に民たみを理想郷へ連れて行くと思います。




　今回、その忍耐と努力を体現してくださったのは、編集部Ｔさまでした。

　何も解わからずもたもたする私を見捨てもせず、懇こん切せつ丁てい寧ねいなご指導をくださいました。

　余分な文章を削けずり、そして期限ぎりぎりになってもあきらめず最後の一行まで加筆の指示をくださいました。すべては少しでも良い作品とするためでした。

　何もないゼロの状態からひとつの物語を世に送り出し、それを皆みなさまに手に取っていただくまでには、細かな工程が多々あることを知りました。そしてその工程を着実に進めてゆく、まさに編集部の皆さまの忍耐と努力の連続があることを知りました。

　Ｔさまにも、何度お伝えしても感謝し尽くせません。タイトルへのご尽じん力りよくも含ふくめ、本当にありがとうございました。今また泣きそうです！

　今回、このようなとても貴重な体験をさせていただけたのは、角川ルビー小説大賞の選考において、私のつたない文章を拾い上げてくださった方々の御お蔭かげにほかなりません。

　編集部の皆さま、読者審しん査さ員の皆さまに御お礼れい申し上げます。ありがとうございます。




　そしてこの拙著をお手に取ってくださった皆さまに、厚く御礼を申し上げます。

　このお話を読んで少しでもどきどきして、楽しい時間を過ごしていただけたなら、これ以上に幸せなことはありません。

　本当にありがとうございます！


鴇　六連　　
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